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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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救命団ノ掟

～訓練の心構え～





一、温情与えるべからず

一、与えられた指示以上の鍛錬を行うべし

一、気絶で終わる程度は訓練に非ず







　　第一話　最狂!?　黒騎士現る!!　の巻







　救命団の団員として飛び込んだ戦場。

　傷ついた者を治癒魔法で癒いやし、死に瀕ひんした者を助け出す。

　そして、自分も殺されるかもしれないという恐怖が纏まとわりつく戦場。

　その中を怪我人を抱えながら駆け回り、騎士さん達を助けていた僕は──、

「うおおお!?」

　怪我人を囮おとりにして僕達をおびき出そうとしていた魔族達の罠わなにまんまと嵌はまってしまい、両脇に気絶した騎士さん二人を抱えながら、魔法の集中攻撃に晒さらされていた。

「なんだこいつは!?」

「攻撃が当たらない!?　人間の動きじゃないぞ!!」

「まさか、ベルグレット軍団長が仰おっしゃっていた化け物が……こいつ!?」

　しかも、こいつら人を囲んでおきながら好き勝手言っているしぃ!!

　放たれる火球、地面から突き出される土の槍やり、撃ち出される水の礫つぶて。

　それらを力任せの挙動で避よけると同時に、抱えている二人の騎士さんに治癒魔法を掛ける。

「突破する！」

　囲まれて捕らえられるほど、ヤワな訓練は受けてはいない!!

　四肢に治癒魔法を纏わせた僕は、魔法攻撃をかい潜くぐり、一番近くで掌てのひらを構えていた魔族の腹に蹴けりを叩たたき込んで包囲の一画を崩す。

「ぐはぁ!!」

　蹴り飛ばされた魔族は数メートルほど転がり、白目を剥むいて気絶する。

　ただの蹴りで仲間が気絶したことに、周囲の魔族達は絶句し、攻撃の手を止めた。

　よし、うまく決まってくれた。

「とぅッ!!」

　そのまま跳躍と同時にこちらを見上げている魔族の肩を踏み台にし、包囲を抜ける。

　驚きょう愕がくしながらも追ってこようとする魔族を一いち瞥べつした僕は、引き離すべく走り出す。

　直線での移動で僕に追いつけるはずもなく、魔族の怒声はどんどん遠ざかっていく。

　未いまだに気を失っている二人の騎士さんを後衛の人に引き渡した僕は、再び気を引き締めて前線へと走り出す。

「……苛か烈れつだな」

　幾分か慣れた血の匂いに顔を顰しかめつつ、次の怪我人を探す。

　視界には倒れ伏す騎士と魔族。

　耳には叫び声と鉄がぶつかり合う音。

　ここは地獄だ。

　血で血を洗うという表現がこれほどまでに適している場所は、他にはないだろう。

　だけど、僕はそんな場所で戦っている。

　敵を倒す騎士としてではなく、命を救う救命団として。

　怖おじ気けづいている場合じゃない。

「まだ、皆が戦っている」

　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいた僕は、強く意思を固めて、走る速度を上げる。

　誰の目にも止まらぬほどの速さで騎士と魔族の間を縫って走っていると、地面に倒れ苦く悶もんの表情を浮かべた騎士が剣を持った魔族に止とどめを刺されようとしている場面に遭遇する。

　騎士の足からはおびただしい血が流れていて、逃げることは到底できないだろう。

「させるかよ……ッ」

　大きく息を吸った僕は、目の前で危機に瀕している命を救うべく、今一度強く深く地面を踏みしめ、前へ飛び出した。




　　　　　　　　　　＊＊＊




　リングル王国と魔王軍の戦い。

　それは、平和な世界から召喚された私達にとって辛つらく苦しいものだった。

　血の匂い、敵を斬きった感触。筆舌に尽くしがたいほどの嫌悪感を抱きながら、勇者である私とカズキ君は敵の屍しかばねを越えて前に進んでいた。

　状況は魔王軍がやや優勢。

　だが、私達がこのまま敵本陣まで突き進み、司令系統を担う人物を倒すことができれば、リングル王国の勝利という形で戦いの幕を下ろすことができる。

　それには、絶えず立ちはだかる魔族達を倒していかなければならないが……。

「先輩！」

「っ!!」

　カズキ君の声で、背後から槍を携え音もなく近づいてきた魔族の存在に気付く。

　背後から突かれた槍を、体を捻ひねって避けると同時に空を切った槍の先端を剣で斬り飛ばす。

　舌打ちをした魔族に掌を向け、電撃を放つ。

「ハァッ!!」

　声と共に放たれた電撃は、眼前の魔族を貫き、その背後にいる敵をも巻き込んだ。

　……油断は死を意味する。

　それは私が強力な電撃を操れることも、勇者であることも関係なしに。

「勇者様、周囲の敵はあらかた掃討できました」

　私とカズキ君についてきてくれている騎士達の部隊長が、状況報告をする。

「怪我をした人達は下がらせてくれ。私達は先に進む」

「了解しました!!」

　指示を出しに行く部隊長の背中を見送った後、ふと周りを見る。

　周囲には、先ほどまで私達を殺そうとしていた魔族達が倒れている。

「侵略者だけど、彼らは生きていたんだ……」

　命を奪うことに抵抗がないといえば嘘うそになるけど、それを理由に仲間を危険に晒す愚行を犯すつもりはない。

　私、いや、私達は立ち止まらない。

　そう心に決めていると、剣を鞘さやに収めたカズキ君がこちらに歩み寄ってきた。

「ここらへんの敵は倒せたみたいですね」

「ああ、だけど敵本陣までは遠い。それに、ここには厄介な魔物が出ているようだ」

「そう、ですね」

　私達が目指している所とは別の場所で暴れ回っているという大きな蛇の魔物。

　そいつが暴れているせいで、多くの騎士が怪我を負っているそうだ。加勢してやりたいが、私達がここを離れてはリングル王国の勝利は遠のいてしまう。

「……先輩、先を急ぎましょう！　俺達がやるべきことをやってから、その蛇を倒しに行くべきです!!」

「そうだね。まずは私達のやるべきことをしよう」

　彼の言葉に同意し、部隊長の指示で背後に並んだ騎士達を見渡す。最初よりはだいぶ人数は減ってしまった。

　だけど、怪我を負って倒れた騎士達は、目にも止まらない速さで救命団が運んでいってくれたし、私とカズキ君ができるだけ前に出て戦ったことが功を奏したのか、死者は出ていない。

「皆、それじゃあ進も──」

　騎士達の方を向き、指示を送ろうとしたその瞬間、言いようのない悪寒に襲われる。

　それと同時に、ガチャリ、ガチャリ、と金属を擦こすり合わせるような音が聞こえてきた。




　──ミツケタ──




　戦場にそぐわない静かな声。

　そして、そいつはあまりにも唐突に現れた。

　魔族の増援と共にやってきたそいつは、真っ黒な影を思わせる漆黒の甲かっ冑ちゅうを身に纏い、魔族達の間を縫うように、私達の前に姿を現した。

　見た瞬間に湧きあがる嫌悪感。

　黒い光沢を帯びた兜かぶとの隙間から垣間見える双そう眸ぼう。

　自然と私の手は剣の柄つかに掛けられる。

「皆、動くな」

　後ろの騎士達に、下手に動かないよう指示する。

　私自身も、心の奥底から湧いてくる恐怖を抑え込むように意識を強く保つ。

「あれは……何なんですか？」

　声を震わせたカズキ君が、私にそう問いかけてくる。

「私にも全く見当がつかない。ただ、今までの魔族とは明らかに違う……」

　視線の先で佇たたずんでいる黒騎士は、身に纏った怪しい光沢を放つ甲冑を生き物のように蠢うごめかせながら無言で私達を窺うかがっている。

　こちらとしては一刻も早く倒したいところだけど、私の勘のようなものが先ほどから警鐘を鳴らしているのだ。

　黒騎士を見据えながら、どう動こうか攻めあぐねていると、背後に控えていた味方の数人が私の指示を無視して飛び出した。

「な……っ、待つんだ!!」

「うおおおおおお!!」

　黒騎士のプレッシャーに耐えられなかった騎士数人と部隊長は、その目に憎悪を滾たぎらせ黒騎士に向かっていく。

　私とカズキ君は、飛び出そうとする残りの騎士達を慌てて止めながら、黒騎士に向かっていった騎士達に声を荒げる。

「君達も止まれぇ!!」

　どれだけ強く制止の声を上げても、彼らは止まらない。

　しかし、黒騎士もその取り巻きの魔王軍兵士達も動かない。

　その冷静とも無関心とも取れる態度が私を不安にさせる。

「食らえ!!」

　黒騎士の眼前にまで近づいた騎士の一人が、重厚な剣を振り下ろす。

　振り下ろされた斬撃は、鎧よろいに深い斬り込みを与える。致命的な一撃だ。

　しかし、黒騎士は依然として不気味に甲冑を蠢かせながらその場から動かない。

「ハァァァ!!」

　一人目の騎士に追いついた二人の騎士が怒声を上げ、同時にその手に持つ鋭利な槍を黒騎士へと突き出し、刺し貫く。

「貴様はここで倒す!!」

　そして、最後に部隊長が身の丈もある大剣の切っ先を黒騎士に向け刺突の構えをとり、巨きょ躯くからは想像ができないほどの速さで走る。

　部隊長である彼の実力は本物だ。精神になにか暗示のようなものを掛けられているとしても、王国軍の騎士として仕えてきた彼のキャリアと実力が本物なのは変わらない。

　重戦車さながらの強烈な刺突は、二本の槍が突き刺さった黒騎士の腹部に吸い込まれるように直撃する。

　深く突き刺さった大剣をさらに押し込んだ部隊長は、ギロリと黒騎士を睨にらみつける。

「貴様がどのような魔法を使うかは定かではないが、それを使われる前に貴様を屠ほふる──」

「……ふぅん」

　男のような女のような中性的な、そして平へい坦たんで生気のないその声は、聞く者の心をざわつかせる。

「その程度でボクを殺したと思い込んでいるようじゃあねぇ……。お前も、そこの奴らも、さっきの雑ざ魚こ共と変わらない」

「なに……？」

「いつまでそこにいるんだ。邪魔だよ」

　瞬間、黒色の鎧が大きく歪ゆがみ、胸部を守る部分が棘とげ状に変化し部隊長に襲い掛かる。

「!?」

　棘に対し、部隊長は咄とっ嗟さに黒騎士に突き刺した剣を手放し、後ろに下がることで難を逃れる。

「隊長ぉ!!」

　黒騎士の周りを取り囲んでいた彼の部下達が悲痛な叫びを上げるが、当の本人は何事もなかったかのように、腰に携えたもう一つの剣を抜き放ち部下に命令を下す。

「油断するな!!　まだこいつは倒れてはいない！　取り囲みつつ、このまま押し切るぞ!!」

「「「はい！」」」

　彼らの戦いを黙って見ていられなかったのか、カズキ君が部隊長達の元に走り出した。

「先輩！　俺も加勢します!!」

「あ、おいカズキ君！　……くっ、仕方がない!!　君達も来い！」

　全く、元の世界の時より自分の意見を述べるようになったのはいいが、蛮勇と勇気は別物だぞ!!

　私も背後の騎士達と共に彼を追う。

　だがある意味、これはチャンスともいえる。あれだけの攻撃を与えれば重傷を負っているはず。相手に回復系の魔法使いがついているか、不死身でもなければ助かるはずはない。

「試してやるよ。力を持った人間かどうか」

　そう言うと、黒騎士は自らに突き刺さった大剣と槍を引き抜いた。

　そして、攻撃を仕掛けた部隊長達に対して、もうまるで興味がないように手首をスナップさせ、一言呟く。

「反転」

　瞬間、赤い血飛沫しぶきが舞う。

　突然、部隊長と彼の部下三人が、体から血を噴き出し、糸の切れた人形のようにぐちゃりと地面に倒れ伏す。

「っ!?」

　攻撃をしたような素振りはなかった。

　魔法を使ったような形跡もない。

　一瞬──瞬まばたきするに等しい刹せつ那なに四人の精鋭が血の海に沈んだ。

「先輩……今、何が？」

　黒騎士によって起こされた惨状を見て足が止まったカズキ君は、手を震わせながら私にそう問いかける。

「分からない。でも迂う闊かつに近づいちゃ駄目だ……」

　私にも全く見当がつかない。

　もしかしたら、目にも止まらない速さで腰の剣を抜き放ち部隊長達を攻撃したのかもしれない。もしくは風系統の魔法で鎌かま鼬いたちのような真空刃を放ったか。

　いずれにしても、不用意に近づいてはまずい。

　だが、ここで私達が退いたら他の騎士達が黒騎士の餌え食じきにされる。

「どうやら、こいつは私達が相手するしかないようだね」

「です、ね」

「まさか、この程度じゃないよなぁ。この程度で終わるはずないよなぁ」

　黒騎士が呟く。相手もやる気のようだ。

　だが、ある意味好都合ともいえる。こいつの目を私達に釘くぎづけにすれば、後ろの騎士達に被害が及ぶことはない。

　黒騎士の姿から目を離さないように気を付け、騎士達に声を掛ける。

「君達には、あいつの周りにいる魔族をお願いしてもいいかな？　足止めでも構わない。私とカズキ君があいつを倒すまで持ちこたえてくれ」

「任せてください勇者様。絶対にその命を遂行して見せますッ！」

「ふふ、頼もしいな」

　これで背後からの攻撃を気にすることなく集中して戦える。

　剣を構え、カズキ君の隣に並び立つ。

　相対する黒騎士は相変わらず棒立ちだ。あれは自信の表れなのか、それとも構えないことが奴にとっての構えなのか……。

「俺が最初に仕掛けます」

「何があるか分からない。カズキ、奴に魔法を直撃させるな。そして君達は、カズキ君が魔法を放った直後に周囲の魔族に向かってくれ」

「はい！」

　剣を左手に持ち替え、右の掌を黒騎士に向けるカズキ君。

　私の電撃が広範囲の攻撃を得意とするなら、彼は一点集中型。

　カズキ君は、光の魔力を凄すさまじい貫通力と精密さを兼ね備えた光球へと変える。

「どんなに速かったとしても、光は避けられない！」

　掌に生成したビー玉大の光球を黒騎士目掛けて撃ち出す。

　放たれる不可避の一撃。

　それが棒立ちの黒騎士の左肩に直撃し、光の魔力の浄化作用により、煙が浮き出る。

「ふぅん、面白い。君達は雑魚の相手をよろしくね」

　しかし、それでも黒騎士は効いた素振りも見せずに、背後の魔族達に命令を下した。

　魔族の弱点は光だったはずなのに、一体どうなっているんだ？

　それに、さっき部隊長達が与えた鎧の傷も消えている。

「駄目です。光が効いていません」

「光……珍しい魔法だ。相手をするのも初めてだけど……面白い。反転」

　部隊長を倒した時と同じ言葉。

　反転？　あの言葉に何の意味が──、

「ぐ、ああ……あああああああ！」

　突然、悲鳴を上げ、左肩を押さえたカズキ君が地面に膝をつく。

「どうした!?」

「肩が……肩に焼けるような痛みが……ッ」

「肩、だと？」

　見ると、肩付近の鎧の隙間から血が滲にじんでいる。

　何をされたんだ!?　鎧の隙間に何かを飛ばしたのか!?　いや、何かを撃ち込まれた感じには見えない。これは──、

「内側に直接……？」

「先輩……俺は大丈夫です」

　自らの肩に回復魔法を掛けながら立ち上がるカズキ君。

　回復魔法はあくまで応急処置。傷口を縫うような本格的な治療ではなく、ただ消毒をして絆ばん創そう膏こうを貼るようなものだ。

　時間を掛ければ、限りなく完治に近い状態にまで回復させることが可能だが──、

「フッ!!」

　私とカズキ君を薙なぐように振るわれた黒色の塊を、細身の剣の腹で防ぐ。

　黒色の塊は黒騎士の腕から伸びていた。元の鎧の面影もなく、触手のように蠢き黒騎士の元へ戻っていったそれに、言いようのない気持ち悪さを抱く。

　形を変えて攻撃することも可能なのか。さっきの攻撃も謎のまま判明していないのに厄介だな。

「ハッ、残念」

「何が、残念なんだ？」

「くくく、さて、何だろうねえ」

　厄介以前に不気味だな。

　まるで、この世のものではない化け物と戦っている感覚だ。
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　リングル王国軍と魔王軍の戦いは混戦へと移っていった。

　戦場は敵味方入り乱れ、多くの死傷者が地面に横たわっている。

　その中で懸命に怪我人を治療し回っていた僕は、団服の袖で額の汗を拭ぬぐいながら戦場で行動するという重圧に耐えていた。

「できるだけ無理はしないでください」

　治療し終えた騎士さんに声を掛け、次の怪我人を探す。

　周囲から漂ってくる死臭に、胃の中のものを吐き出しそうになるも必死に飲み込み、ひたすら足を前に進める。

「……分かっていたはずだ」

　戦場に「死」があることくらい。

　もしかしたら、僕が地面に転がって息絶えることになるかもしれない。

　でも、ここで退いてはいけない。

　僕は救命団の治癒魔法使い。戦っている人達を助ける使命を背負っている。

　それに、約束したんだ。絶対にこの国を、僕達の帰る場所と、友達を守るって。

　だから──、

「っ!?　ぐ、あああッ!?」

　突然の頭を襲う激痛。それと同時に、視界にコマ送りのように映し出される犬いぬ上かみ先輩とカズキが殺されてしまう光景。

　咄嗟に治癒魔法を発動させるが、痛みも治らず、視界の光景も消えない。

「くそッ……なんだ」

「戦場で立ち止まるなどぉッ!!」

　呻うめき声を上げながら立ち止まっている僕を見て好機と捉えたのか、魔族の一人が叫びながら僕に向かって斧おのを横薙ぎに振ってくる。

「っ!?　こんなときに!!」

　咄嗟に横に転がり回避するも、振るわれた斧は右腕を抉えぐるように切り裂く。

「く……！」

　傷自体は大したことはないが、頭痛は止まらない。

　なんだこれは？　まさか、犬上先輩とカズキに何かしらの危険が迫っているのか？

「っ……!!」

　敵兵を無視し走り出す。

　しかし、視界が不安定なせいか、地面に転がっている敵の死体につまずき転んでしまった。

「死ねぇい!!」

　僕を見下ろした魔族が、再度斧を振り下ろす。

　即死級の攻撃を食らっては、さすがの治癒魔法でも治すことは無理だ。そうなればカズキと犬上先輩を助けるどころではない。

　切断覚悟で両腕で頭を守り、衝撃に備える。

「彼にッ、手出しはさせない!!」

「ぐあ!?」

　斧を振り下ろそうとした魔族が、突然横に吹っ飛び地面を転がる。

　腕を下ろし前を見ると、先ほどまで魔族がいた場所に剣を持った騎士さんがいた。

「大丈夫ですか!?」

「え、あっ、貴方あなたはさっきの……」

　そうか、彼は僕がさっき助けた人だ。まさか自分が助けた人に、今度は自分が危ないところを助けてもらえるとは思わなかった。

　彼がいなければ死んでいたかもしれなかった。

　思わず安あん堵どの息を吐くも、収まりつつある頭痛のことを思い出す。

「そ、そうだ！　いぬっ……じゃなくて、勇者の二人がいる場所を知っていますか!?」

「勇者様？　前線の中央にいるはずですが──」

「ありがとうございます！」

「あ、お気を付けて!!」

「騎士さんも!!」

　ここからそう遠くない。

　騎士さんにお礼を言いながら走り出す。

　先ほどの頭痛が前兆なら、すぐに行かなくちゃいけない。

「無事でいてくれ……ッ」
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「ほら、かかってきなよ。まさか、怖気づいたわけじゃないよねぇ？」

　挑発する黒騎士。

　迂闊に手が出せない状況に私は歯は噛がみする。

「……先輩」

「落ち着けカズキ君、不用意に攻撃するのは得策じゃない」

　カズキ君の肩への攻撃は、彼の鎧や衣服には触れず行われた。そして、黒騎士に攻撃した部隊長率いる三人の部下達も同じように衣服の下から血を噴き出し倒れた。

　黒騎士を警戒しながら、怪我をした騎士達の傷を確認する。

　一人は剣で斬られたような傷、二人は刺し傷、部隊長の傷は、剣で刺されたかのような……。

「そして、カズキ君の……」

　共通点が見えてきたな。

　つまり、皆一様に黒騎士に与えた攻撃をやり返されたかのように負傷している。

　先ほど、奴が鎧を変形させて攻撃した後に言った『残念』という言葉。

　つまり──、

「……その黒い甲冑に刻みつけられた傷は全て、返される」

「へぇ、賢いね。こんなに早く気付く奴は今までいなかったよ」

　自身の能力の正体を看破されても、まだ自分の優勢さを疑わない、か。

　確かにそうだろう。能力が分かっても、それを攻略する方法が分からないんだから。

　恐らく打撃も傷と認識されるだろうし、斬撃なんて論外。全て問答無用に返される。

　私達が取れる手段は、ただこいつとの戦闘を避けることだった。

「逃がさないよ？　他の奴らはともかく、君達は人間にしては強いからね。もっとあがいて、あがいて、あがいて、あがいてから死んでくれ」

「……やるしかない。どちらにしろ騎士達じゃこいつを相手にすることができない」

「でも、先輩の言う通りあいつがどんな攻撃でも同じようにやり返すとしたら、俺達は何も攻撃できないんじゃ……」

「……カズキ君、少し危険かもしれないが試したいことがある」

　奴に聞こえないようにカズキ君に耳打ちする。

　反転という言葉から察するに、奴は一定の条件を満たさなければ攻撃を反射させることができないと仮定する。それならば、まずは攻められる可能性から試そう。

　黒騎士に与える傷は浅く、致命傷を避ける。それでヤツの弱点を探る。

　カズキ君に作戦を伝えると、背後に控えている騎士達を周りの援護に向かわせる。

「先輩、あまりにも危険すぎるんじゃ……」

　カズキ君が渋い表情をするが、私はそんな彼に笑みを向ける。

「なぁに、もしもの時があったらウサト君に治してもらうさ」

「ハァ──、先輩の無茶は元の世界で慣れていますよ……」

　軽口を叩きながら、私は細身の剣を構える。

　この作戦のメインはカズキ君。私はひたすらサポートに徹しなくてはならない。

「続けよ、カズキ君……」

　まずは私が黒騎士へと飛び出し、後から彼が追随する。

「へぇ、能力を知ってもまだ来るんだ」

「退くわけにもいかないんでね!!」

　黒騎士は自身の鎧を変形させ、こちらを刺し貫かんばかりに触手のようなものを伸ばしてくる。

　下手に反撃したらそれを返されてしまうので、身を低くして触手を回避。それと同時に雷の魔力を掌に球体状にさせ、黒騎士の足元目掛け投げつける。

「これなら効くだろう？」

　閃せん光こうと共に舞い上がる粉ふん塵じん、これで奴の視界を遮った。

　後は、カズキ君と私が手はず通り煙幕に乗じて奇襲をかける。それで攻撃が通ったら『視界外の攻撃』は有効となる。

「──!!」

　声を押し殺し、肩の部分を斬りつけ、振り向きざまに背を斜めに浅く斬り裂く。

　瞬間、肩に熱が走り、衣服の下から温かいものが肩に広がる。

「くっ、駄目か……っ」

　カズキ君も頬から血を流しているあたり失敗のようだ。

「くはっ、ははははははははははははははははは！」

「カズキ君！」

「はい！」

　嗤わらい声を上げる黒騎士。

　逃げることさえできず、そのうえ反撃までできない状況は絶望的だ。

　どんな傷を負っても治してしまうウサト君ならば構わず進んでいきそうだけど、痛みに慣れていない自分ではどうしても足が止まってしまう。

「私も、普通の人間ということ、か」

　平和な世界からやってきた私にとって、これほどの怪我を負うことはそうそうない。

　正直、肩が痛すぎて泣きそうだ。

「……肩？」

　さっき、私は奴の肩と背中を斬り裂いたはずだ。それならば、背中にも痛みを感じてもいいはずなのに攻撃が返されてはいない。

　視界が限られている中での同時攻撃。一撃目は私が先制し、二撃目はカズキ君とほぼ同時に行われた。だけど、そのカズキ君にはちゃんと攻撃が跳ね返っていた。

「──まさか……カズキ君！　一度仕掛けてくれ！」

「なっ……分かりました!!」

　足に雷を迸ほとばしらせ、その場で屈かがんだ私を見て、カズキ君は再び前を向く。私が何をしようとしているのかは分かっていないだろうけど、従ってくれるあたり頼もしい限りだ。

　恐らくチャンスは一度。カズキ君、頼んだ。

「お仲間さんは、怖くて来れないのかな？」

「黙れ!!」

　カズキ君目掛けて繰り出される黒い塊の攻撃を、彼は剣の腹で受け流す。

「それぇ！」

「ぐっ──！」

　今度はハンマーのような黒い塊を剣で受け止める。一撃の重さに呻くカズキ君だが、それでも足を止めず、黒騎士へと近づいていく。

　まだ、まだだ。もっと引きつけてから──。

　私は右手で持った剣を強く握りしめ、イメージする。

　誰よりも速く動く自分。

　誰の目にも止まらない、圧倒的な速さ。

　足に集まった雷はより強い輝きを放ち、地面に紫電を撒まき散らす。

　背後の私を一瞥したカズキ君は、私のやろうとしていることを察したのか、防御に使っていた剣を鞘に収めた。

　黒騎士はカズキ君の突然の奇行に首を傾かしげるが、構わず彼は両の手に光を集め、拍手するように掌を打ち鳴らした。

「目潰つぶしなら!!」

「!?」

　カッと強烈な閃光が周囲を明るく照らす。

　カズキ君の目もく論ろ見み通り、腕で目を押さえている黒騎士。

「今だ……ッ」

　黒騎士の視界が塞ふさがれ、私への注意が逸それている今がチャンス。

　足に溜ためた魔力を一気に解放し、飛び出す。雷系統の魔法で活性化された身体能力で、前方にいるカズキ君を追い抜き、黒騎士へと肉薄する。

　だけど、前からの攻撃では駄目だ。目潰しをしていたとしても黒騎士の力は変わらないし、何よりカズキ君に囮になってもらった意味がない。

　そのまま足でブレーキをかけ、黒騎士の背後に回る。

「ハッハァ!!　目潰しとは随分と古典的なことをするんだね！」

　相手は私が背後に回っていることに気付いていない。

　私は強く握りしめた剣を構え、黒騎士の背に力の限り剣を突き刺した。

　確かな手応えと共に黒騎士の笑いが消える。

「な、に……!?」

「返されていない？　これが、正解か……？」

　『意識の外』からの攻撃。

　私が黒騎士を斬りつけた時、背中の攻撃だけが返されていなかったことから、黒騎士が認識していない傷は返されないと予想した。

　そのことから、黒騎士の目を眩くらました状態で背後に回り、不意の一撃を叩き込んだのだ。

　危険な賭けだったけど、私の体にはまだ傷が返ってきていない。

「成功、か？」

　私が平気な顔で黒騎士に剣を突き刺しているのを見て、カズキ君が顔を真っ青にしていたが、それも一瞬、すぐに黒騎士の異変に気付く。

「……ガフッ」

　背中を貫かれた黒騎士が、兜の口にあたる部分から真っ黒い泥のようなものを吐き出した。

「効いてる!?」

「カズキ君！　今なら君の攻撃も効くはずだ!!」

　鎧の隙間から黒い液体を流したのを確認して、攻撃が通っていることを確信した私は、さらに剣を深く胸まで刺し貫きカズキ君へ叫ぶ。

「うおおおおおおお──!!」

「くそ、このボクが……こんな……ところで」

　こいつさえ倒せば、戦力を大幅に削そぐことができ、なおかつ相手の士気を下げることもできる。戦況を一気に好転させられるのだ。

　剣を構えたカズキ君は確実に黒騎士を葬るため、力の限り剣を──、

「なーんて」

　ふざけた声が聞こえた瞬間、胸部に強烈な痛みが走った。

「え……？」

　じわりと鎧の隙間から血が滲み、口から血が溢あふれる。

　その場に立っていられず、黒騎士に突き刺した剣を離し膝をついてしまう。

　自分に何が起こったか理解できずにいると、ピチャリと頬に赤い液体が飛んできた。

「え、カズキ、君……」

　見上げれば、カズキ君が黒騎士の剣に貫かれていた。

　剣を大きく振り上げたまま崩れ落ちる彼を見て、黒騎士は不気味に嗤っている。

「な、なんで……」

　私の言葉に振り返った黒騎士は、嘲あざけるような口調で言葉を返した。

「そもそも攻撃が通るという認識がお門違いなんだよね。この甲冑はボクの魔力──つまりこれはボク自身であって、中身に一切の影響を与えない最強の甲冑なんだよ。反撃だって自動じゃなく任意でやっているから、視界だとか意識だとかそういうのは全く関係ないんだよね」

　なんだ、それは。

　とんでもない化け物じゃないか……。

　こんなの誰も勝てるはずがない。

　止めどなく血が溢れる胸元を押さえながら、地面へ倒れる。

　流れ出た血が水たまりを作り、頬を濡らす。それに伴い体から力が抜け、意識もおぼろげになる。

「ウサト……君、すま、ない……」

　不思議と私の口から出たのは、ここにはいない彼への懺ざん悔げの言葉であった。
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　倒れ伏す二人の勇者を見下ろしながら、周りを見る。

　勇者が倒れ、士気を下げるリングル王国軍の騎士共、そして勢いを増す魔王軍。

　単純で結構。だけど、この程度の戦いに何を勝ち誇っているのだろうか、と疑問に思ってしまう。

「魔王様も何を思って戦いを仕掛けているんだろうね。領土が欲しいならもっといい方法があるのに……まあ、ボクが気にすることじゃないけど」

　とびきり強いと感じたこの二人も、ボクの前ではこの体たらく。

　もう、この戦いに価値を見み出いだすことはできない。

　いつだってそうだ。

　生まれた時から、誰もボクを傷つけることすらできない。魔族も人間も──そして親でさえも。

　皆、こうやって死んでいく。

「……終わらせるか」

　剣を逆手に持ち替え、未だに息のある女勇者の方に向ける。

　胸を押さえ苦しげにこちらを睨みつけてくるが、それに構わず、狙いを外さないように切っ先を心臓へ向ける。

「楽しかったよ、少しだけね」

　そのまま剣を振り下ろす。

「さッせるかぁぁぁぁぁぁ!!」

　どこか幼さの残る叫び声が鼓膜を震わせる。

「んぁ？」

　我ながらマヌケな声を出し、その叫び声の方を向いた瞬間、感じるはずのない衝撃がボクの頬を打ち抜いた。




　───いッッッたッ!?












　　第二話　炸さく裂れつ!!　必ひっ生しょうの拳!!　の巻







　倒れ伏す犬いぬ上かみ先輩とカズキ、そして先輩に止とどめを刺そうとする黒い甲かっ冑ちゅうの騎士。あの光景とそっくりな場面に出くわして、僕の頭は真っ白になった。

「間に合わなかった……!?　いや、間に合った!!」

　黒騎士を殴り飛ばした後、すぐさま犬上先輩とカズキのそばにより、二人の傷口に手を当て治癒魔法を掛け始める。

　犬上先輩は背中から胸部まで貫かれ、カズキは腹部を犬上先輩と同じように剣のようなもので貫かれている。

　死んでもおかしくない重傷だ。

　間に合ってはいないが、僕にしてみれば間に合った。即死じゃないならどんな傷だって治癒魔法で治せる。

「ウ、サト君……。死の間際に、こんな幻覚を見るとは……あぁ、最後くらい私のこと、すずたんって……」

「犬上先輩、思ったより余裕ですね。じゃあ、カズキの方の治療を優先させます」

「ちょ、ちょっと、待って。私も相当やばいから……穴あいちゃってるから……」

　そんなやばい状態でボケるとかアンタどんだけだよ。普通に引くわ。

　だけど、彼女の言う通り相当深い傷だ。

　でも、これならすぐに治るだろう。まずは意識のないカズキの傷を塞ふさいでから──、

「ウサト、君ッ……後ろだ！」

「！」

　反射的に二人を抱えて、その場から飛び退すさる。

　治癒魔法を両腕に発動させながら自分のいた場所を見ると、そこには息を荒立たせた黒騎士が剣を叩たたきつけている光景が視界に飛び込んできた。

　割と本気の命の危機に、背筋に冷たいものが走る。

「あ、あっぶなー。ありがとうございます。先輩」

「いやいや、気にするな。私も君に抱えられているのだ。役得だ」

「ブレねぇなアンタ」

　喋しゃべれる程度には回復したのか余裕が出てきた彼女は、戦場にもかかわらずとち狂った発言を口にする。

「が、あああああ……」

「ん？」

　黒騎士が、剣を振り下ろしたまま獣のような呻うめき声を上げる。犬上先輩から視線を移すと、俯うつむいていた黒騎士が顔を上げる。

「なんなんだァ、お前ぇ！」

「兜かぶとが……」

　さっき僕が殴った兜の部分がボロボロと崩れ落ち、黒騎士の素顔が半分だけ見える。

　それは、魔族特有の褐色の肌と銀色の髪、そしてまだ幼さが残る顔立ちの少女だった。

「あのガタイで、女性だったのか？」

　傍はた目めには、黒騎士は甲冑を着た大男にしか見えなかった。

　思わず先輩の方を向くと、彼女は驚きょう愕がくの表情を浮かべていた。

「攻撃が通っている……？」

　え、驚くところそこなんですか？

　攻撃が通っていることに驚いている？　黒騎士には特別な何かがあるのか？

「すいません、あいつの情報を教えてください」

「え、あ……そうだ。ウサト君は知らないんだったな……」

　我に返った犬上先輩は、目の前の黒騎士の能力について説明してくれた。

　なにやら、黒騎士はあの甲冑に受けた攻撃を相手にそのまま返すとんでもない魔法を使うらしい。その魔法の前に騎士達も犬上先輩もカズキも、為なす術すべなくやられてしまった、と。

「なんですかソレ。反則じゃないですか……」

　黒騎士を警戒しながら、倒れている騎士さん達を見る。

　かろうじて息をしているから、まだ助けられる。

　さすが熟練の騎士というべきか、本当にこの世界の人はすごい。

「先輩、下ろしますよ」

「ウサト君？」

　大体の治療を終えた二人を下ろし、黒騎士を見る。

　見れば見るほどに奇怪な甲冑だ。魔力で作られているとなると、恐らく系統は『闇』。

　確か、希少かつ特異な能力を持ち、他の系統とはかけ離れた性能を発揮する戦闘向きの魔法……だったかな。

　ローズから貰もらった本の知識を頭から引き出しながら、先輩とカズキを巻き込まないように二人から離れる。

　すると、黒騎士は自分の赤く腫れた頬を抑え、複雑な表情を浮かべる。

「は、ははは、かはっ、はは……」

「……うわぁ」

　これは犬上先輩とはまた違ったヤバい人だ。

　熊、蛇の次が、危ない人ときた。僕の相手が普通じゃないことは決まっていることなのか。

　正直、戦いたくはないけど、さっさとしないと騎士さん達が死んでしまう。

　体に治癒魔法を纏わせ一歩踏み出す。

「ウサト君!?」

「僕があいつを抑えます。先輩はその間に回復魔法で騎士さん達の命を繋つないでください」

　攻撃を返してきても、自分の怪我を治せる僕には関係ない。遠くに投げ飛ばすか拘束するかして無力化してやる。

「よ、よせ！　いくら君でも!!」

　先輩の声を背に、僕は一気に黒騎士に肉薄する。

　黒騎士は、鎧を変形させた巨大な腕を横から薙なぐように振るってきた。

　単調な攻撃。これに相手の攻撃を跳ね返す機能がついているのだろう。食らってしまうかもしれないが、どうせ僕にはある程度の傷や痛みは効かない。

　ぐにゃりと不快な感触を足の裏に感じながら、そのまま右足で腕を弾はじき飛ばす。

　痛みは……ない、不発か？

「なに!?」

　どうして攻撃した君がそんなに驚いているんだ？

　にしても、一向に痛みがこない。

　おかしいな。魔力切れ、というわけではないようだが、今は使っていないのだろうか。再び、振るわれる巨腕を拳でいなしながら、接近を試みる。

「ふっ！」

　行く手を阻む巨腕の一つを、回し蹴げりで弾く。

　うねうねとタコのように蠢うごめく黒色の塊を踏み潰つぶし、さらに前に飛び出す。

「そぅらっ！」

　腕を弾き飛ばした勢いでそのままくるりと一回転して、今度は右拳を黒騎士へと振るう。牽けん制せい代わりの右ッ！　本命は左だ!!

「ぐぁっ!?」

「えぇ……」

　黒騎士は防御もせずに、拳を食らってしまった。

　それほど強い奴ではないのか？　足がガクガクしているけど、どうなんだろうか。

　いや、もしかしたらこれも敵の作戦かもしれない。僕の不意を突こうたってそうはいかないぞこの野郎。お前がどれだけ弱々しい姿を見せたって、犬上先輩とカズキを倒す時点で弱いはずがないのは分かっているんだ。

　それに、僕の治癒魔法を纏わせた攻撃は相手に大したダメージなんて入らないんだし、演技ってばればれだ。

　黒騎士の鎧の首元を掴つかみ上げ、適当な方向に投げ飛ばそうとすると、手の中にあった鎧の硬質な感触が消え去る。

「ん!?　うわぁ……」

　手元を見ると、ドロドロになった黒い液体が手から溢あふれ出るように零こぼれている。なんなんだこの鎧、全く訳が分からない。

「うおっ、と」

　気付けば、別の腕が眼前に迫っていたので、その場から犬上先輩達がいるところまで飛び去る。掴みは駄目、ということはこの場から投げ飛ばすのは無理だな。

　それなら、動きを止めるしかない。

　一度ボコって、動きを鈍らせてから捕まえる。

「犬上先輩、縛るものとかないですかね」

「ここにはそんなものは……しかし、なんで？」

「奴を縛り上げるためです」

「……」

　あ、これは勘違いしてる顔だ。

「違います。僕、そういう趣味ないので」

「せめて何か言わせてくれないかな？」

「……そうか、ないならしょうがない」

　拳を握りしめ、治癒魔法を纏った僕は黒騎士の方を向く。

「さて、行くか」

　相手に聞こえないように呟つぶやき、同時に大きく足を踏み出す。

　コートを靡なびかせながら飛び出した僕に対して、黒騎士は鎧を触手のように変形させこちらに突き出してきた。

「死ねぇ!!」

「死ねと言われて死ねるかよ！」

　体を傾け、触手の一つを躱かわす。続いて襲ってくる複数の触手も手で弾き、避よけられるものは回避する。

　思っていたよりも攻撃が速くない。これなら数を増やされても十分に対応できる。

「く、ふっ、うらぁぁぁぁぁ!!」

　大きく叫んだ黒騎士が、触手を統合させ、先ほどよりも大きな巨腕を作り出した。しかもその巨腕の表面には鋭利な棘とげが生え、段違いに凶悪な武器に変わっていた。

　黒騎士はそれを大きく引き絞ると、まるで砲弾のように突き出した。黒騎士を目掛けて走り出している僕には回避することが難しい。

「くらえぇ!!」

「避けられないっ!?　それならぁ!!」

　顔の前に掌てのひらを突き出し巨腕を受け止める。

　棘が手に突き刺さり鮮血が噴き出す。痛みに耐え、歯を食いしばりながらも、巨腕を掴み取った僕は、それを思い切り引き寄せる。

「なッ!?」

　体勢を崩す黒騎士だが、依然として僕を睨にらみつけたままの彼女は、剣を引き抜き不安定な体勢でこちらに振ってきた。

「危なぁっ!?」

　顔面に突き出された剣を、上半身を横に傾け避ける。

　さすがに首を刎はねられたら僕も死ぬ。

　だけど──、

「当たるかッ!!」

　体を傾けると同時に相手の懐に潜り込み、無防備な黒騎士の脇に肘を叩き込む。

　返されても僕の行動を阻害されない程度の軽い一撃、それほど効くとは思えないが──。

「うぅ……ッ」

「効いてるし!?」

　よろりと立ちくらみのように、黒騎士が後ろへ一歩引く。

　僕の攻撃を痛がっている理由は分からない。

　しかし、効いているかどうかはともかく、こいつを早くなんとかしないと騎士達の治療に行くことができない。

「早くカタをつけるか」

　治癒魔法を拳に纏わせた僕は、さらに気を引き締めて、地を蹴り出した。
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　信じられない光景が目の前に広がっている。

　治癒魔法の光を纏ったウサト君が、あの黒騎士を一方的に追い詰めている。

　鎧を変形させて攻撃すれば手で弾かれ、剣を振るえば即座に躱される黒騎士。

　黒騎士自身の戦闘能力はそれほど高くはない。攻撃も見切れないものではないし、今私が応急処置をしている部隊長でも容易たやすく倒せるほどの腕前だろう。

　だが、黒騎士には、甲冑に受けた傷を相手に移し返すという凶悪な魔法がある。

　なのに、攻撃も防御も不能という理不尽極まりない魔法の前で、ウサト君は何食わぬ顔で黒騎士に攻撃を加え続けている。

「それッ!!」

「ぐぅ……」

　黒色の塊で防御する黒騎士の守りをあっさり突破して、ウサト君は蹴りを叩き込む。

　しかし、それでもウサト君には攻撃が反射された様子はない。

　分からない。黒騎士の甲冑の魔法は確かに発動している。だけど、それがどういうわけか、ウサト君に対して機能していないのだ。

「……あ」

　そういえば、ウサト君はどうして治癒魔法を発動しているんだ？

　疲労を治す目的で治癒魔法を発動した状態にするのは間違っていない。だけど、今黒騎士と戦っているウサト君は、四肢に治癒魔法を展開させているのだ。

　あれでは、攻撃するたびに触れてしまう黒騎士まで治してしまうのでは？

「まさか……」

　治癒魔法に黒騎士の魔法を攻略している秘密があるのではないか。

　黒騎士の操る黒腕を迎え撃っているウサト君を見れば、彼の手に弾かれるごとに黒腕が形を崩し、ヘドロのようになっている。

　しかも、ウサト君自身は気付いてはいないようだけど、彼が黒騎士の甲冑を殴りつけるたびに腕に纏わせた治癒魔法の光が一瞬大きく減っているように見える。

　これから導かれる結論は──、

「黒騎士の甲冑の弱点は、治癒魔法……？」

　彼の拳が無敵の甲冑を突破した理由は、恐らく黒騎士の甲冑の特性にあると考えてもいいだろう。

　攻撃を反射する条件は、甲冑に傷を刻みつけられること。打撃や斬撃を食らわすと必ずといっていいほど傷が刻み込まれる甲冑。その傷を黒騎士が認識さえすれば、それをそのまま相手に返すことができる。私自身、身をもって体験したから分かることだ。

　どちらにせよ厄介極まりない無敵の甲冑だが、穴があった。

「それが、治癒魔法……」

「そらそらぁ!!」

「が、ぐ……」

　こちらが引くほどの形相で黒騎士の肩に手刀を叩き込んだウサト君が、畳みかけるようにもう片方の手で黒騎士の腹部に掌底を打ち込む。

　治癒魔法は生き物の傷を治癒する能力。しかし、治癒魔法に目覚めた者は無系統の魔法が扱えず、攻撃にも利用することができないと聞いている。

　私の推測からすると、ウサト君の拳は黒騎士の甲冑から敵と認識されていない。

　彼がどういう理由で治癒魔法を纏わせた攻撃を行っているのかは、この際どうでもいいだろう。重要なのは、黒騎士の甲冑に治癒魔法が接触したその瞬間、形を保っていた甲冑の表面が熱に溶かされた鉄の如く形を失い、ウサト君の攻撃を受け入れているということだ。

「治癒魔法は傷を治す魔法だから、傷を与えられることを条件に発動する黒騎士の甲冑は、治癒魔法を纏った攻撃を反転することができない。与えられるべき傷が即座に治されてしまうから……」

　そうなれば、残るはウサト君の治癒魔法を纏わない純粋な拳だ。

　当たれば痛いなんてものじゃないだろう。

「はは、は……」

　滅茶苦茶な理論だ。

「なんて、間違った使い方なんだ」

　治癒魔法を使えても、誰がそれを纏って攻撃しようと考えるか？

　いや、そもそも治癒魔法使いが走ったり殴ったりするものか？

　答えは否だ。

「が、がああああああああああ!!」

「うおぉ!?」

　ウサト君の一方的な攻撃に半狂乱になった黒騎士が、高く掲げた剣に黒色の鎧を纏わせていく。

「お前ぇ、お前っ、お前がぁぁぁぁぁ!!」

　兜かぶとの半分から見える黒騎士の目は虚うつろで、正気を保っているようには見えない。

　彼女の雄お叫たけびに呼応するように甲冑全体が強く蠢き、彼女が持つ剣へと流動していった。黒い甲冑に包まれた剣は、巨大な刃やいばと化していた。

　黒騎士の手に持たれたその巨大な刃を危険と判断したのか、攻撃を加えていたウサト君が私のそばまで下がってくる。

「ウ、ウサト君？」

「心配いりません。次で仕留めます」

「仕留める!?」

　衝撃発言と共に、刃を振り回す黒騎士を睨みつけたウサト君。

　彼の眼前にいる黒騎士は既に目の前の彼が見えていないのか、乱暴に巨大な刃を振り回し、周囲を破壊していた。

「あいつがどんな魔法を使っているかなんて知ったこっちゃありません。僕のやることは変わらない。あいつが誰も傷つけられないようにして、騎士さん達を助ける」

　だから──、と呟いた彼は右手の拳を握りしめ魔力を込める。

　初めて見た時から変わらない、綺き麗れいで温かい治癒魔法の光。

　彼は緑色に輝く右手を引き、黒騎士へと駆け出す。

「ウサト君!!」

　思わず、彼の名を呼んでしまう。

　私の心配をよそに、彼は一歩踏み出すごとに凄すさまじい勢いで加速していく。

　右手に纏った治癒魔法の光が彗すい星せいのように尾を引く。

　治癒魔法と身体能力、それはこの世界に来てからの彼の努力の集大成。

　それが黒騎士が振るう刃すらも上回り、ついに──、

「──ぐぁ……っ!?」

　黒騎士の腹へと突き刺さった。

　あまりにも過剰に魔力を注いだのか、彼女の鎧の隙間から僅わずかに見える生身に治癒魔法の光が灯ともされたが、それも微々たるものだろう。

　どちらにせよ、完全に意識を奪ったことは確かだった。

　黒騎士が膝から崩れ落ちると同時に、ウサト君はその場で脱いだ団服で黒騎士を縛り上げた。

「必殺、いや必ひっ生しょうか？　ま、とにかく、治癒パンチ、決まった」

「……？」

　縛り上げた黒騎士を担ぎ、ボソッとそう呟いた彼の言葉に私は思わず首を傾かしげてしまった。




　黒騎士を縛り上げた彼は、すぐさま私のところへ駆けより、今まで私が応急処置をしていた騎士達の治療を始めた。

　早い。私の傷を治した時も思ったが、普通の回復魔法とは次元が違うな。

　みるみるうちに顔色が良くなっていく騎士達を横で見ながら、私は先ほどの彼の呟きについて質問してみることにした。

「ウサト君、治癒パンチってなに？　絶妙に私のツボをついてるね……」

「……聞こえていたんですか」

　彼は少し気まずそうな表情を浮かべる。

　なんだいなんだい、その面倒くさい人に聞かれちゃったなぁって顔は。

「治癒魔法を纏わせた拳、それだけですよ。団長に教えてもらったんですけど」

「ローズさんが？」

「ええ、相手を気絶させるだけなら、殴りながら治せば大丈夫、と団長に言われたんです。僕はビビりですから、相手に怪我させるのは嫌なんですよ。だから丁度いいなって思って」

「ん？　んんん？　ウサト君、なんか違う気が……」

　殴って怪我させてるけど、結果的には治癒魔法で治しているから大丈夫、じゃないよね。結局は殴っているんだし。

　微妙な顔をしている私に気付いたのか、ウサト君は首を傾げる。

「え？　何かおかしいところが？　怪我自体は治っちゃいますし、痛みとか衝撃とかは通じますから的確に気絶させれば、相手を傷つけずに動けなくすることができるんですよ。今回の戦いで何回か撃退のために使ったんですけど、なかなかいい感じですね」

　ウサト君、なんだかすごく毒されてる。

　私が言うのもなんだけど、この世界のヒャッハーな部分に毒されているよ。

「……ふむ」

　でも、彼の治癒パンチと黒騎士の鎧。

　その二つの相性で、私達が九死に一生を得られたのは確かだ。

「……さすがだな、ウサト君」

「いえ、なんか納得されても困るんですけど。それより、こいつどうしますか？　僕はいつまでもここにいるわけにはいかないんですけど」

　肩に担いだ黒騎士を指差しながら、ゆっくりと立ち上がるウサト君。

「そいつは恐らく捕虜として扱うだろうね」

「……酷ひどいこととかされませんよね？」

　もう既に酷い目に遭っている気がするけど……。

　まあ、ウサト君が言いたいのはそういうことではないだろう。

「ロイド王はそういうことは好まないだろう。きっと尋問くらいさ」

　あの優しい王のことだ。そうそう酷い扱いはしないはず。

　……しかし、さっきからとても気になることがあるのだが──。

「君はいつまで黒騎士……いや、彼女を担いでいるんだ？」

　別に下ろしても問題ないのではないのだろうか。

　少し妬やくぞ。妬いちゃうぞ。

　そう訊きくと彼は困ったように、肩に担いだ黒騎士を見た。

「この団服は戦場では目印みたいなものなんです。これで騎士さん達は救命団って判断しているから、ちょっと今どこかにやるわけには……」

「なるほど、それじゃあ拘束できるものを持ってこさせよう。あと……」

「あと？」

「ありがとう、来てくれて助かったよ。ウサト君が来てくれなきゃ死んでた」

　あれは致命傷だった。

　とてつもなく痛かったし、血が体から抜けていく感覚も、この先絶対忘れることはないだろう。

　それにあの時、「私はこんなところで終わるのか」という後悔の念が私の頭をよぎった。

　何も残せず死ぬのか、何もなさずに死ぬのか、ここで死んで仲間までも死なせてしまうのか。

　そして何よりも───王国を、私達の帰る場所を守ろうという君との約束を守れずに、力尽きてしまうのが悔しかった。

　そんな考えを頭の中で何回も何回も何回も思い起こしていた時に、君が現れた。

　本当に嬉うれしかった。

　訓練場で言ってくれた言葉通り、私達を助けてくれた。それがたまらなく嬉しい。

　私の言葉に、彼は呆あきれるように、それでいて安あん堵どするように笑いかけてくれた。

「来るに決まっているじゃないですか。犬上先輩は大事な先輩で、カズキは僕の友達なんですから」

「……うん」

「それより先輩、敵が徐々に後退してます。こいつを捕まえたからかもしれませんが、あと一押しで一気にこちらが有利になります」

　……照れるのは後だな。

　それよりもウサト君の言う通り、こちらが押してきている。恐らく、軍団長のシグルスなら勝負に出るはずだ。

「スズネ様！　カズキ様が目を覚ましました！」

「！」

　騎士の声を聞き、私とウサト君はすぐさまカズキ君のそばへと駆け寄る。

　隣にいる騎士から事情を聞いたのだろう、治療された腹部をさすりながらカズキ君はウサト君と私に笑みを向ける。

「大丈夫かカズキ！」

「ははは、ウサトがやってくれたみたいだな。ありがとう。ホント助かった」

「すまない。私が無茶な作戦をしなければあんな怪我は……」

「謝らないでください。黒騎士が相手じゃしょうがなかった」

　起き上がりながら剣を鞘さやに戻した彼は、眠気を覚ますかのように頬を叩き気合いを入れる。

「よしっ！　先輩、まだ戦いは続いてます。前線へ加勢に行きましょう！」

　動いても大丈夫なのか、なんて野暮なことを訊く必要はないな。私の傷も痛みはないし、完全に塞がっている。

　本当にウサト君には頭が上がらないよ。

　死に瀕ひんした私を助けてくれた。

　……ふむ。

「ウサト君、私の命はもう君の──」

「何をバカなこと言っているんですか」

　我ながらバカなことを口にしながらも、戦況を確認する。

　若干だが王国軍が押している。このままいけば、この戦いを勝利で幕引きできるだろうが、そう簡単にはいかないはず。

「魔王軍に立て直される前に、手を打とう。カズキ君、行けるかな？」

「大丈夫です！」

「僕は、こいつを拘束し直したら、すぐに前線の方に向かいます」

「それじゃあ、ウサトとは一いっ旦たんここでお別れだな」

　ウサト君は、私達とは別の意味でこの戦いに大きな意味を持つ人員だ。

　いつまでもここに縛りつけておくわけにもいかない。

　彼は騎士に頼んでおいた縄を受け取り、団服の間から出ていた黒騎士の両手両足を縛り上げた。

　その、なんというか。

「……少し、いや、すごく背徳的だね」

「だからそういう趣味はありませんからね!?」

　ようやく逃走される心配がなくなると、拘束に用いた団服を解く。

　重みを感じさせる団服をバサリと振るった彼はどこも破れていないか確認した後に、勢いよく袖に腕を通す。

「ふぅー、これでなんとか」

「ウサト殿、この者はどうすれば？」

「僕では決められないから、シグルス軍団長に任せるしかないですね。僕は前線の方に行かないといけないので、決定が下るまで逃げられないように見張ってもらってもいいですか？」

「了解しました！」

　騎士の一人が気勢よく返すと、ウサト君は困ったように頷うなずきながらも、私とカズキ君に顔を向けその表情を真面目なものに変える。

「先輩、カズキ。できるだけさっきのような怪我はしないでください。僕の治癒魔法だって死人まで治せるような万能なものではありませんから」

「分かった。無理はしないようにしよう。ウサト君も気を付けて」

　私の言葉に安心したのか、彼はこちらに背を向けると前線の方に駈かけ出そうとする。私もカズキ君と共に態勢を整えてから出ていくつもりだ。

「頑張れ、ウサト君」

　彼の背を見ながら、そう小さく呟き騎士の方に向き直ろうとした瞬間──。

「ちょっと待て」

「ぐぇ!?」

　一瞬のうちに目の前に現れた美しい緑色の髪の女性が、走り出したウサト君の団服の襟を掴み無理やり止めさせた。
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　突如としてその場に現れた女性。

　その鬼人のような眼差し、圧倒的な存在感、美麗な容姿ながら隠し切れない凶暴な気性。

　そう、この人は最恐最悪の──、

「これはどういうことだ？　状況を説明しろ、ウサト」

「あばばばばばばばば、せ、説明するから離してください団長！」

　僕の師匠であり上司である救命団団長、ローズ。

　彼女は若干苛いら立だちながら僕を下ろす。

「それで、何があった」

「え、えーと」

　ビビりながら事の顛てん末まつを話すと、彼女は腕を組み何かを考える。

　どうしよう、めっちゃ怖い。僕、これから頭をふっ飛ばされたりするのだろうか……もしかしたらこのまま敵陣にまでぶん投げられてしまうのだろうか。

「勇者が瀕死だって聞いたから来てみれば、お前が全部終わらせているとはな」

「すいません……」

「いや、謝る必要はない。よくやった」

「……団長、これからどうすればいいですか？」

「そうだな……」

　背後の犬上先輩達を一いち瞥べつするローズ。

　恐らくまた前線に戻るのだろうが、一応は判断を仰がなくては。

「勇者の復活と敵の主力の捕獲、それに相手側の連携の不和……頃合いか」

「はい？」

「陣地に戻るぞ」

「……はい!?」

　突然の撤退宣言に困惑する。

　この場で救命団の陣地、つまりウルルさん達の所へ戻るということは、もう前衛を動き回らなくてもいいということだろうか。

「もうここに私達は必要ない。戦況がだいぶ傾いたからな。相手が隠し玉でも出してこない限り、もう大丈夫だろう。こっからは戦場を走る私達が邪魔になる」

「だから後方でまた治療ですか？」

「ああ」

　そういうことなら納得だ。

　ローズと共に行こう。

　後方に下がったとしても僕にはやらなければいけないことがある。

　もう血みどろの戦場を走らなくてもいい安堵感はあるけど、それ以上に、まだ戦わなくちゃいけない先輩とカズキが心配だ。

　どちらも血に汚れてはいるが、顔色は悪くない。ちゃんと治ってくれてる。

　それを改めて確認し、少し安心しながら二人に言葉を投げかける。

「カズキ、先輩、僕は先に戻ります。死んだら駄目ですよ。二人は勇者なんだから、ちゃんと魔王軍をぶっ飛ばして帰ってきてください」

「分かってるさ。君に救われた命、今度は大切にする」

「ウサトも頑張ってくれ」

　少し重い先輩の言葉と、こちらを気に掛けるカズキの言葉に苦笑した僕は、騎士さん達に二人を頼みローズと共に後衛の方へ走り出す。

「……よく、生きていてくれた」

「え？」

　尋常じゃない速さで先を走るローズが何かを呟いたようだが、それは戦場の声にかき消され聞き取ることができなかった。
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「なに!?　奴が敵に捕まったぁ!?」

　魔王軍本陣に、勇者迎撃に向かった黒騎士が王国軍に捕まったという報告が飛び込んできた。

　第三軍団長アーミラ・ベルグレットは椅子から転げ落ちた。

　あり得ない、とアーミラは思った。黒騎士の能力は魔王軍の中では有名だ。禍まが々まがしい甲冑は圧倒的な防御とカウンターを有し、さらに武器に変え操ることもできる。少なくともパワーに秀でたアーミラでは相性が悪く、後手に回らざるを得ない厄介な希少魔法の持ち主である。

「勇者か!?」

「いえ、白い服を着ていたとのことから、先の戦いで姿を現した救命団、と呼ばれる一団の一人ではないかと思われます」

「白い団服……ローズかッ!?」

　思い浮かぶのは、治癒魔法使いローズ。

　どんな傷もたちどころに治してしまう彼女ならば、黒騎士を捕らえることは容易いだろう。

　しかし、返ってきた言葉はアーミラにとって最悪なものだった。

「兵士によると、ローズではなく黒髪の少年だったそうです」

「もう一人だと……クソッ」

　悪夢だ。

　ローズ一人だけでも前線の王国騎士団を回復させ尽くされたというのに、それがもう一人、しかも黒騎士を捕らえるほどだと？

　これではローズがもう一人いるようなものではないか。

　そして、圧倒的な力を誇った黒騎士が捕獲されたという事実に、魔王軍の士気は大きく減退してしまった。

「ヒュルルク……バルジナクを下げろ。撤退だ」

　アーミラは、魔法陣を弄いじってバルジナクを遠隔操作しているヒュルルクに指示を出す。

「……本気かな？」

　ヒュルルクが訝いぶかしげな視線を向けてくるが、アーミラは現在自分が取れる最善の、そして苦渋の手段を講じているつもりだった。

「ここは私が出るべきだろうが、兵士だけでは本陣を守りきることができない。しかも、まだ王国軍団長シグルスが出ていないという状況。これでは無駄に戦っているようなものだ」

「……確かに。僕達には治癒魔法なんていう便利なものを使える魔族は生まれないから、手の施しようのない兵士は助けられない」

　治癒魔法持ちは人間にしか生まれない。

　魔族と人間では種族的に目覚める魔法の素質が違っているので、魔族で治癒魔法を扱えるものはいないのだ。

　どのような理由でそんな風になったのかは分からないが、なんとも皮肉な話である。

「責任は全て私が負う。ヒュルルク、お前の蛇は次の戦いに役に立つ。だが今は退避する兵達にとって邪魔になる。早く下がらせろ」

「分かった。君の判断は間違っちゃいない。今回は人間側が強すぎただけ。……っ!?」

　魔法陣を操作していたヒュルルクの表情が強こわ張ばる。

「どうした」

「……勇者だ」

　額を押さえたヒュルルクの手元の魔法陣には、バルジナクの視界を通して二人の勇者の姿が映し出されていた。
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　前方に見えるは、大型の蛇の魔物。

　騎士達の攻撃を歯牙にもかけず、毒の煙を吐き出しながらとぐろを巻いているその姿は、私達が知る蛇とはかけ離れている。

　だけど、不思議と恐怖はなかった。

「敵が退いていくね」

「もうすぐ、終わりってことでしょうか？」

「そうだといいけど……」

　私は視線の先で、こちらを睨みつける大蛇を見据える。

　大蛇は大きな牙を覗かせ、私達を威嚇するように掠かすれた咆ほう哮こうを上げた。

「アレはまだやるつもりらしい」

「これ以上の被害を出すわけにはいきません、先輩」

「分かっているさ。私達がアレを倒す」

　剣を引き抜き、自身の魔法を展開する。

　手から剣へ電撃が走り、刃を金色に輝かせる。

　カズキ君も刃と掌に光の魔力を収束させ、邪を払う剣と光球を生成させた。

「さあ、もう不ふ甲が斐いない姿は見せられないよ」

「ええ、ウサトの言う通り、こいつをぶっ飛ばしてこの戦いを終わりにしましょう」

　雷と光を纏い、剣を握りしめて私達は走り出す。

　相手は強敵。だが、今の私達にとってはなんの障害にもなりはしない。

　自分達の帰りを待ってくれている彼のため、そして、この世界で自分達を温かく迎え入れてくれた優しい人達のために、私は今一度この剣を振るおう!!
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　前衛が戦っている場所で光が見える。そして大きな蛇の姿も。












　多分、以前森で会った蛇と同じようなタイプの魔物がいるのだろう。……でも、それと戦う先輩とカズキに心配はいらない。

　なにせ二人は勇者だ。

　僕相手に手こずっていたようでは、あの二人には勝てないさ。

「ウサトォ！　サボってんじゃねぇぞ!!」

「うっさいわ！　サボってねぇよ!!」

　怪我人を運んできたトングに怒鳴り返しながら、テントの中に入りきらなくなった怪我人を麻布を敷いた地面に寝かせて、治癒魔法を行使する。

「が、は……ぁ……」

「大丈夫ですか？」

　声を掛けつつ、肩に大きな傷を負ったマッチョな騎士さんの肩に手を置く。

　顔色の悪さから、恐らくあの蛇に襲われてつけられた傷から毒が回ったのだろう。

　解毒用の回復魔法じゃなくては治せないが、治癒魔法ならそれも可能だ。

　数十秒ほどで傷を塞ぎ、肩と脇腹に手を添え全身に治癒魔法を行き渡らせる。

「……ちょっと、疲れてきた、かな」

　思えばずっと走りっぱなしだった。よくもまあ人を助けるためとはいえ、こんなに走ってきたものだ。

　前の世界の平凡な僕からしたら『本当に僕？』って心配されるくらいに。

「う、うぅ……」

　治療していた騎士さんが気付いたようだ。体の中の毒素はだいぶ薄れてきたようだし、とりあえず今は次の人の治療をしよう。そう思い立ち上がろうとすると、目を覚ました騎士さんが僕に声を掛けてきた。

「き、君は救命団の……そうか、私は助けられたのか。ありがとう」

「生きてくれているだけで嬉しいですよ。もうちょっと寝ていてください、まだ十分に体を動かせる状態じゃありませんから」

　立ち上がり、次に治す人を探す。

　陣地から溢れるほどの怪我人。それらを見渡していると、どこかざわざわとした気持ちになる。やっぱり、人が傷ついている姿を見るのは嫌だな。

「ん？」

　前線で、一際大きな稲光と光の柱が戦場を照らした。

　光が収まると、真っ黒焦げになった蛇が力なく横たわっているのが遠目に見えた。

「カタがついたようだな」

「……そうですね」

　いつの間にか、近くに歩み寄ってきたローズの呟きに同意する。

　あの蛇がやられたことで魔王軍を繋ぎ止めていた楔くさびが外れたのか、残兵が一斉に河がある平原地帯の境界へと逃げていく。

「追撃とかしないんですか？」

「バカか、戦いは勝ちでも余力では圧倒的に負けているんだぞ？　無駄に長引かせて余計な犠牲を作らずに、次に備えてんだよ」

「また、来るんですか……」

　僕の言葉に無言で頷くローズは、つい今しがた運ばれてきた負傷した騎士さんの傷に掌を置く。

　僕が代わりに、と思い声を掛けようとしたがそれを手で制される。

「今回の戦いは、お前が勇者を助けたことで勝利を収められたと言ってもいい」

「僕が来なくても団長が来てくれましたから、どちらにせよ二人は助かっていましたよ」

「いいや、勇者は確実に死んでいた」

　数秒ほどで騎士さんの傷を跡形もなく治した彼女は、サッと前髪をかき上げこちらを見る。

「お前が救ったんだよ。シグルスでも私でもなく、な。お前がいなけりゃこんなに早く決着はつかなかった。下手をすれば、勇者が死んで、負けていたのはこっちかもしれねぇ」

　そう言って立ち上がった彼女は、僕と視線を交わす。

「お前はしっかりと救命団として働いた。よくやったな、ウサト」

「……っ」

　この人、普通に他人を褒められるんだ。

　でも、なんだろう。かなり、いやすごく嬉しい。

　これまでの地獄に見合うかどうか分からないけど、努力は無駄じゃなかったって言われているみたいだ。

　異世界に召喚されて。

　ローズに連れ去られて。

　強こわ面もて連中の仲間になって。

　いきなり地獄の訓練をさせられて。

　森に投げ飛ばされて。

　クマと追いかけっこして。

　ブルリンと出会って。

　蛇と戦って死にそうになって。

　犬上先輩と森に流れ着いて。

　オルガさんとウルルさんに会って。

　それで、戦いになって……。

「……あれ？」

　気付けば僕の頬は濡ぬれていた。

　別に泣きたいわけでもないのに、勝手に涙が溢れてくる。団服の袖でいくら拭ぬぐっても、涙は絶え間なく流れ出てきた。

　すると、僕の頭を何かが覆う。

　僕が着ている白い団服のフードをローズが被かぶせた。

「なんだ、意外と子供らしいじゃねぇか」

「……そりゃあ、まだ十七ですから」

　思えば僕はこの世界に来た時、すごく不安だったのかもしれない。展開が早すぎて、それを自覚できなかったけど、ローズの一言でせきとめていたものが一気に決壊した。

「戦場、すごく怖かったです。敵の魔族も恐ろしかった。人が死んでいるのもたくさん見たし、もう大変でしたけど……」

　でも、色々な『縁』ができた。

　犬上先輩やカズキ、王様や城の皆。

　救命団のローズとアホ共、ウルルさんにオルガさん。

　この世界に来てたくさんできた繋がりを僕はすごく嬉しく思う。

　元の世界で平凡に生きてきた僕には、勿もっ体たいないほどに。

　戦いの終わりを意味する魔法の打ち上げと同時に、僕はローズに口を開く。

「貴女あなたと会えて、助けになれて良かった……」

　その言葉にローズは少し驚くように目を見開いた。

　そして、苦笑するように優しげな笑みを浮かべた。

「お前と同じことを私に言った奴らがいた。今となっては、アイツらは私の記憶だけの存在になっているが、お前は今ここにいる。……ウサト、よく生きて帰ってきてくれたな」

「……はいっ！」

　涙ながらに返事を返す。

　しかし、そこで限界だったのか足がぐらりとふらつく。足に力を入れようとしても全く力が入らない。徐々に意識がぼんやりとなって倒れそうになると、ローズが僕の腰を掴み肩に背負った。

「あっ……れ？」

「魔力と体力が尽きたのか……よく保もった方だ。今は休め。だが、目を覚ました時が大変だぞ」

　何が面白いのか、笑みを浮かべたローズの言葉に疑問を抱きながら、僕の意識はゆっくりと沈んでいくのだった。





　　第三話　新たな始まり!!　の巻







　魔王軍との戦争はとりあえずの勝利を得た。

　こちらの被害も決して小さくはないけど、生存者がたくさんいたのは素直に嬉うれしかった。

　僕達、救命団がしたことは無駄ではない、そう思えたからだ。

　僕が気絶した後は結構大変だったらしい。動けない怪我人を運んだり、放置された武具とかを悪用を防ぐために回収したり、いわゆる戦後処理というものを主にやったらしい。

　三日くらい寝込んで起きた僕に、一番に文句を言ってきたトングの言葉だから間違いはない。

　でも、救命団の皆が無事で本当に良かった。トングのような脳筋共はともかく、オルガさんやウルルさんは肉体的に強くないからね。

　起きた次の日、カズキと犬いぬ上かみ先輩が国民の前で王様に勲章みたいのを貰もらっていた。

　すごいなぁ、と思いながら拍手していると、ローズと僕も名を呼ばれ壇上に上がるように言われてしまった。なんで僕が!?　と混乱しながら、あたふたと困ったようにローズを見ると、すごく悪い顔で笑みを浮かべ僕の背を叩たたき、無理やり前へ進ませたのだ。

　壇上へ立つと、国民、というか騎士さん達からすごい歓声を受けた。

　現代人の悲しい性さがでとりあえずお辞儀しまくっていたらローズにげんこつされ、涙ながらに王様から、戦争で活躍した褒章というのを貰った。

　「そういえば何の活躍ですか？」と訊きいたら、敵幹部捕獲による戦況逆転への貢献と、多くの騎士を救ったことについての褒賞だったらしい。「受け取っておけ、名誉みてぇなもんだ」とこともなげに言い放ったローズの言葉に内心震えた。




「なー、ブルリン。もう大変だったんだよぉー」

「グア」

　それからなんやかんやあって、一週間くらいで元の生活へ戻ることができた僕は、ブルリンのいる小屋で今回の戦争で起こったことについて話していた。

　ブルーグリズリーは知能が高い生き物だから、頑張れば人の言葉が分かるようになるらしい。だからこうして結構な頻度で話しかけているのだが、当のブルリンはムモォーと牛みたいな唸うなり声で欠伸あくびしているだけ。全く僕の話に耳を傾けてくれない。

「お前も連れていけばよかった。というか運動するぞ。お前、野生を忘れかけているし」

　ぺしぺしとブルリンの頭をはたき無理やり立たせる。いつもは背負って走っているけど、たまにはブルリンにも歩かせよう。丁度、王様からの呼び出しもあるし、こいつも連れていく。

　こいつも少しずつ大きくなっているし、脂肪ばっかり増えたらただの無駄飯食らいになってしまう。

「行くよ、ブルリン」

「グアー」

　しょうがねぇな、と言わんばかりに立ち上がったブルリンは隣を歩き出す。のっそのっそと歩くその姿に苦笑しながらも、ひと時の日常を噛かみ締める。

　ブルリンと共に上機嫌で歩いていると、救命団宿舎の入り口の方からこちらへ走り寄ってくる人影を見つける。

「あ、ウサト君！」

「ウルルさん」

　僕と歳の近い同じ治癒魔法を使う女の子、ウルルさんが手を振って駆け寄ってきた。

「体はもう大丈夫？」

「はい、よく寝ましたし全快です」

「良かった！　ウサト君とローズさんが前線に出てる時はすごく心配だったから……。あ、ブルリンちゃんもこんにちわ」

　ウルルさんが小さく手を振ると、ブルリンはケッとばかりに顔を逸そらす。

　その挙動に地味にダメージを受けながらも持ち直した様子のウルルさんは、引きつった笑顔を浮かべる。

「さ、散歩？」

「いえ、王様からの呼び出しです。あとは……こいつを少し歩かせようかなーって」

「あはは。あ、そうだ、もし街の方に行くようだったら気を付けてねっ」

「え？　それってどういう……」

「私、お兄ちゃんを待たせてるからそろそろ帰るねー！」

　……まるでこれ以上の追及を逃れるように行ってしまった。

　街で一体何が起こっているというんだ？　もしかして、救えなかった人達のことで街の人が怒っている？

　今度の戦いで亡くなった人は王国の墓地に手厚く埋葬された。僕も立ち会ったけど、恨む人はいそうだなぁ。僕の実力不足、と言われても否定できないし。

　その時は甘んじて恨みを受けよう。




　救命団の宿舎から城門まで、特に何事もなく辿たどり着く。

　ブルリンと共に城門の近くまで行くと、水路と城壁に囲まれた大きな城門の前に、二人の重厚な鎧よろいを纏まとった騎士さんと、赤髪の守衛、アルクさんを見つける。

　アルクさんは僕の姿を見つけると、笑みを浮かべこちらへ駆け寄ってきた。

「ウサト殿、お体の具合は？」

「もう大丈夫です。アルクさんも……見たところ大丈夫なようですね」

　アルクさんにはウルルさんやオルガさん達を守ってもらっていたから、お礼を言わなくちゃ。

「改めて、アルクさん、僕達を守ってくれてありがとうございました」

「いえ！　戦いの要かなめであり、私達にとって大事な存在である救命団の方々を守るのは当然のことです！　むしろ礼を言わなければいけないのはこちらの方です！」

　手を横に振ったアルクさんがバッと頭を下げると、後ろの騎士さん達も兜かぶとを外し、すごい勢いでそれに倣った。突然の行動に驚いてしまった僕に、アルクさんが頭を下げたまま話しかけてきた。

「ウサト殿とローズ殿のおかげで私……いえ、俺達は生きて帰ることができました！」

「いえ、僕も助けられなかった人がたくさんいますし」

「それでも、貴方あなたがいなかったら大勢の同僚がここには戻れなかったでしょう！」

「あ、や……う……とりあえず頭を上げてください」

　慣れないお礼の言葉に困りつつも、彼らに頭を上げさせる。

　お礼を言われて嬉しくないわけがないけど、こう真正面から感謝の気持ちをぶつけられると、しどろもどろになってしまう。

　暇そうに欠伸しているブルリンの頭を撫なでながら、無難な言葉を探し紡ぐ。

「僕一人では絶対にできませんでした。戦場で何回も魔族に殺されそうになった時、騎士さん達に危ないところを助けられました。だから、お互い様です」

　僕がそう言うと、アルクさんは呆ほうけた後にくすりと笑みを浮かべ、頭をかいた。

「なるほど、やっぱりウサト殿は面白いお人だ……あ！　ここに来られたということは城にご用があるということですね！　すぐに開けます！」

「そういえばそうだった……」

　思い出したとばかりに騎士さん達が城の扉を開ける。彼らにお礼を言いながら、扉の先に広がる王城の敷地へとブルリンと共に足を運ぶ。




　相変わらず広い場所だなぁ。

　石畳の道を歩き、見張りの騎士さん達のいる入り口から城の中に入る。ブルリンは外に置いてきた。意外と大人しい奴だから、大丈夫なはず。

　その後、メイドさんに王様の所まで案内されたんだけど、そこら中にいる警護の騎士さん達に、さっきアルクさん達にされたようにお礼を言われてしまった。

　メイドさんに案内され、王様のいる広間に入ると、そこには優しげな表情でこちらを見る王様とセルジオさん、そして軍団長のシグルスさんがいた。

「おお、ウサトか」

「こんにちは、王様」

「突然呼び出してすまないな」

「いえ、全然構わないです。それで……今日はどうして僕をここに？」

「それがな……シグルス」

「はっ」

　王様に目配せされたシグルスさんが、一歩前に出てこちらを見る。

「ウサト様が捕獲された魔王軍の幹部らしき者を覚えていますかな？」

「え、ええ」

　反則的な魔法を扱う者、黒騎士。

　犬上先輩とカズキを瀕ひん死しにまで追い込んだ怪物。

　後から聞けば、僕が黒騎士を倒せたのは、四肢に纏わせた治癒魔法が黒騎士の魔法を相殺し、僕の攻撃がダイレクトに黒騎士に打ち込まれていたかららしい。

　よくよく考えると、ウルルさんとオルガさんじゃ肉体的に無理だから、僕かローズの二人しか倒せる人がいなかったということだったのか。

　でも、なんでその黒騎士のことを僕に？

　まさか──、

「自決、しちゃったんですか？」

　あり得る話だ。

　リングル王国はそんなことはしないと確信できるが、捕虜に対してのむごい仕打ちを恐れ、自らの意思で死を選ぶ、というケースを聞いたことがある。

　もしかしたらあの黒騎士も──、

「違います。驚くほど簡単に尋問に応じました」

「……あれ？」

「拍子抜けするのも分かります。事実、立ち会った私自身がそうでしたから」

　僕の反応に共感するように額に手を置いたシグルスさん。でも簡単に尋問に応じてくれたのならなんで僕を呼んだのだろうか。

「どうやら黒騎士と呼ばれた者は、魔王軍にそれほどの忠誠心を抱いていないらしいのです。渋々ではありますが、我らにとって有益な情報をいくつも話していました」

「でも、罠わなじゃないんですか？」

「無論、我らも全てを信用しているわけではなく、あくまでそういう情報があるという認識です」

　そりゃそうだ。抵抗もなく尋問に応じている時点で何かしらの罠を疑うべきだ。

　シグルスさんの話を反はん芻すうして考えても、ますます僕が呼ばれた理由が分からなくなってくる。

「それで、どうして僕を呼んだんですか？」

「黒騎士が、ウサト様と会わせるように言ってきかないのです」

「……はぁ!?」

「黒騎士との面会……これがお主を呼んだ理由だ」

「え!?　でも王様！　僕、捕まえただけですよ！」

「捕まえただけと簡単に言うが、ウサトが捕まえたのは、勇者二人を圧倒する怪物、恐らくお主とローズ以外、この王国で黒騎士と戦える者はいないだろう」

「えー……」

　王様の言葉に混乱する。

　なぜに、恨みを抱かれているであろう黒騎士と会わなくちゃいけないんだ。

　そんなに神経図太くないぞ僕は……。

「尋問の最中、黒騎士は重要な情報を我らに提供する代わりにある条件を出してきました。それが、ウサト様との対話の場を設けることだったのです」

「とほほ……」

　どうやら、戦いが終わっても僕は騒乱の中にいるようだ。

「その重要な情報って……」

「ウサトには言っておかねばならないな」

　もちろん、聞いておかなければいけない。なにせ、結構重要な役目だからだ。

「魔王軍第二、第三軍団長の魔法系統、およびその能力だ」

　それ、すごく重要な情報じゃないですか？
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　カツーンカツーンと、地下へ下りる足音が周囲に響く。

　僕の周りにはシグルスさんとリングル王国の精鋭の騎士さん達。ここまでは頼れる人達に守られていると思えるだろう。

　でも──、

「安心してくれウサト君。盾ぐらいにはなってやるさっ！」

「勝てないのを自覚しているのはいいですが、後ろ向きなのはどうかと思いますよ……」

　なぜか犬上先輩がついてきている。

　いや、心配してくれるのは嬉しく思うよ。でも正直、先輩が来たらややこしくなるとしか思えないんだけど。

　ちなみにカズキは、セリア様と二人で過ごしているらしい。全くもうご馳ち走そう様です。カズキならリア充でも構わない。末永く爆発してください。

「対抗できる者がウサト君とローズさんぐらいしかいないのが現状だからね。今の私は盾みたいなものさ」

「治癒魔法は相手を傷つけるようなものじゃないんですけどね……」

　黒騎士と戦っていた時も、なるべく気絶させようと思っていたし。

　……あれ？　確か黒騎士の魔法と僕の治癒魔法って相殺されていたんだよな？

　なら黒騎士は、治癒魔法が消えている状態の僕の拳を食らったことになる。

　実は、ものすごい重傷なんじゃないか？　僕、治癒魔法が機能していると思ってボコボコ殴っちゃったんだけど……。

「シグルスさん!!　黒騎士って治療とかしましたか!?」

「いや、黒騎士はずっと黒い鎧を纏って……どうしました？　奴はなにか怪我でもしていたのでしょうか？　とてもそのようには見えなかったのですが……」

「……ウサト君」

「……やばい」

　犬上先輩も理解できたのか、顔を青くさせる。

　僕が黒騎士にした攻撃は、全てそのまま素通りしている。

　自慢というわけではないけど、僕の拳は岩くらいは簡単に割れるくらいの威力がある。

　犬上先輩と同時に走り出し、階段を駆け下りる。




　階段の先には見張りの騎士さん、その後ろの檻おりには、もやもやした黒い鎧に身を包んだ黒騎士が隅の方に蹲うずくまっていた。

「ウサト殿、どうなさいました!?」

「……ウサト？」

　見張りの騎士さんの声に反応し顔を上げた黒騎士は、ぬるりと立ち上がり兜かぶとの隙間から僕と犬上先輩を見る。

　空気に混じる僅わずかな血の匂い。怪我をそのまま放っておいているのか？

　どうしてかは分からないけど、助けなければならないと思った。

「また会ったな、治癒魔法使い」

「……怪我してるだろ、お前」

「ああ、してるよ。でもいいんだ。これが痛みってやつだろ？」

　兜の中からくぐもった声を出す黒騎士。

　僕にはその声が、どこか喜色めいた子供のもののように聞こえた。

　犬上先輩もその声の感情を感じとったのか、僕の団服の袖を掴つかむ。

「ウサト君、彼女無意識なドＭだ……面白い。だけど、私ほどキャラは強くないようだね」

「あんたは少し黙っていてください」

　そして張り合おうとするな。

　軽いため息をつき、再び黒騎士に顔を向ける。

「それで、どうして僕を呼んだんだ？」

「ボクがここに入ることになった元凶をもう一度見たいと思ってね。っ、おっと、ははは、なんだろう、動きにくいや」

　脇腹を押さえ、ぐらりとふらつく黒騎士。

　これはアレだ。犬上先輩と同じ変態だ。

「騎士さん、鍵ください」

「ウサト殿!?」

「ちょ、ウサト君!?」

　救命団である僕に、怪我人を見逃せってのが無理な話だ。

　僕が彼女に与えた怪我は内臓にまで影響しているかもしれない。

　犬上先輩が表情を引きつらせながら僕の腕を抱え止めようとしているが、先輩の膂りょ力りょくは僕には及ばない。

　犬上先輩の制止を振り切り、騎士さんに鍵を渡すように詰め寄ろうとしているところに、遅れてきたシグルスさんが到着する。

「……一体、これはどういう状況だ？」
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　ボクの目の前にはあの治癒魔法使いがいる。勇者の女に腕を掴まれ止められているようだが、すごい形相でこちらを指差し大柄な騎士に何かを訴えかけている。

　どちらにせよ、こちらには関係ない。無視を決め込んでいると、また不思議なぐらつきがボクの体に襲い掛かる。

「……は」

　ジンジンとお腹がざわつく、この異物感はなんだろうか。

　魔族である自分は頑丈であることに加え、再生力も高い。しかも甲冑という無敵の防具に守られているにもかかわらず戦いで怪我をしてしまった。

　今までこんな怪我は負ったことがなかった。これが、この刺激が『すごく痛い』ということなのだろう。

　痛みを感じる部分を押さえながら、目の前の治癒魔法使いへ目を向ける。

　治癒魔法。

　人間のみに発現する希少魔法。能力は単純に『治す』、それだけ。

　あの第三軍団長が異常に警戒していたローズという人間の弟子だと、ボクを見張っている騎士達の会話から盗み聞きした。

　回復系の魔法使いなど、とばかりに軽視していたが、見事に手痛い返しを食らってしまった。まさかボクの闇魔法を真っ向から打ち破るなんて。

　こいつだ、こいつがボクを傷つけた。

　痛みを与えた。

　敗北を与えた。

　ボクを──、

「入るよ」

「……！」

　ガチャリと開けられた檻の扉から、治癒魔法使いが入ってくる。

「なに、拷問？」

「手ぇ出して」

「え、なんで？」

「出せって言っているだろうが!!」

「ひうっ!?」

　温厚な表情から、一転して鬼のような形相になった治癒魔法使いに、思わず手を差し出してしまった。

　なんだ、リングル王国の回復要員は殺気すら技能として身につけているのか。

　普段、怒鳴られ慣れているボクでさえ、一瞬だけ恐怖してしまった。

「なんでここまで放っておくかなぁ……いや、やったのは僕だけどさぁ……」

　ボクが差し出した手を優しく掴んだ治癒魔法使いは両手に治癒魔法の光を灯ともし、その光がボクの手を包み込んだ。

　手を覆っていた手てっ甲こうは治癒魔法を異物とみなさずそのまま透過させ、治癒魔法使いの手がボクの手に触れる。

「な、何をするつもりだ……！」

　手が温かい光に包まれたと思ったら、それが腕から肩、肩から頭、胸、腰にまで広がっていく。

「治しているんだよ」

「必要ない……っ！」

　手を振り払おうとしても優しく包む彼の手は万力のように動かない。

　そしてもう片方の手は、治癒魔法使いに殴られた左頬に添えられる。

「全く、お前に死なれると後味悪いんだっての。僕は人の死を引きずるつもりはないけどね。君は黙って治されろ」

「……っ」

　スゥ、と兜を透過し、頬へ触れた手は信じられないほどに温かかった。

　今まで誰も、親ですら触れることを拒んだ自分に触れたその手に、思わず自分の手を添える。

「ウサト君っ！」

　檻の外で様子を窺うかがっていた勇者が、慌てたように声を荒げる。

「大丈夫です、……多分」

「多分!?」

　込み上げる感情をどう表現していいか分からない。

　身を包む治癒魔法の光、魔族とは違う温かな肌、その全てがボクにとって未知で、──どうしようもなく恋焦がれていたもの。

「……ふぅ」

　頬へ触れていた手の力が抜け、身を包んでいた治癒魔法が消えていく。体の痛みがものの数十秒で嘘うそのように消えてしまった。

　だけど、なぜか触れていた手を離せない。

　一向に手を離さないボクに、治癒魔法使いが怪け訝げんな表情を浮かべる。

「あの、離してくれない？　ちょ、怖いから……」

「もう少しだけ……」

「？」

「もう少しだけ、触れていてくれないか？」

　頬に触れている手が濡ぬれている。いや、もう片方の頬も同じように濡れている。訳が分からないままに兜を解除させ、濡れている箇所に触れる。

「はぁ──。泣かれたら断れないじゃないか……」












　そうか、ボクは涙を流しているのか。

　ぼんやりと揺らぐ視界の先で困ったように頬をかいた治癒魔法使いを見て、この時、ボクは初めて『人』を見たような気持ちになった。

　誰も彼もが無価値に思えていた、ボクの胸の奥底から込み上げる温かい感情。

　それが、優しさ、というものと気付くまでそう長くはかからなかった。今、目の前にいるこいつが敵か味方かなんて、もはやどうでもよかった。

　ただ、この感情を手放したくはない。その一心で頬に添えられた手を、ただ握りしめた。
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　あの後、黒騎士、いや銀髪の褐色少女は素直に情報を喋しゃべった。

　僕と話をして満足できたのか分からないけど、王様の役には立てたようだ。

　今は王様に報告を済ませて、なぜかついてきた犬上先輩と共に城の外へと向かっている。

　この人は結構暇なのか？　などと失礼なことを思っていると、前を歩いている先輩が薄ら笑いを浮かべこちらを振り返った。

「全く、敵にまでフラグを立てるとは。さすが私の見込んだ男だ!!」

「相変わらず言動がぶっ飛んでますね」

　どこをどう見たら、あれでフラグが立ったように見えるんだ。

　相手はあの黒騎士だぞ。

「僕は僕の務めを果たしただけですよ。あと、僕は恋愛フラグなんてものが立つような男ではありません」

「いやいや、それは分からないよっ!!」

「なんでですか？」

「ここに一人、君にフラグを立てられた美少女がいるからさっ!!」

　……。

「しかし、少しやり過ぎてしまったかもしれないですね。敵同士とはいえ」

「……え、あれ、無視？」

　とち狂った先輩の言葉をスルーしながら、黒騎士のことを思い浮かべる。

　戦場で彼女の顔を見た時、幼い顔立ちだなぁ、とは思っていたけど、まさか本当に僕とあまり年の変わらない子だったなんて思わなかった。

　中身が少女だったことに、シグルスさんとかは目を丸くしていたな。

「でもさ、治すためでも、安易に女の子の顔に触れるのは駄目だよ」

「だって……顔面殴り飛ばしちゃったんですよ？　具体的に言うなら、先輩とカズキが戦った蛇を悶もん絶ぜつさせるパワーでズドンですよ？」

「そ、それは、さすがに同情する」

　敵同士だったからしょうがないけど、今は捕虜だ。相手が尋問に応じてくれている今、明確な敵とは言い難がたい。そんな奴を怪我したまま放っておいて死なせるのはすごく嫌だった。

　でも、犬上先輩とカズキが刺されたことには、本当に頭にきていた。

「僕、あの時は本気で怒ってたんですからね。二人が殺されたと思って……でもこうして生きているっていうのは、なんだかすごくありがたいなぁって思います」

「ははっ、嬉しいことを言ってくれるね」

　ポンポンと肩を叩いた先輩は上機嫌に城の外へ歩き出す。

　僕も続いて行くと、訓練場があるあたりからドスッドスッという荒々しい足音と共に青色の巨体がこちらへ飛び掛かってくる。

「グオォ──！」

「!!」

　呻うめき声と共に飛び掛かる青い巨体──ブルリンを受け止め、地面に下ろし、そのまま一緒に歩く。

　なにやら犬上先輩が口をあんぐり開けたままこちらを見ている。

「何かおかしなことでも？」

「いやいやいやいや!?　ヒグマ並みの大きさのブルリンを受け止めてたら誰だってビックリするよ!?」

「あー、慣れですよ、慣れ。先輩、街へ行くんでしょ？」

　ブルリンのことで驚かれるのは慣れてるので、それほど気にしない。

「グァ」

「なんかウサト君が少し遠くなった気がする……」

　なにかあの戦いの後から、すごい違和感があるんだよなぁ。なんとなく、ジッとしていられない。気付けば腕立て伏せしている。そうしているとローズから「夜中にうるせぇ！」とか言われて思い切り蹴けっ飛ばされるんだよなぁ。まあ、夜中に筋トレする僕が悪いんだけど。

「しかし、ブルリンは相変わらず可愛かわいいね」

「グァ～」

　撫でようとした先輩の手をひらりと回避するブルリン。

　どうして頑かたくなに先輩に撫でさせてあげないんだ？　僕にはある程度許すのに……それなりに信頼を勝ち得ないと無理なのかな？

「先輩も外へ行くなら、変装か何かした方がいいかもしれませんね」

「ウサト君もだよ。君もこの国の人達……いや私達にとっての英雄なんだからね」

　そう言われて団服のフードを被かぶろうとするも、ブルリンの存在が僕の正体を表していることを思い出し、変装を諦める。

「この後、ウサト君も街へ行くの？」

「はい。城に来る前にウルルさんに会ったので、オルガさんにも挨拶しておこうかなって思って」

「確か、君と同じ治癒魔法持ちの人だよね？」

「ええ。オルガさんは僕と違って体が強くない人なんですけど、その反面、治癒魔法は僕よりもすごいんですよ」

「へぇ……」

　オルガさんも戦いの後、僕と同じように倒れたって聞いたからね。

　話によれば僕よりは早く起きれるようになったそうだけど、それでも心配だ。ウルルさんがいるから大丈夫だとは思うけど、顔を見せるくらいはしておいた方がいいな。




「……ん？」

「どうしたの？」

　街への入り口に金髪の少女がいる。この世界には様々な髪色の人達がたくさんいるから、それほど金髪が珍しいわけではない。

　だが、その少女を見た僕は、自然と口角が吊つり上がる。

　なにせ、こちらに背を向けている少女の頭には三角の耳が生えていたのだから。

　僕はその場で走り出した。

「見つけたァ!!」

「ウサト君!?」

　地面に足がめり込むほどに踏み込み走り出した僕は、数十メートルほどの距離を数歩で詰め、バッと予期したようにこちらを振り向いた獣人の少女の脇腹に手を差し入れると勢いよく持ち上げ、叫んだ。

「話を聞かせてもらうよ!!」

　僕に、先輩とカズキが死ぬ場面という予知を見せた獣人の少女は、僕の顔を見て目を丸くし、もごもごと何かを言い淀よどむように口を動かした後、よく通る声で言い放った。

「生きていたか、治癒魔法使い。なら対価を払ってもらおう」

「は？」

　後ろから先輩とブルリンが走り寄ってくる音を聞きながら、僕は無表情にこちらを見つめる少女と目を合わせる。

　僕と目が合った獣人の少女は、やや表情をくもらせながら、声を絞り出すように──、

「母を、助けてくれ……」

　そう、言い放った。
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　母を助けて。

　獣人の少女はそう僕に訴えかけてきた。

　彼女は対価と言った。

　それは、恐らく僕に予知のようなものを見せ、犬上先輩とカズキを助けられたことへの対価だろう。確かにあの予知がなかったら、二人を救えずリングル王国軍は負けていたかもしれなかった。

　そう理解した僕は、獣人の少女を連れてブルリンと犬上先輩と共に、救命団の宿舎に移動した。

　ここなら街中で誰かに話を聞かれることはない。秘密の話をするならこれほど良い場所はないだろう。

　ブルリンを小屋に戻した後、獣人の少女を食堂の椅子に座らせ、僕と犬上先輩も少女の前に座る。

「じゃあ、話を聞かせてくれないかな？」

「ねえ、ウサト君。全く会話の流れが分からないんだけど……。というより、この狐きつね耳っ娘こは誰だい？　可愛いね、撫でていい？」

「………貴方しか頼れる人はいなかった」

「僕、だけ？」

「放置、か……ウサト君は私を苛いじめて楽しいんだろう？　いいさ、私が興奮してもいいならするがいい」

　構ってちゃんかよアンタ。

　不ふ貞て腐くされる犬上先輩に簡単に説明しつつ、先ほどの言葉について考える。

　僕しか頼れる人がいなかったって、どういうことなんだろうか？　治癒魔法使いにお願いごとをしたいなら、診療所のオルガさんとかウルルさんに頼んでもいいのに。

「私はアマコ。見ての通り、狐の獣人。貴方のことは知っている。変な治癒魔法を使う人、ウサト」

「変な使い方をしているのは自覚しているけど……まあ、それはいいや。君にはたくさん訊きたいことがある。まずは、なんでアレを僕に見せたの？」

　アレとはもちろん、犬上先輩とカズキが黒騎士に殺されるビジョンのことだ。そもそもの始まりがアレだった。

　僕の言葉に一瞬口を噤つぐんだ少女、アマコは不安そうに犬上先輩を一いち瞥べつした後、意を決したように僕の方を向き口を開く。

「そうしなくちゃ、この王国はなくなっていたから。勇者は死に、王国は敗れ、そして国が亡ほろび、全てが蹂じゅう躙りんされていた」

「……どう思います？」

「あながち間違ってはいないかもしれないよ。あの時ウサト君が来てくれなかったら、私とカズキ君は確実に死んでいた。己うぬ惚ぼれているつもりはないけど、私達を欠いた王国軍は結果的に魔王軍に押し負けていただろうね」

　かなりの綱渡りだったということか。

　僕はどうやらあの時、王国の運命を変えた、と考えてもいいのかな？　何も知らないうちにとんでもない重役を課せられていたのか。

　この子がいなかったら、この国の人達は今頃──、そう考えると手が震えてくる。

「……ここにはお世話になった人もいるし、なによりようやく見つけた貴方を失うわけにはいかなかったの」

　ようやく見つけた、か。

　少しその言葉に引っ掛かりを覚える。

「あの光景は何だ？　幻覚……というわけじゃないだろ？」

　その質問に、彼女は少し逡しゅん巡じゅんする様子を見せた。

「私は、未来を予知する魔法が使えるの」

「予知、か。何でもありだな、魔法ってやつは……」

　未来予知といったら魔法というよりは超能力だろうに。

　やっぱりな、と思いつつも彼女の話に耳を傾ける。

「戦いが敗北する予知は一年前から見えていた。だから、戦いが始まる前に探した。どんな病も傷も治してくれる治癒魔法の使い手を」

「負けると分かっているなら、何でここから出ていかなかったの？　君に命を助けられた私が言うのもなんだけど、滅ぶと分かっている国に残るより安全な場所へ逃げた方がよかったんじゃないか？」

「先輩、王国の外では獣人は狙われている存在らしいです。多分、出ていこうにも出ていけなかったんでしょう」

　僕の言葉にアマコが小さく頷うなずく。

「うん、この国以外は駄目。獣人は、それだけで虐げられるものなの……」

　この子は多分、この王国に来るまで相当怖い目に遭ってきたのだろう。

　予知を持っていたとしても、非力な子供に変わりはない。

「私は、獣人が住む国から来たの」

「それは、随分と遠いね……」

「獣人の国はリングル王国からはどのくらい遠いんですか？」

「少なくとも、年端のいかない少女が来るには到底無理な距離だよ」

　そう断言する先輩。

　彼女の真剣な表情からして、獣人の国というのは相当な距離にある場所なのだろう。

「君は、辛つらくはなかったの？」

「辛いとは思わなかった。母を救うためだったから」

「……お母さんは、病気なの？」

「普通じゃ治らないって言われてる。ずっと、目を覚まさない」

　そこで、治癒魔法使いか。

「獣人から治癒魔法使いは生まれない。人間だけの魔法だから。でも、どこの国にも私の母を治しにきてくれる人間はいなかった。私は獣人だから、誰も助けてなんかくれなかった」

「差別、か」

　先輩が困ったように唸るが、僕は先輩とは違うことを考えていた。

　アマコは治癒魔法使いを探していくつもの国を訪れた。多分、予知を使って様々な危険を乗り越えたのだろう。そこまで便利な能力があるならば、獣人の国は彼女をやすやすと国外へ出さないんじゃないのか？

　考え込む僕に構わず、アマコが続けて言葉を紡いでいく。

「この国で数少ない治癒魔法使いを三人も見つけて、しかもそのうちの二人は私と共に母を助けにきてくれる未来を見せてくれたの」

「オルガさん、ウルルさん、団長……の三人？」

「うん、でも来てはくれるけど駄目だった」

「駄目だった？」

「診療所の人は戦えないから。怖い人は、話しは聞いてくれるけど一緒には来てくれなかった」

「あー……」

　なんとなくだが納得できた。

　確かにオルガさんとウルルさんは、長旅には耐えられないだろう。

　そしてローズも一つの組織を束ねるリーダー。迂う闊かつにその場を離れるわけにはいかない。というより「信じらんねぇ」とか言って放ほっとくこともあり得る。

「それで僕に白羽の矢が立ったわけか」

「貴方なら、私と一緒に来てくれる。一目見て分かった。貴方は王国の破滅という未来を変えられるし、私の母を助けにきてくれる人だって。だから、未来を見せた」

「簡単に他人に見せられるものなの？　すごい頭痛だったんだけど」

　それはもう頭が割れそうなくらいに。

「人に見せるのはすごい魔力を使う。あの後は私も三日三晩寝込んだ、お互い様」

　だからあの後、この子を見つけることができなかったのか。

　でも、この子は先輩とカズキの命の恩人なんだよな。そして、王国の人達にとっても……。

　協力してあげたいけど、これは予想していたよりも大きな問題だ。

　ローズ曰いわく、獣人の国は人間に対して排他的な国だったはず。この子が獣人の国でどのような立場にあるか分からないうちは、迂闊には行動しない方がいいだろう。

「とりあえず王様に掛け合ってみるか。王様に事情を説明する時は君も来てくれる？」

「え、王様に？　いいの？」

「あの人なら問題はないと思う」

　だけど、アポなしで行くのは失礼すぎるので、ローズに話を通してもらうように頼まなくては。

「よし、まずは団長からだな。とりあえずここにいてくれ。先輩は大人しくしていてください。アマコ……だったよね？　もしこの人に何かされそうになったら僕を呼んでくれ」

「ねえウサト君。君は私をなんだと思っているのかな？」

　落ち着きのない子供。

　不貞腐れる先輩を横目で見ながら、団長室へと向かう。

　この時間ならローズはいるな。問題はどう説明するかだ……。
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　ウサト君が疲れたような表情をしながら食堂から出ていってしまった。残された私の目の前には礼儀正しく座っている狐の獣人、アマコがいる。

　私は絡めた指の上に顎を乗せ、ジッと彼女を観察する。

　彼女はどこか居心地が悪そうに、そわそわしている。

「……」

　可愛い。

　すっごく可愛い。

　なにこの子、お人形さんみたいだよ。

　本物の狐っ娘だ。ケモ耳だ。尻尾もついてるよぉ。

　触ってもいいかな。

　っと、いけない、我を忘れるところだった。危ない、危ない。

　まずは、先ほどの会話で分かったことを纏めてみようか。

　獣人の国からここまで来るのに、すごい苦労したということ。

　そして、獣人の国で病に伏せている母親をウサト君に治してもらおうとしている。

　そのためにウサト君に私達が死ぬ未来を見せて、この王国が滅ぶ歴史を変えた。

　その対価として、自分に協力してもらおうとしている。

　まず思ったのは、少々手口がまどろっこしいことだ。

「君なら、ウサト君に何も言わずに協力を求めることもできたんじゃないのかな？」

「……この国に来る前の私ならそうしてた。だけど、ここの人達と関わってできなくなった」

「そっか……」

　心優しいロイド王の統治するこの王国は、不思議なほどに平和だ。

　皆優しく、差別もない独自の国を形成している。この子もここを訪れた時は周りが敵ばかりだと思っていたのだろう。でも、違った。

「この国は、私にとって故郷よりも優しい国。差別もなく、分け隔てなく接してくれる人ばっかりで……でも、母が故郷で苦しんでいるから……ウサトを連れていかなくちゃいけなくて……」

　ポツリポツリと紡がれる言葉。

　ウサト君に接する時のようなハキハキとした感じではなく、どこか私に怯おびえているような喋り方だ。

　どうやら私は、この子に良く思われていないのかもしれない。

「……ウサトを見つけた時、目を疑った。王国の破滅を防ぐ手立てがこんな形で見つかると思わなかったから」

「君の魔法は一体どのようなものなのかな？　未来予知、といっても範囲があるだろう？」

　一年前に戦いが負けるとまで予知していたのだ。相当広い範囲が分かるはずだ。

「すごくあやふや。いつもはあまり先の未来は見えない。でも、寝ている時とかに半年後とか一年後の未来が見えるの。そして、未来を変える可能性がある人には違う二つの未来が見える。その人にだけ、未来を選べるように見せることができる」

「なるほど、それで私達が死ぬ未来をウサト君に見せ、それを防いでもらったというわけか。でも獣人は未来予知なんて魔法、普通に使えるの？」

「それは、私の血筋に関係している」

「血筋？」

「私の一族は、時詠みを得意としているの。母も予知の魔法を使ってたけど、母が言うには私の予知は一族で一番すごいって」

「……」

　今頃、獣人の国は血眼になってこの子を探しているかもしれないね。

　これはいよいよ面倒なことになってきたぞ。恐らく、この子が見た未来でローズさんに断られたのは、この子が獣人の国で何かしらの重要な立場にいたからだろう。

　魔王の侵略に備えている時期にそんな話をされたら、断るしかない。

「……まあ、決めるのはウサト君だ」

　彼はなんだかんだいって断れない人だからね。
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「狐の獣人から、母親の病を治してもらうために故郷へ来てくれるように頼まれた、か」

「簡単にまとめるとそんな感じです」

　綺き麗れいに片づけられた団長室で、木製の椅子に腰かけているローズは、アマコについての話を聞いて面倒くさそうにため息をついた。

「全く、お前も厄介な問題を持ってきてくれたな。いまいち獣人ってのは見た目の判別がつかねぇ。時詠みの姫とかふざけんじゃねぇぞ」

「時詠みの姫……？」

　なんと厄介さ満々の名称だろうか。

「獣人には、稀まれに時詠みと呼ばれる希少魔法の適性を持った奴がいるんだよ。獣人という種族に対しての厄災を予知し、伝える役割を持っている。そいつがリングル王国にいるとなると……獣人の国はこっちに敵対する可能性がある。奴らの人間に対する敵意は異常だからな」

「魔王軍が侵略してくるかもしれないこの非常時に？」

「獣人にとっちゃあ、魔王軍より人間の方が目障りだろうよ」

　アマコが重要な立場にいるかもとは予想していたけど、まさかそこまでだとは思いもしなかった。

　ローズに相談しておいて良かった。下手に王国の外へ行っていたら大変なことになっていたかもしれない。

「……団長の意見を聞かせてください」

「駄目だ、と言いたいところだが、まずはロイド様に話を聞いてもらわなきゃ判断できねぇ。今日は……いや、ここ数日は謁えっ見けんは無理だ。今、ロイド様は他国との連携を取り計らっているからな」

　しばらく謁見は無理か。なら僕はどうすればいいのか……。

　もうちょっとアマコから話を聞いてみるべきか、それとも訓練でもして備えるか。

「その間、お前は訓練だ。ロイド様が獣人の国へ行くことを認めた場合、今のお前じゃ自分の身を守るだけで精いっぱいだろうからな。もう一度私が訓練してやる。どうせここには怪我人なんて来ねぇしな」

「それは別に構わないんですけど……」

　ここで嫌な顔をしなくなったあたり、僕も相当慣れてしまったということなのかな？

　いや、慣れってなんだよ。虐げられることに慣れるとか、ドＭか僕は。

　あんまりな慣れに自己嫌悪しそうになるが、ここが団長室だということを思い出し踏みとどまる。

　こんな時に怒られたくはない。

「じゃ、僕は下で待たせている先輩とアマコにその旨を伝えておきます」

「ああ」

　礼をして団長室を後にし、下の階に下りる。




　食堂に戻ると、懸命にアマコに話しかけている犬上先輩の姿が視界に入った。

　ふと、アマコを見る。

　染めた髪とは明らかに違う光沢を放つ金髪、犬上先輩よりも一回り小さい体たい躯く。

　ホント、よく一人でここまで来れたと思うよ。

　先輩とアマコの元へ近づいた僕は、ローズとした話について説明しようとする。

　しかし、こちらを向いたアマコが先に口を開いた。

「……そう、少し時間が掛かるんだ」

　彼女は、僕をジッと見てそう言った。

　僕の話す内容を予知したのか。

　犬上先輩がすごい困惑してるけど。

「お互いの目で通じ合っているというわけだね。悔しい、なんか負けた気がする」

「なんで張り合おうとしているんですか……。王様との謁見に時間が掛かるだけですよ。断じてそういう犯罪的なことにはなりません」

　先輩は僕を犯罪者へと仕立てあげたいの？　いや、この世界でロリコンという概念があるかは分からないけど。

　僕の言葉に、先輩は少し悲しそうに目を逸らす。

「最近、私の扱いがぞんざいすぎるんじゃないか？　そろそろ泣くよ？」

「そう言えるうちは大丈夫です。そもそもぞんざいになったのは、それだけ先輩と仲良くなったってことじゃないですか？」

「……なんか私の仲良くとウサト君の仲良くは違うよね」

「どこが違うんですか。ちゃんと構ってあげてますよ」

「私は犬か!?」

　犬みたいなもんでしょ。好奇心旺盛なところとか。

　食ってかかる先輩を椅子に座らせつつ、アマコの方を向く。

「さて、これからどうする？」

「すぐに行けるとは思っていなかったから、今日のところは帰る」

「そういえば君はどこに住んでいるの？」

「おばあちゃんが経営している果物屋に居候させてもらってる」

「あー、あそこか」

　ローズに森に投げ飛ばされる前、街でトゲトゲの果物を売っていたところを見かけたな。

　あそこに居候していたのか。今まで住んでいるということは、それなりに良くしてもらっているんだな。ちょっと安心した。

　僕はどうしようか。このままオルガさんの所に行くか、それとも訓練をするか。

　でも、隣で先輩が期待するように僕を見ている。ここは当初の予定通り診療所の方に行こうかな。

「僕も街へ行こうと思っていたから、送っていくよ」

「うん」

「犬上先輩も行きますよね？」

「うん!!　行く!!」

　やっぱり犬じゃないか。

　内心そう思いながらも、街中で目立つ救命団の団服を脱ぎ、椅子にかける。

　ブルリンは置いていこう。

「ウサト」

「はい？」

　僕の前に移動したアマコがこちらの目をジッと見つめる。その青色の瞳に「異世界の人の目って綺麗だなぁ」とくだらないことを思っていると──、

「ありがとう」

　微かすかだが、笑みを浮かべてお礼を言ってきた。

　僕も、笑みを浮かべ彼女に言葉を返す。

「こちらこそ、どうもありがとう」

　君がいたからこそ、先輩もカズキも失わずに済んだ。

　そして、不思議そうな表情を浮かべる犬上先輩と、無表情だけど少しだけ足取りの軽いアマコと共に街へと向かうのだった。




　街の入り口に到着した頃、ふと思い出したようにアマコは僕と犬上先輩の方を振り返った。

　首を傾かしげる僕達に、彼女はまるで警告するように──、

「言い忘れてたけど、ウサトもスズネもみんなに囲まれるから」

　そう言うと同時に、突然走り出すアマコ。

　遠ざかっていく彼女に呆ける僕。

「え？　みんな？」

　街中へと消えていく彼女を見て、呆ぼう然ぜんとしている僕の肩を犬上先輩が弱々しく叩いた。

　見れば、僕達の姿を見つけた街の人々は喜色の表情を浮かべ、一部の人達は店の売り物を袋のようなものに詰めはじめているのだ。

「ウサト君、これ周りからどう見えているんだろうね……恋人、かな？」

「主人と従者でしょ。というより、もうちょっと焦ってください」

　僕だって伊だ達てに街中を走っているわけではないので、街の人達とはそれなりに交流がある。こういう時の団結力は痛いほどよく知っている。

「はぁ……、アマコ、そういうのはもっと早く言ってほしかったよ」

　僕は大きなため息をつきながら、これから訪れるであろう騒ぎに覚悟を決めるのだった。





　　第四話　再来!!　繰り返される地獄!!　の巻







　今日、僕はローズと共に訓練場にいた。

　救命団印の訓練服を着て、いつでも始められるように準備体操をしている。

　対して、僕の前で静かに腕を組んでいるローズは、さっきからこちらを見て思案げな顔つきをしている。

「久しぶりに訓練をつけてやろうとは思うが、こと治癒魔法に関しては私から言うことはねぇ」

「え？　でもまだ、病気とか複雑なものは治せないと思うんですけど……」

「そういうのは慣れていったら自おのずとできるようになんだよ。どちらにしろ、今のお前じゃ無理だ」

　そこまではっきりとできないと言われれば逆に諦めもつく。

　じゃあ、何をすればいいのか。ひたすら筋トレしろとでも言うのか。結構、力がついたからそろそろ別のトレーニング方法を考えたいと思っているのだけど──。

「私から見れば……体力的にも肉体的にも及第点ギリギリだが、とりあえずは良しとする」

　訂正、ローズの前では僕の力はまだまだのようだ。

　この人は僕にどこまでやらせたいのだろうか。

「じゃあ、何をすればいいんですか？」

　そう訊きくとローズは僕から少し離れて、腕を回しながらなにかの準備運動を始める。

　なんだろうか、すごく嫌な予感がする。

　漠然とした悪寒を感じていると、ゴキリと拳を鳴らしたローズがにっこりと笑みを浮かべて僕を見た。

「お前を殴る」

「……あはは、ご冗談を」

「今からお前が反応できない速さで殴る。避よけろ」

「アンタ僕のこと嫌いでしょ!?　アンタのパンチなんて食らったら爆散しちゃいますよ!?」

　脳裏に、ローズによって頭を砕かれた蛇の姿が浮かぶ。

　僕の力でも通じないと感じたあの鱗うろこを容易たやすく貫くそのパワーを食らったら、普通の人間なら間違いなくデッドエンドだろう。

「お前は治癒魔法に頼りすぎなんだよ。まあ、そういう風に鍛えたのは私なんだが、次のステップに進む時が来たっつーわけだ」

　そんな理不尽なステップアップがあってたまるか!?　脱だっ兎との如く逃げようとするとすぐさま襟を掴つかまれ、それを阻まれる。

「い、嫌だ──!?　こ、殺される！　アマコッ！　この未来は見えなかったのかァ──!!」

「今までのお前は些いささか無防備すぎた。今までは破れかぶれでもなんとかなっていただろうが、傷に作用する呪いには治癒魔法は効かねぇ……回避を身につけろ」

　避けられる自信ないんですけど？　なんですか僕が反応できないレベルって。

　多分この人、治癒魔法があるっていう理由で寸止めなんかしないぞ。

「まあ、私も鬼じゃねぇ。最初は軽くやってやる」

「いや、そもそも部下殴ろうとする時点で駄目だろ。アンタ頭逝いってんじゃねぇの……あ、ごめんなさい」

「そうか、お前は本気でやってほしいんだな。私は嬉うれしいぞぉ!!　お前が訓練に熱心でなぁ!!」

　何で僕の口は意思と関係なく動いてしまったんだろう。

　ローズが僕を掴んだその手を大きく振りかぶる。その挙動に対し僕はカラカラと虚むなしく笑いながら、全力の治癒魔法を身に纏まとう。

　一瞬の浮遊感と共に十メートルくらい先の地面へ投げつけられるも、ギリギリ体を捻ひねって着地し、同時に、両腕で頭部と心臓を守る。

「防御するんじゃねぇよ」

「んな無茶──」

　瞬間、人生最大の衝撃が僕の体を襲う。

　拳を撃ち込まれた箇所に穿うがたれたような激痛が走ると同時に、上下が逆転したように周囲が回転し、視界が移り変わり浮遊感ととてつもない吐き気が僕を襲う。

「ご……っ!?」

　多分、後に僕は語るだろう。












　これ以上の衝撃を受けたことはなかったって………。




「は!?」

　起き上がるとそこは、訓練場に生えている木の下だった。

　木陰が僕を優しく包み込んでいる。いい心地だ。

　そうだ。ローズとの（一方的な）ぶつかり稽古はなかったんだね。

　訓練のしすぎかな？　なんて悪夢を見てしまったんだ。最近、払拭されてきたローズの印象がだいぶ悪くなってしまった。いけないな、僕は。ウルルさんも言っていたじゃないか、あの人は傷つきやすい人だって。僕がいつまでも怖がっていては駄目だな、うん。

「起きたか、じゃあもう一度やるぞ」

　現実逃避はやめよう。

　さっきまでのが現実で、僕が思っていたことも、ウルルさんが言っていたことも、ありもしない妄言だったんだ。

　現実を受け入れて、大人しく訓練を再開しよう。

　そうすれば、少しだけ楽になるはずだから。

「……はい」

　うん。怪我がないからって、夢と片づけちゃ駄目なのは分かってる。さすがはローズ、ケアもばっちりな師匠の鑑かがみだね。全く、僕には勿もっ体たいない師匠だ。

　僕には勿体ないから誰かに代わってほしいよ。

「安心しろ、さっきは手加減した。体に異常はねぇだろ？」

「……ありがとうございます」

　今までずっと思ってたけど、あんた本当に化け物だ。




　結局、その日はローズの拳を受け続けた。

　何度か避けられそうな感じにはなったけど、そのたびにローズが拳のスピードを速め、僕を訓練場の端から端まで殴り飛ばした。これで手加減しているのだから恐怖しかないけど、でも……耐久力は上がった気がする。

　それが二日、三日と過ぎれば、もういやが上にも自覚できる。

　もう僕、大抵の攻撃に耐えられそうな気がする。元の世界で考えるなら、ミサイルとか受けてもへっちゃらな気がする。

　だってさ、僕って身長一七〇くらいはあるんだよ？　体重もそれなりにあるし、そんな僕を訓練場の端から端、またはそれを飛び越えるほどの距離までぶっ飛ばす拳を食らってれば、どんな威力の攻撃も怖くなくなるわ。

　もう後半なんて、回避に意識向けた瞬間にクリティカルヒットを当ててくるとか、あの人、訓練の趣旨忘れているんじゃないですかね。




　　　　　　　　　　＊＊＊




　そんなこんなで、ローズとの訓練から四日が過ぎた頃。

　僕は休みを貰もらい、城へ赴いていた。休みを貰えたのは、なにやらローズに野暮用ができたようで、一日訓練が空いたからだ。

　とりあえず城にやってはきたけど、特にこれといった用はないので、なんとなく気になってた人の所へ足を運んでみた。

「でさ、団長ってば酷ひどいんだよ。僕を殴り飛ばして」

「……何でここにいるんだ？」

「いや、どうしてるかなって」

　檻おりの前で愚痴を零こぼす僕を睨にらみつけている黒騎士。

　前のように素顔を晒さらさず、もわっとした黒色の甲かっ冑ちゅうに身を包んで檻の隅で座り込んでいる。

　彼女はあれから大人しくしているようだけど、王国の人達は黒騎士の処遇を決めあぐねているらしい。危険ならば処刑、という過激な意見も出ているようだが王様が頑かたくなに許可を出さないでいるとのことだ。

　王様の判断は甘いと言われるかもしれないが、個人的には賛成だ。あまり死刑とかそういうのは、この国ではやってほしくない。

「お前、これからどうするの？」

「別に……ここにいるだけだ」

「それでいいの？」

「いいも悪いも、ボクが決めることじゃないだろ」

　確かにそうだけど、本当にどうなってしまうのだろうか。まあ、僕が捕獲したからっていうのが気に掛ける理由だけど。それで死刑とかになったらすごく気分が悪い。

「お前は……」

「ん？」

「なんでもない、早く出てけ」

「はぁ、分かりましたよっと」

　言われるがままに立ち上がり檻を後にする。

　一度、ローズに相談してみるのもあり？　でもローズも黒騎士について何か事を進めている様子だったし、僕が何かをする必要はないのかもしれない。




　考えを巡らせながら城の中を移動していると、城の外で剣の素振りをしている影を見つける。あれは多分、カズキだ。

　少し顔を出しておこうと思い、そちらへと向かう。

「フンッ！」

　カズキも頑張っているようだ。邪魔をしちゃ悪いと思いながら木陰に移動すると、そこにはニコニコしながらカズキを眺めてるセリア様がいた。

「あら、ウサト様」

「こんにちは、セリア様。カズキはいつからこれを？」

「私がここに来る前からですね。そろそろ体力の方が心配になってきます。やはり魔王軍との戦いが響いているのでしょうか……。あれ以来、訓練に一層気合いが入っているようにも思えます」

「あれ、なんか違和感が……訓練って身を削るものじゃないんですか？」

「……大丈夫ですか？　あの、ウサト様、少し、目が怖いのですが……？」

　目？　僕の目がどうしたのだろうか。なぜか青い顔で苦笑いしているセリア様に疑問を抱きつつもカズキの方を見る。

　素振りしている姿はすごく様になっていて、カッコいいなぁ。

「……あれ？　ウサト？」

　カズキが僕に気付いた。剣を鞘さやに戻した彼は、近くに置いていた布を手に取り汗を拭ぬぐいながらこちらへ駆けてきた。

「久しぶりじゃないか！」

「ちょっと僕も訓練で忙しかったからね」

　あれを訓練と言っていいか分からないけど。

「犬いぬ上かみ先輩から聞いたぞ。この国に住んでいる獣人の子のために獣人の国へ行こうとしているって」

「そこらへんは王様に判断してもらわなくちゃ駄目なんだよなぁ。でも、できることなら助けてあげたいなって思ってる」

「そのことなのですが……」

　セリア様が何か言いたげな表情で僕とカズキを見る。王様の娘である彼女なら、そういう色々なことについて知っているかもしれない。

「ウサト様が獣人の国へ行きたいという願いは、恐らく叶かなうと思います」

　まだ一週間くらいしか経っていないのに、そんな段階まで決定しているのか。いや、あまりにも早すぎるな。多分、何かあるぞコレは。

「お父様は他の国と協力して魔王軍という脅威と戦うために、書状を送ろうとしています。もしかすると、ウサト様もお父様から書状を渡してほしいと頼まれるかもしれません」

　え、どうして僕がその……書状を渡すお願いを王様からされるんだ？　勇者である先輩とカズキならともかく。

　ま、まあ、それは王様から説明されるだろうから、今は彼女の話に耳を傾けよう。

「カズキ様とスズネ様、ウサト様が来られる前の戦いでは、残念ながら協力は得られませんでしたが……この間の戦いで、少し事情が違ってきたのです」

「事情が違う？　なにがどう違うんだ？」

「魔王軍を撃退することには成功しました。ですが、カズキ様とスズネ様の力をもってしても辛勝という結果でした。加えて本来なら死傷者は計り知れないほどに多かったはず」

「俺もウサトに助けられていなかったらあの場で……っと、マズっ」

　そこでカズキはしまったとばかりに口を押さえた。どうしたのだろうか。隣にいるセリア様のことを気にしているあたり、まさかセリア様に自分が死にかけたことを言っていないのか？

　……それより考えるべきは、王様が送ろうとしている書状についてだ。アマコの予知がなかったなら、前の戦いは負ける運命にあった戦いだと言ってもいいだろう。

　それを踏まえて、周囲の国々に魔王軍の危険性を訴えれば手を貸してくれるかもしれないな。

「まだ正式に決まってはいませんが、各国に書状を送ることに変わりはありません。ウサト様にも苦労をかけてしまうかもしれませんが……」

「僕もこの国にお世話になっている身ですから、それくらいの苦労なんてへっちゃらですよ」

　ローズとの訓練に比べたら格段に楽だろうし。……あれ、なんか僕の判断基準がローズとの訓練になっているような気が……あながち、間違ってないからいいか。

「まあ、詳しい話は王様からくるだろうから、それまで訓練でもしながら待っていますよ。じゃ、僕はそろそろ帰りますね」

「えー、もう帰っちゃうのかよー」

「ウフフ、カズキ様。ウサト様もお忙しいのでしょう」

　今日はこれといって忙しいわけではないけど、カズキが訓練している姿を見て、僕も何かやらなくちゃいけない気持ちになった。

　ただアマコのお母さんの病気を治しに獣人の国へ行くということが、各国への協力を求めるものに変わるとは思えなかった。だけど、魔王軍との戦いのために重要な役割を担うことは分かる。

　ここはいわば最前線、魔王が支配する領土から最も近い国。だからこそ他国の助けがいるのだろうけど……他の国の人達は魔王の侵略による脅威を忘れてしまってるんだ。

　カズキと犬上先輩とアマコがいなければこの国は敗れ、魔王の脅威を再び知らしめる狼煙のろしとなっていたかもしれない。

　そう考えると、背筋が寒くなる。

「……さて、カズキ様、先ほどの言葉について詳しく聞かせてもらっても？」

「え、な、何を？」

「聞かせて、もらっても？」

「は、はは。……ごめん」

　背後から聞こえる二人のやり取りに苦笑しながらも、僕の足は自然と救命団の訓練場の方へ向いていた。
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　今日はあの治癒魔法使い、ウサトがやってきた。

　アイツはボクに愚痴を延々と零した後、あっさりと帰っていった。

　結局、何がしたかったんだろう。ボクが逃げないか様子を見にきたのだろうか？

　逃げてもリングル王国からの追っ手が来るだろうし、魔王軍に戻っても退屈な日常が待っているだけだ。

　かといって死刑となると、うーんってなる。

　魔力を封じる拘束でもされれば、この甲冑は為なす術すべなく無効化されてしまうが、なんだかむざむざ殺されるのは癪しゃくに障さわる。

　始末されそうになったら、治癒魔法持ちが来るまで暴れ回るのも悪くないかもしれない。

「と、考えてはみるものの……」

　ここにいる奴らはなんなんだろうか。

　拷問もしないし、警備も甘々。閉じ込める気があるのか？　なのに、閉じ込めている牢や周囲の造りは堅けん牢ろうなのがすごくイライラする。逃げてほしいのか逃げてほしくないのか、そこらへんはちゃんとしてほしい。

　思えば一番おかしいのはウサトだ。

　ボクの怪我を治したり、さっきのようにわざわざ会いにきたり、意味の分からない行動を取っている。

「これから、どうする、か……」

　甲冑を解いて肌を外気に晒す。

　暖かくも寒くもない牢屋の空気を心地よく感じながら、壁に背を預ける。

　魔王軍に戻っても退屈な日常を繰り返すだけ、かといってここにいても牢屋に閉じ込められているだけ。

　別にそれでもいいが、ウサトがいちいち会いにくるのがなんか嫌だ。今までああやってボクに接してくる奴がいなかったから、どうしていいか分からない。

「……どうしてボクは、アイツとの接し方を考えているんだろう……」

　ボクにとってアイツは敵だ。それは今でも変わらない。

　でも──、

「……？」

　牢屋の前にある階段から、誰かが下りてくる音が聞こえる。

　警備に当たっている騎士だろうか。

　いや、いつもの奴らは鎧よろいを着ているから、独特の金属音が聞こえるはずだ。でも聞こえてくるのは足音だけ。

　顔を魔法の兜かぶとで覆い隠し、階段の奥を睨みつける。

　現れたのは暗闇に映える白色の服を着た、右目に傷のある緑髪の女。

　先ほどウサトが愚痴っていた『団長』と呼ばれる人物と、特徴が合致する。

　魔王軍第三軍団長が警戒していた人間であり、ウサト以外の治癒魔法使い。

「よぉ」

「……」

　救命団団長、ローズ。

「ロイド様に頼まれて来てみれば、随分と無口な奴だ」

「何しに来た」

　近くにあった木椅子を檻の前に移動させて乱暴に座ったローズは、口角を歪ゆがませボクを見た。

　正真正銘ウサトの上官だと分かるほどの眼力に怯ひるみながらも、こちらも睨み返す。

　すると、ローズは薄笑いを顔に張りつけ、人差し指と中指を立て、ボクにそれを見せた。

「お前には二つの選択肢をやる」

「二つ……？」

「一つはここで一生過ごす」

　一生牢屋の中で過ごすか。

　ボクの魔法でもこの堅牢な檻から脱出することは困難だろう。まあ、処刑されるというなら全力で抵抗するが。

「それでも構わねぇが、ロイド様は私にある案を持ちかけた」

「……？」

　立てた二つの指を一つ折り曲げ、人差し指をこちらに見せつける。

　一体、何が言いたい。治癒魔法使いのお前がボクを殺すとでもいうのか？

「殺すなら殺せ」

「おいおい、早まんなよ、せっかちな奴だな。よっと」

　立ち上がったローズは、懐から取り出した鍵で檻の扉を開け中へ入ってきた。

　ツカツカと、座り込んでいるこちらに近づいたローズはボクを見下ろし──、

「ロイド様が出したもう一つの案、それは……非常に面倒くせぇ話だが、お前の性根を私が叩たたき直して真人間ならぬ真魔人にするっつーもんだ」

「……は？　お前らバカじゃないッグハァ!?」

　瞬間、頭部に凄すさまじい衝撃が走り兜が一瞬のうちに消え去る。

　反射的に涙が込み上げてくるのを感じながら上を向くと、手を刀の形にしたローズが感心するようにボクを見下ろしている。

「なるほど、本当に治癒魔法が効くんだな。まあ、どちらにしろ今は邪魔だな」

　痛みはないが、頭がぐわんぐわんしている状態で体を持ち上げられる。

「ロイド様は捕虜を殺すことは好まない。たとえそれがテメェのような厄介な魔法を持っている奴でもな」

　だからといってこんな手段を取るなんてまともじゃない。ボクが言うのもなんだが、あまりにも甘すぎる判断だ。

　そう言葉にしようとするも、目の前の存在が恐ろしすぎて言葉が出ない。

「それに、私も魔族の仲間意識の高さは理解している。敵とはいえ無抵抗の捕虜を殺したとなれば、テメェら魔族の怒りに火を注ぐことになるからな。怒りに燃える復ふく讐しゅう鬼ほど面倒くせぇものはねぇ」

　そうだろう？　とボクを持ち上げ問いかけるローズに、嫌な汗が止まらない。

　ウサトよりも強力な治癒魔法を纏っているのか、掴まれた鎧が一瞬にして霧散してしまった。掴むものがなくなったローズはそのまま服の襟を掴み上げると、ボクになにか首輪のようなものをパチンと嵌はめる……って!?

「は!?」

　瞬間、身体の中心から流れるほとんどの魔力が止まり、甲冑が全て消えてしまった。

「かといって、いつ脱獄するか分からねぇ奴を見張っておくほど、この国は暇じゃない。よって、後者の方法を取らせてもらう」

「ちょ、やめ……なに」

「魔具で魔力を封じただけだ。大したことはしてねぇ」

　魔力封じの魔具はそんな気楽に使っていいものじゃないぞ!?

　希少な道具のはずなのにあまりにも気軽に嵌められたせいで、若干パニックになったボクは、怯おびえるように身じろぎする。

「本来はこれを嵌めて閉じ込めておけばそれでいい。だが、それじゃあ問題を先延ばしにしているだけだ。だから、ロイド様は私にこう命令した。黒騎士の処遇を任せる、とな」

　そう言葉にしたローズの顔は、今まで見たどんな魔物よりも恐ろしい何かを感じさせた。

「あ、う、嘘……嫌だっ!!　離せ、怪力女!!　牢屋に戻せよぉ!!」

「テメェに拒否権はない」

「うぐぅ!?」

　額にとてつもない威力のデコピンを食らい意識が飛びそうになる。

　涙で視界が滲にじむ。

「今日から救命団の下っ端としてその性根を叩き直してやるから覚悟しておけ。カハハ、魔族を鍛えるのも面白そうだ」

　急展開すぎてついていけない。

　この国は甘くなんてなかった。軽々と自分を担いで階段を上っていくローズに、ボクは初めて『恐怖』という感情を抱いた。




　　　　　　　　　　＊＊＊




「ブルリーン！　もう一周だ！」

「グルァァァァ!!」

　訓練場に戻った僕は、ブルリンと共にひたすら走っていた。

　いつもは治癒魔法を使って走っているけど、今度は治癒魔法を使わないまま走るという試みをしてみた。

　特にこれといった理由はない。でも、色々試していくのもトレーニングの醍だい醐ご味みだということを僕は最近知ったのだ。

　治癒魔法を使わないで走ると体に疲労が溜たまっていくのが分かる。ローズが及第点ギリギリと言った意味が分かった気がする。そして僕が治癒魔法に頼りすぎと言ったことも……。

　僕は治癒魔法なしでも動けるようにならなくてはいけないのだ。もし、ゲームよろしく魔法を封じてくる敵が現れたら、頼れるのは自ずと自分の肉体だけになる。

「なるほどッ、団長はこれに気付いてほしくて僕を殴り飛ばしていたんだなぁ！」

　治癒魔法も大事だ。でも救命団は体作りが基本。今まで基本道理にこなしていたトレーニングが最良の訓練だということに今気付い──、

「ちげーよバカ」

「げはぁ!?」

　いつの間にか現れたローズが、走る僕を横から蹴けっ飛ばした。三回転して起き上がった僕にローズは嘆息する。

「今日は休めって言っただろうが」

「いや、体を動かさずにはいられなくて……って、ん？」

　ローズの肩に誰かが担ぎ上げられている。ぐでーんと動かないけど息があるようなので、生きているのだろう。どうやら今日の夕飯とかではないようだ。……いや夕飯だったら怖いんだけど。

　それにしても見覚えのある銀髪だな……なんというか城の地下に幽閉している黒騎士の中身と同……じ？

「は、はぁぁぁ!?」

「うるせぇ」

「理不尽!?」

　驚きの声を上げた僕をド突いたローズは、肩に担いでいる銀髪の少女を無造作に草が生い茂る地面に落とした。落とされた少女は顔を青くさせ困惑していたが、近くにいた僕の顔を見て絶句する。

　そして僕も絶句する。

　頭に生えた角、銀色の髪、褐色の肌。目の前にいる少女は本来地下牢に閉じ込められているはずなのに、どうしてここにいるのだろうか。

　慌てて、ローズに説明を要求する。

「な、なんて人を連れてきているんですかアンタ!?　黒騎士の中身の子じゃないですか!?」

「魔族なんて面白ぇじゃねーか。コイツは結構頑丈だから鍛え甲が斐いがある」

「いやいやいや!!」

　面白いとかそういうもんじゃないだろ!?　おつかい気分で、なんて人連れてきているんだッ!?

「魔力を封じてるから碌ろくなことはできねぇ。ま、一応この私自ら見張ってやる」

「なら安心ですね」

　なんだ、そういうことは早く言ってくださいよ。もう無駄に驚いちゃったじゃないですか。

　安あん堵どの息を吐きつつ、呆ぼう然ぜんと僕とローズのやり取りを見ている彼女に視線を移す。

「どういうこと、これは。ボクは、どうなる……？」

「とりあえず、今日から日記書く？」

　多分、数日中に現実逃避したくなることになるから。
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一日目




　ウサトに押しつけられた日記。これが何を意味するか分からないが、一応、今日起こった出来事を書き留めてみようと思う。何年ぶりかに文字を書いてみるが、意外と覚えているものだ。

　今日はあの女に無理やり牢屋から連れ出され、キュウメイダンと呼ばれる場所に連れてこられた。今も首には魔力を封じる枷かせが嵌められているが、これが一向に外せない。嵌められてから留め金が歪むように変形していた。

　今日あったことはそれだけだ。

　明日はローズに訓練を課せられるらしいが、人間程度が行う訓練なんて魔族であるボクにとってあまりにも簡単、身構える必要などないだろう。




二日目




　今日は死ぬかと思った。

　ボクは勘違いしていたのだ。人間が行う訓練だと思ったら、前提が違っていた。トング、アレクというオーガ種とミル、ゴムル、グルドいう名のゴブリン種と共に、明らかに過剰な距離を走らなければいけないという過酷なものだった。

　コイツらにさすが化け物だと言うと、奴らは自分達は人間だと主張しだした。……恐らく奴らはローズに飼いならされた魔物だろう。

　かわいそうに、自分を人間と認識しているとは。




　ボクは人間以上の身体能力はあれど、魔族の中ではそれほど高くはない。太陽が真上に昇る頃には、疲労のあまり倒れてしまった。狙っていたのかは分からないが、丁度やってきたローズはボクの足を平手でひっぱたき、無理やり立たせて走らせた。痛みはなくなったが、別の痛みがボクを襲ってきた。

　なんか「……ウサ…以下か……」と、小さく聞こえたが、なぜか目の前がうるんでいたせいで気にしている場合じゃなかった。




　ここは地獄だ、牢屋に戻してほしい。




三日目




　からだがうごかない。




四日目




　あの女は人間じゃない。動けないボクを蹴り飛ばして走らせるとかどうかしている。

　なんでウサトは笑っているんだ。

　こんなのがいつも通りなんてどうかしてる。




　おまえらみんな頭おかしい。




五日目




　今日はウサトを加えて走った。

　だが、おかしい。オーガ種やゴブリン種と一緒に走っているのに、ウサトは一向に息が切れる様子がない。ボクはあんなに苦しかったのに、ウサトも人間じゃないのか。……ボクを倒せるほどの生き物が人間のはずがないか……そう納得しかけたけど、治癒魔法は人間にしか目覚めないことに気付く。

　ウサトは人間だけど人間じゃない。

　ボクはそう解釈した。




六日目




　そういえば訓練が始まると、森の奥から何かが激突するような音が響く。そのたびに、ざわざわと鳥が一斉に飛び立ち、遠くの大木が揺れるのが見える。

　明日、疲れたふりして休んで見にいってみるか。

　サボるのは得意だし。




七日目










八日目




　ずるしてさぼってごめんなさい。




九日目




　信じられない話かもしれないが、ローズがウサトに尋常じゃない威力の拳をぶつける、という訓練を行っていた。拳をぶつけられたウサトはくるくると回転するように殴り飛ばされ、木々に激突し地面を数度跳ね、ようやく止まった。

　死んだかと思った。

　力に秀でたオーガでもあんな音で人は殴り飛ばせない。体の中心を真っ向から打ち抜く一撃。でも、ウサトは普通に起き上がり、お腹を治癒魔法の光で押さえながら痛そうな顔をしているだけだった。

　目の前で起きた光景が信じられなかった。こんなこと、ここに書かなくちゃ意識が保てない。ここは魔王領なのだろうか。起こっている事態は魔王領での範はん疇ちゅうを超えているが。




　頭がおかしくなりそうだ。




十日目




　なぜかウサトの訓練に興味を持っていると思われたらしい。

　夕食時、ローズに明日のウサトの訓練に同行してもいいと言われた。

　正直、ゴブリンやオーガ共についていくために体力を使ってしまったので、碌な返事は返せなかった。だけどこれはチャンスかもしれない。

　不本意ながら、ここに来て以来ずっと未知だったウサトの訓練を見れる。

　昨日は恐ろしい白昼夢を見てしまったが、あんなの人間がやる訓練ではないに決まっている。今度こそ、奴の強さの秘密を暴いてやる。

　なぜかウサトは猛反対していたが……恐らくボクに知られるのが嫌なのだろう。

　アイツのあんな顔が見れていい気分だ。

　今日は疲れたけど、なんか良い気分で眠れそうだ。







「………」

　間違って訓練場まで持ってきてしまった日記をパタリと閉じ、そしてもう一度開き中身を確認してから閉じる。

　どうやらボクはまだ夢の中にいるようだ。

　誰か、無理やりでもいいからボクの目を覚ましてほしい。この目の前で繰り広げられている訓練という名の拷問から──。

「だから避けろって言ってんだろうが！　受けることだけ達者になりやがってよォッ！」

「アンタ避けようとすると拳の軌道変えてくんだろうが!!　あんなもんどうやって避けろっていうんだよ！」

「んなもん見てから避けられんだろうが！」

「できるわけないだろ!!」

　ローズによって遥はるか後方に殴り飛ばされたウサトが平気な顔で起き上がり、その表情を恐ろしいものに変えローズに啖たん呵かを切っている。

　この数日間であの女の恐怖を刻みつけられた身としては、顔を鷲わし掴づかみにされてもなお態度を変えようとしないウサトの行動に戦せん慄りつを禁じえない。

「チッ、もう一度やるぞ」

「んだよ、舌打ちしたいのはこっちだよ、もう」

　双方、苛いら々いらとしながらも所定の位置へ戻っていく。

　距離十メートル。

　足を半歩広げて立ったウサトを睨みつけるように目を細めるローズ。

　人間の目じゃない。あんな化け物と真正面から戦おうとするなんて、あの第三軍団長は意外と強かったのかもしれない。相性の関係もあるが、自分では絶対に勝てない自信がある。

　若干の現実逃避をしている間に、ローズの姿が消える。

　今度は全く見えなかった。最初はなんとか見えるレベルだったのに。

　すぐさまウサトの方を見る。

「っぶな!?」

「……え、避けたの？」

　一瞬のうちにウサトの前にまで移動したローズが繰り出した拳を、身を翻して避けていた。

　信じられないが、ローズが繰り出した拳を視認してから回避した、のだろうか？　どちらにしても人間の域から逸脱しつつあることは確かだ。

「や、やった！　これで──」

「油断すんじゃねぇ」

「ごほぉ!?」

「え、えぇ……」

　ようやく拳を避けることができて嬉しかったのか、喜びの表情を浮かべたウサトの腹部に、無慈悲な追撃の回し蹴りが放たれた。

　バゴワァというおおよそ人体にぶつけてはいけない音が響くと同時に、空中で乱回転しながら綺き麗れいな放物線を描き、地面を四回ほどバウンドするウサト。

　まさしく鬼畜の所業である。

「だ、大丈夫か？」

　柄にもなく心配してしまう。

　だが、ウサトは腹部を押さえながらスクッと立ち上がる。やはりダメージがあったのかゆらゆらと揺れている。

　とりあえず近くに駆け寄り、具合を見ておく。しかし、バッと顔を上げたウサトは、ボクが近くにいるにもかかわらず勢いよく両の拳を空へ掲げ雄お叫たけびを上げた。

「やったぁ──!!　避けれた──!!」

「うわっ……」

　あまりにも突然に大声を出したからびっくりしてしまったけど、それ以上に全く堪こたえていないことに驚く。

「はぁー、よくやった。これで私が殴る必要もなくなったな。元の訓練に戻っていいぞ」

「ありがとうございました!!」

　腕を組み微笑を浮かべているローズにお辞儀したウサト。

　先ほどまで険悪そうだった二人を見ていたからか、冷や汗が止まらない。

　何か用事があったのかローズはそのまま宿舎に戻っていってしまった。あとはウサトが指示する訓練をすればいいと言っていたが──。

「いやぁ、まさか拳の軌道を変えるなんて、やっぱり団長は化け物だなぁ」

「その化け物にお前も片足突っ込んでいることに気付いてくれないかな」

「ん、なんか言った？」

　その言葉に重いため息をつくと、ウサトが訓練所の端の方に移動していった。

　荷物が置いてあるところに座り込み上着のようなものを取り出すと、彼はそれを着て立ち上がる。

「さてと、今日は君もいるから控え目に走るか。あ、そういえばさ、かなり今さらだけど訊いていい？」

「何を？」

「君の名前」

「すごい今さらだな……」

「いや、訊こうにも、夕飯とか色々済ませたらすぐに寝ちゃうからさ」

　確かにそうだけど、この十日間で一度も名前を知らないことが不自由だと思われなかったのは、なんか悔しいな。

「名前、か……」

　ほとんどの奴らに黒騎士と呼ばれていたから、ボクを名前で呼ぶのはあの第二軍団長の奴しかいなかったな。

　ここではローズに教えていたはずだが、思い返せばアイツはボクの名前をウサトの前では呼んでいなかった気がする。

　……他人に促されて名前を言うのは久しぶりかもしれない。

「フェ、フェルム……。親からはフェルって呼ばれてた」

　若干の緊張と共に放たれた言葉に、ウサトは一度頷うなずくと……。

「フェルムね。じゃあ、今からランニングするから準備して」

「……おい」

「ん？」

「それだけか？」

「それだけだけど？」

「……」

　反応が淡泊すぎてすごく気に入らない。とりあえずウサトの足をつま先で蹴った後に、ボクも準備体操を始める。

　結構な力で蹴ったはずなのに痛がる素振りを見せないウサトは、その場で軽くジャンプして調子を確かめている。コイツ……ッ。

「軽く走った方がいいよね？」

「バカにするな。ボクだってあの化け物共についていけるようにはなったんだ」

「うーん、ついていける程度じゃ駄目なんだよなぁ」

「……は？」

　笑顔でそう言い放ったウサトは跳ねるように軽く走り出す。

　ナメているのか？

　ボクはバカにされて黙っているほど殊勝な性格はしていない。口の端が自然に歪むのを自覚しながら、ウサトを追いかける。

「大体、前からお前のことは気に入らなかったんだ……ッ」

「ははは、気に入られるほど仲良くしていないからね」

　ウサトを追い抜くように速度を上げると、ムカつく笑顔で並び、そう呟つぶやく。

「……ッ！」

　この十日間、ここにいて分かったけど、やっぱり化け物だコイツ。

「……くそぉ！」

「あ、ちょっと。ペース配分は僕に任されてるから──」

「うるさい！　お前なんかにっ、お前なんかに負けるかぁ!!」

　意地でも引き離してやる。

　生意気な治癒魔法使いに、魔族と人間の差を教えてやる……ッ。
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「……おい、ウサト」

「はい？」

「お前に任せたあのヘタレはどうした？」

　一日の訓練が終わって団員全員で夕食を囲んでいる時、フェルムの席が空いていることに気付いたローズが僕に問いかけた。

　その質問に、苦笑しながら答える。

「いや、何だか倒れちゃったんですよ」

「倒れたぁ？」

　ローズとの訓練の後に日課の走り込みを行っていたのだけど、僕に対抗心を燃やしたフェルムが自分のペースを顧みずに全力疾走をした末に、失神した。

「ちゃんと治癒をしてから部屋に寝かせたので大丈夫ですよ」

「ハァ、明日の訓練中に倒れられると面倒だ。後で飯を持っていってやれ」

「分かりました」

　呆あきれたように額を押さえた彼女に小さく「ツンデレか……？」と呟きながら隣の空席を見る。

　フェルムは思ったより子供だ。僕に対抗心のようなものを燃やしているのもそうだけど、自身の体調を顧みずに動くところが子供っぽい。

「ははは、あの嬢ちゃんは倒れちまったのかよ！　ウサトは手加減知らねぇからなぁ！」

「僕は普通に走ってただけなんだけどね」

「お前の普通は頭おかしいレベルだからな、少なくともテメェは人間じゃねぇよ」

「うっせぇ！　団長よりはまだ人間だよ!!」

　化け物みたいな扱いされて黙っていられるか！　とばかりに失礼な言葉を吐いたゴムルを睨みつけ、勢いよく立ち上がる。

　瞬間、僕の顔の横を何かが横切った。

　後ろを見ると、ビィィンと壁に木製のスプーンが突き刺さっており、前を向くと冷たい笑みを浮かべ僕を睨みつけたローズが視界に映る。

　頬の傷を治しながら、ゴムルとアイコンタクトを交わす。

「ゴムル君、人にそんなことを言うのはよくない。でも、僕も言い方が悪かった。ごめん」

「俺も人間じゃないなんて言いすぎた。マジごめん」

　救命団はみんな仲良し。

　怯えながら横目でローズを見ると、許してくれたのか、うんうんと頷いている。

　良かった。折せっ檻かんだけは回避できたみたいだ。

　ってか、木製のスプーンって壁に突き刺さるほど尖とがってたっけ？

「十日間見てきた限りじゃあ、アイツは魔族にしちゃ体力がねぇ。姉御は今後どういった感じでアイツを鍛えるんですか？」

　アレクが見た目にそぐわない無駄に行儀の良い手つきで料理を口に運びながら、ローズに尋ねる。

「ああいう魔法の性能にどっぷり浸つかった小娘は、適度に挫折させときゃ勝手に大人しくなんだろ。なぁ、トング」

「……勘弁してくだせぇ」

　バツが悪そうにローズから視線を逸そらすトング。救命団の中でもトングは結構な古株らしいから、色々あったんだな、多分。

「トング、何か団長にしたの？」

「うっせぇ、テメェには関係ねぇよ」

　訊いてはみるものの、拒絶されてしまった。

　よほど、明かしたくない恥ずかしい過去とみた。後でアレクか誰かに訊いてそれでおちょくろう。

　密ひそかにそう心に決め、最後のパンの一切れをスープで流し込み、一息つく。

「……ふぅー」

「ウサト」

「はい？」

　今度はなんだろうか。新しい訓練について？　いや、さすがにあれ以上の苦行はもうない……はず。

「明日の早朝、城へ行ってこい。ロイド様がお前と勇者二人に話があるらしい」

「と、いうと……」

「ああ、ようやくこの国もこれからの方針を決めたらしい」

　それじゃ、書状を出す日もそう遠くないってことか。その前にローズとの訓練が終わってよかった。

　だいぶ耐久力も反射神経も成長したし、よほどの奴に攻撃されない限り死なない程度にはなった。……あれ？　回避力を上げる訓練だったはずなのに、耐久力の方が上がっている気がする。

　気にしたら、駄目か。

「アマコも連れていった方がいいですよね？」

「ああ。むしろ、連れてこい」

　ん？　王様が会いたがっているのかな？

　まあいいか。城に行く前にアマコを迎えに行こう。

　手元の皿を片づけながらこれからのことについて考える。書状を渡すってのも気になるけど、そのために注意しなくちゃいけないのは、避けて通れないであろう危険地帯や村、集落、そして険しい山々。

「地形について知らなきゃな……」

　ウェルシーさんあたりに頼んで、獣人の国までの地図を見せてもらおう。

「それじゃ、明日城へ向かいます。ご馳ち走そう様でした」

　食器を下げ、食堂から出る。

　明日は早く起きなくちゃいけないから早く寝よう。その前に未いまだに寝ているフェルムに晩ごはんを食べさせなくちゃいけない。

「……叩き起こすか」

　体はなんら問題ないはずだ。

　そもそも、疲労と傷を治す治癒魔法にかかれば、呪いや精神的疲労などの概念的なもの以外なら基本的には効く。

　というわけで、現状フェルムはただ惰眠を貪むさぼっているだけということになる。

　僕は、ローズのように気絶している人を無理やり目覚めさせて走らせるというような鬼畜ではないので、ベッドに寝かしてはおいたけど、明日のことを考えると、起こしておいた方がいいな。

　彼女の寝ている部屋の前に立ち、ノックをする。

　彼女が今住んでいる部屋は物置として使っていたところで、前はウルルさんとオルガさんが使っていたらしい。フェルムが来た翌日に、住める程度には掃除しておいたけど、あいつ、散らかしてないだろうか？

「まだ寝てるのか。はぁ」

　反応はないので、まだ起きていないのだろう。

　大きなため息をつきながら扉を開けると、なんら生活感のない部屋の隅に、蝋ろう燭そくの明かりで照らされた机に向かって何かを書いているフェルムの姿が見えた。

「……」

　何やら必死に書きなぐっているように見えるけど、起きているなら早く下へ来てほしかったな。部屋に入ってきた僕に気付いていないのか、時折唸うなりながら頭を振っている彼女に近づき、声を掛けてみる。

「おーい、フェルムー」

「うわあ!?」

　どんがらがっしゃーん、という擬音がつきそうな勢いで椅子から転げ落ちたフェルムに苦笑しながら、足元に落ちた手帳を拾いその表紙を見る。

　……僕があげた日記だね。

　使ってくれているとは、ちょっと嬉しいかも。

「大丈夫？」

「だ、誰のせいだと思って……っ」

　手を差し伸べるも、見事に払われる。

　起き上がったフェルムは、僕の手元にある手帳を見ると、口をパクパクとさせる。

「ん？　ああ、これ使ってくれてるんだね、ありがとう」

「か、返せ！」

　顔を真っ赤にさせたフェルムに日記をぶんどられる。

　いや、あげたけど元は僕のだからね？

　律りち儀ぎに日記を書いてくれるなんて、結構素直なところもあるじゃないか。元から悪い子ではなかったのかもしれない。ちゃんと接してあげればどこにでもいる同年代の子供だ。

「中を見ていないな？　見ていたら殺す。ぶっ殺す」

　安易に殺そうとしてくる点を除いて、だけどね。どちらにしろ魔力のほとんどを封じられている彼女じゃそれは無理だし、僕との相性的にも無理だ。

「夕飯、食べるでしょ？　食べなくちゃ明日、空腹のあまり吐くよ？」

「吐くとか言うな。……ちゃんと食べる」

　何が気に入らなかったのか、仏頂面でそっぽを向き部屋の外へと歩いていく。その際に日記を大事そうにポケットに入れているのが見えて、少し笑ってしまったけど。

「ま、ここの生活が充実していそうでなによりだよ」

　見た目が同じ人外のトング達も彼女を受け入れているようだし、喧けん嘩かとかの心配はもういらないようだ。

　訓練に関しては僕も耐えられたわけだし、オルガさんとは違い体も丈夫だ。少しサボり癖がある点もローズが力技で矯正してくれるだろう。

　あとは、カズキや犬上先輩が彼女を許すかどうか。過ぎたこととはいえ一度殺されそうになった相手をそんな簡単には許せるはずはない。

　というより──。

「いつまでボクの部屋にいる！　は、早く出てけ!!」

「はいはい」

　フェルムと一つ屋根の下で暮らしているこの状況。

　あの犬上先輩がどんな反応をするか心配だ……。





　　第五話　ウサト、模索する!!　の巻







「私、城に入るの初めて」

　僕の隣で城を見上げ感嘆の声を上げている狐きつねの獣人、アマコ。

　彼女を連れた僕は、昨夜ローズに言われた通りに早朝の城を訪れていた。

　いつも通り守衛さんに挨拶してから城の中に入る。城に入るとすぐに、二人のメイドさんが一礼して僕達を城へ迎え入れてくれる。

「ウサト様と、お連れ様、ですね。ロイド様の元へお連れいたします」

「……ウサトってすごかったんだね」

「意外そうに言わないで、僕も似合わないのは自覚しているから」

　様付けに慣れていない僕は、ぎこちない笑みを浮かべる。

　そのまま見慣れた通路を歩き、王様のいる広間へ案内される。メイドさんが扉を開け促された通りに中に入ると、王様とセルジオさん、多くの騎士さんとシグルスさんにウェルシーさん、そしてカズキと犬いぬ上かみ先輩がいた。

「おお、来たかウサト」

「数日ぶりです」

「彼女が件くだんのアマコか？」

　王様の優しげな瞳が隣にいるアマコへ向けられる。僅わずかにビクついた彼女だが、王様を見据え小さく頷うなずく。

「そうか。さて、全員揃そろったようなので、話を始めたいと思う。ウサト、お主達もカズキ達のいる場所で聞いてほしい」

「はい。ほら、行くよアマコ」

「う、うん」

　緊張していたのか、軽く肩を叩たたくと尻尾をピーンと張らせこちらを見て返事をする。

　やっぱり一国の王に会うのは緊張するものなのだろうか。僕は何度も会っているからあんまり感じなくなっちゃったんだけど。

　アマコと共に犬上先輩とカズキのいる広間の端の方へ移動する。

「やあ、ウサト君」

「よ、ウサト」

「二人とも元気そうでなによりだよ」

　なんだろうか、犬上先輩もカズキもこの十日間で少し変わった気がする。

　些さ細さいな変化だけど、二人も特別な訓練をしていたのだろうか。やっぱり、旅に出るかもしれないと聞いたからかな？

「皆に集まってもらった理由、それは他国への協力を要請する書状を、もう一度送るということになったからだ。これは大臣、並びに軍団長らと共に出した結論だ。二度目の魔王軍との戦いは、一度目の戦いと比べ苦しいものになった。我らの助けとなってくれた勇者達も死の危険に晒さらされ、救命団の存在がなければ、死傷者は数え切れないほどになっていただろう」

　表情を渋くし、一いっ旦たんそこで言葉を切った王様が広間を見渡す。

　僕も軽く見渡してみるが、王様の言葉に反対するような表情を浮かべている者は誰もいない。むしろ覚悟を決めたように気を引き締めているみたいだ。

　その様子を見て、改めてこの人は慕われているんだなぁ、と思う。

　裏表のないまっすぐな彼だからこそ、たくさんの人がついてくる。そして一つの国を形作り、主あるじである王様の性格を体現したような国となった。

「私達も行動を起こそう。今までさんざん目先の脅威に怯おびえてきた。たとえ拒絶されようとも、魔王という脅威に晒された我らがその脅威を伝え、そして団結しなければならない。書状を送るのは十五日後、大陸に存在する多くの国に送る予定だ」

　大陸の、か。そうなると一つの書状を出すのに大勢の人は動かせないな。

　しかも一度目は協力を断られたとなると、ただ書状を送るだけでは効果はないだろう。だとすると──、

「この任務は、スズネ、カズキ──」

　それを任されるのは特別な者。

　即すなわち、勇者。

「そして、ウサト。お主達に頼みたい」

「そう、そしてこの僕が……って、あれ？」

　うんうん、と頷いているところで名前を呼ばれ、呆ほうけてしまう。

　犬上先輩やカズキ、そしてシグルスさんも当然とばかりに頷いている。どうやら誰も反対する者はいないらしい。

　僕と同じように呆けていたアマコが「ウサト、すごかったんだ……」と呟つぶやいているのを聞き流しながら、王様に一言物申そうとするが──、

「すまない、お主達には苦労ばかりさせてしまって」

「いえ、俺達もこの国の人達が大事ですから、喜んでその任、受けさせてもらいます」

「ふふふ、色々な国に行けるのか。大変だけど楽しそうだ。ウサト君もそう思うだろう？」

「……はい、そうですね」

　行くことには異論はないが、そこまでの大役を任されたことに、周りにばれないように小さなため息をつく。

　そんな僕の気持ちを知ってか知らずか、嬉うれしそうに口元を綻ほころばせた王様が、僕とアマコに視線を向ける。

「ウサトもすまないな。しかし、お主が書状を送る場所は幾分か特殊でな」

「特殊？」

「それは後で説明する。とりあえずは、皆に伝えるべきことは伝えた。これでこの会合は終わりにするが……スズネ、カズキ、ウサト、アマコ、そしてウェルシーとシグルスはここに残ってくれ」

　そこで王様は話を切り上げた。

　広間にいた人達が列となって扉から出ていくが、僕とアマコ、そして犬上先輩とカズキ、シグルスさんとウェルシーさんはその場に残り、王様に視線を向けていた。

　ん？　三人ほど見慣れない人達がいるけど、誰なのだろうか。

　首を傾かしげながらその三人組を見ていると、その一人と目が合いウィンクされる。やけにフレンドリーな人だなぁ、と思いつつ僕は王様の言葉を待つ。

「まずは、アマコよ。国を破滅の未来から救ってくれたこと、感謝する」

「え!?」

　人払いの後、王様が突然アマコに頭を下げ感謝の言葉述べた。

　王様の突然の行動に、シグルスさんもウェルシーさんも慌てる。

　でも、一番慌てていたのは他ならぬアマコである。

「皆の前では無理だったが、ここで礼を言わせてもらおう。国を救ってくれたお主には、できるだけ助けになりたいと思っている」

「それじゃあ……」

「ウサトに最後に書状を送ってもらう場所は、水の国、ミアラーク」

「！　そこって──」

「大陸の中心を流れる大河に位置する水上の都市。その対岸の遥はるか先にあるのが、獣人の国だ」

　なるほど、だからこそ王様は、書状を送るという名目で僕をそのミアラークという国に行かせ、ついでに獣人の国へ行けるように便宜を図ってくれたのか。

「しかし、道のりは険しい。ウサトには申し訳がないが……」

「僕からの頼みでもありますので、喜んで引き受けさせてもらいます」

「……すまないな」

　むしろ礼を言うのはこちらの方だ。

「書状を送る国についてだが……アルフィ、お前はウサトに」

「はいっ、仰せつかりました！　ウサト様と、アマコ様でしたね。こちらへー」

　学者然とした服を着た、髪を三つ編みにした女性が、広間の外へ僕達を促す。

　さっきウィンクをしてきた人だな。

　王様と犬上先輩達に一礼して通路に出ると、前を上機嫌に歩く女性は弾むような声で僕とアマコの方に振り返って言った。

「会うのは初めてですね。私はアルフィ。この国でお抱えの学者をさせてもらっています。まー、学者といっても研究していることは結構幅広いんですけど、簡単に言えば、この国の発展に繋つながる文献をまとめて一つの報告書としてロイド様に提案したり、有事に備え知識を蓄えている感じですねー。つまりは、基本的に暇な感じの人と思ってくれて構いませんよ。今回はウサト様が書状を渡す国についての地理を一通り教えたいと思います。あ、でもそんなに難しくはないですよ。道はちゃんと作られているので、モンスターや盗賊に気を付けていれば数ヶ月程度で全て渡し終えられると思います」

「ウサト、この人、話長い」

　奇遇だね。僕も同じことを思ったよ。

　矢継ぎ早に全ての要件を話し終えたアルフィさんは、アマコの言葉に対してもニコニコと笑いながら前方を歩いている。

　要するにこの人が、書状を渡す国とか地理とかについて色々教えてくれるんだね。

　前を歩くアルフィさんは、僕がまだ行ったことのない城の端の方へ歩いていく。

　窓が少ない場所に着くと、木製の扉の前で立ち止まった彼女が笑顔でこちらへ振り向き、その扉を指し示した。

「ここでーす。一応、私に与えられた私室なのですが、遠慮せずに入ってくださーい」

「はぁ」

　言われるがままに部屋に入ると、恐ろしい量の紙と本が天井に届く寸前にまで積み上げられた、凄すさまじい光景が目に入ってきた。

　僕達が通る道を作るためか、床に散らばっている紙と本を手で払いながら、アルフィさんが椅子とテーブルを用意してくれる。

　困惑しながら僕とアマコが椅子に座ると、本棚をガサゴソと漁あさっていたアルフィさんが、一冊の一際大きな書物を取り出し埃ほこりを払った。

「さーてと、地図地図地図……っとこれだ。うん、じゃあ説明させてもらいます」

　アルフィさんは、その書物の間から一枚の大きな地図を取り出すと机へ雑に広げ、指差しながら説明を始める。

「今、私達が住んでいるこのリングル王国は、魔王領から最も近い場所にある国です」

　大きな緑色の場所、恐らく魔王軍と戦った平原地帯であろう所から少し離れたあたりを指す。周りには森や小さな村と思われる場所がちらほらと見られるけど、近くに大きな国はない。

「そして、魔王が支配する場所は、平原地帯を通る大きな川の向こう側にあって、奴らは川を越えてやってきました」

「なるほど……」

「初めに言っておきますと、ウサト様と勇者様達は最初に同じ場所へ向かいます」

「同じ？」

　それぞれが書状を渡しに行くなら、別々に行った方がいいのではないか？

「疑問に思うのは分かります。しかし、リングル王国から直接だと、道中険しい道を通る必要があるので、やや遠回りしてでも安全な道から行ってもらいます。よって書状渡しの旅はここ、魔導都市ルクヴィスからってことになります」

　魔導都市ルクヴィス。

　まだ、よく分からないけど、魔導というからには魔法に詳しい国ということなのかな？

「もちろん、ルクヴィスにも書状は渡します。あそこは魔法に関しては大陸でも随一を争う人達がいますから。でも、魔法の素質による差別も激しいからウサト様は気を付けてください。ローズ様に治癒魔法の手ほどきを受けた貴方あなたが、うっかり学生をぶっ飛ばしたりしないか心配ですから」

　茶目っ気たっぷりに笑ったアルフィさんの言葉につられてアマコもクスリと笑う。

　僕は笑えないんですけど。

「冗談きついですね。僕はそこまで化け物じゃないですよ」

「面白い冗談ですねー」

　すごい笑顔で冗談だと思われた……。

　僕は人間だ。ローズみたいに人間をピンボールみたいに飛ばせるほど怪力じゃないし、気絶した人間を蹴けり飛ばして走らせるような鬼畜でもない。

　全く、救命団だからといって僕とローズが同じに見えるとかおかしいよ。

「ローズ様を化け物呼ばわりとは、評判通りのお人のようで。さて、ルクヴィスで書状を渡したら、次に貴方は三つの国を訪れ書状を渡さなくてはなりません」

「三つって、獣人の国を加えると四つか……」

「ああ、違います。獣人の国も込みの数です。一つは最終目的地であるミアラーク、ここにある国です」

　続いて指差したのは、大きく広がった大河が円形に肥大化している場所、その中心に国らしきマークが置かれている。

　リングル王国から遠いな。

「ここを統治する女王に書状を渡すのと、あとはルクヴィスから少し離れた場所にある、ここです。祈りの国、サマリアール」

「サマリアール……っ」

　その名を聞いてビクリと震え、尻尾をピンと伸ばすアマコ。

　この国に何かあるのか？　何だろう、すごく嫌な予感がする。

「ここは、ある意味最も協力をしてくれそうな国なのですが、少し亜人に対しての苦手意識がありまして……」

「それが過剰、というわけですか」

「そういうわけです。なので、この国に入る際には、アマコ様には細心の注意を払ってもらいたいのです。入る分には大丈夫かと思われますが、やはり王に謁えっ見けんする際は連れていかない方がいいでしょう。事情を知る者としては心苦しいのですが、獣人の国へ向かうルートは、勇者様達とは逆になってしまうので……」

「いい、謝らないで。助けてくれるだけで私は嬉しいから」

　祈りの国か。

　宗教的なものが強そうだけど、大丈夫かな。僕って神様とかあまり信じていないから、そういうのに影響はされないと思うんだけど。もし王様がバリッバリの亜人排他主義だったら、アマコのことがバレたら大変なことになりかねないぞ。

「でも意外と少なくないですか？　僕達が送るのが三つだけなんて」

「あまり時間は掛けられないですからね。他の国々には別の立場にある騎士様方が責任を持って送ってくださるでしょう。ただ、勇者様やウサト様が直接渡しに行く国々の王は皆、気難しい方ばかりでそう簡単には協力してくれるような性格ではありません。でも、彼らからの協力を得ない限り、魔王との戦いなんて無理な話なんです」

「……」

「だからリングル王国は、この国の主力である勇者様方とウサト様を派遣するという行動をもって、誠意と覚悟を見せているのです」

　……すごい責任重大じゃないの、僕。

「僕が訪ねたくらいで誠意を見せられるか分からないんだけど」

「それは、貴方次第です。お気付きではないでしょうけど、この国で貴方を知らない者はいません。救命団は皆の命の恩人ですからね。他国にも噂うわさ程度には伝わっているのではないでしょうか？　信じられているかどうかは別ですが……」

「僕は有名になってもちっとも嬉しくないですよ……」

　ため息をつきながら肩を落とす。噂が独り歩きしなければいいけど。

　まあ、その時はその時か。

「それで、獣人の国についてなのですが……正直に言うと私共は獣人の国についてはあまり知らないのです。ミアラークの船で対岸まで送ってもらえるということまでしか……」

「そこは大丈夫、ウサトには私から説明しておくから」

「そうですか。それならば安心です。なにぶん閉鎖的な国ですから、資料も一昔前のものしかなかったんです」

　それはそうだろう。なにせ、人間という存在に差別され、疎まれ、辛酸を舐なめさせられている種族の国なんだから、オープンなわけがない。交流なんてあったもんじゃないだろう。

「旅には何人ほどで行く予定なんですか？」

「できるだけ少数が好ましいので五人ほどですね。でもウサト様はもっと少ない方がよいかもしれません。戦場を駆けるほどの体力がある貴方は人が多いと動きにくいでしょうし」

「いや、まあ……そうなんですけども」

　見事に言い当てられてしまった。

　この人、僕の考え結構分かっちゃってるぞ。

「勇者様を同行させるという話も出たのですが、最終的に向かう獣人の国は、近年目立ってきた奴隷や差別などの問題で警戒心が増しています。潜在的に高い戦闘力を持つ勇者様方では、アマコ様が一緒にいたとしても敵対しているとみなされ即座に攻撃される可能性があるので、結局はウサト様を中心に一人か二人ほどの騎士がついていくことが穏当と考えました」

「僕の場合、ある程度知識と常識がある人がついてきてくれれば大丈夫です。確かに、あまりに多くの人で押しかけちゃうと獣人側も過敏になりそうだし」

　うんうんとアマコが頷いているあたり、僕の言っていることはあながち間違いではないようだ。

　そうすると誰が来てくれるのだろうか。盗賊とかにも負けないような強い人がいいな。

　あ、あの人なら、信頼できるかも。

「あの、一緒に来てくれる人ですけど、アルクさんはどうでしょうか？」

「アルク……あ、あの守衛の！　なるほど、彼ですかー。彼なら意外と博識ですし……うーむ、ウサト様は良い眼めをお持ちです」

　赤髪のカッコいい守衛さんこと、アルクさんなら、盗賊にも負けないし、魔王軍との戦いの時も僕達救命団を守ってくれた信頼できる人だ。

　それに、明るい常識人だ。

「この後、確認を取ってみます。彼ならその場で請けてくれるでしょう。えーと、説明は終わって……って、あああ、忘れてました。獣人の国へ行った後の話です」

「行った後の？　そうか、僕達はここに帰らなくちゃいけないんだな」

　完全に忘れてた。ずっと獣人の国、獣人の国って考えてたから失念していた。

「帰りは単純です。またルクヴィスへ戻り、そこから帰るだけですね。帰りにも書状を送ってもらえるといいのですが、さすがにそこまでさせることはできません」

「なんとも味気ない帰りになりそうだね……」

　ま、行きよりは……楽、かな？　ちゃんと使命を全うできる目め処ども立っていない状況で言うのもなんだけどね。

　一通りのことを話し終わったのか、アルフィさんは僕とアマコに一礼してから王様のいる広間へと報告しに行ってしまった。

　とりあえず今日のところは帰ってもいいと言われたので、そうすることにした。

　犬上先輩やカズキとも話したかったけど、二人も旅の話を聞いて色々と考えることもあるだろうから、また別の日にしておこう。幸い出発は半月後なのでまだまだ時間はある。

「じゃ、帰ろうか。送っていくよ」

「ん。ありがとう」

　アマコに歩調を合わせて歩き始める。

　とりあえずの方針は決まった。三つの国に書状を渡して、アマコのお母さんを助けに行く。

「僕達が行く最初の国はルクヴィスってところかぁ。どういう所なんだろうね」

「ルクヴィスには、私も行ったことがある」

「そうなの？　どういう場所だった？」

　前知識として知っておいて損はないからね。

　僕の言葉に一瞬だけ足を止めたアマコだが、すぐに元の歩調で歩き出しながら、口を開いた。

「魔法を教えてくれる学園があって、大人よりも子供が多いところだった」

「へぇ、子供が多いのか。魔導都市というからには、魔法とかを研究しているおじいさんとかがたくさんいるところかと思った」

　イメージとしては、本を漁っている長いヒゲの老人が黙々と魔法の研究を行っている感じかな。でも、子供の方が多いって聞くと、僕達くらいの年齢の子の育成とかを行っているのだろうか。

「魔導っていうからには、魔法を扱う人がたくさんいるんだよね？」

「うん。大陸中から人が集まってくるから、色々な系統の魔法使いがいる。それに……」

　そこで一旦言葉を区切ったアマコは、僕の顔を指差す。

「治癒魔法使いもいた」

「……ルクヴィスにもいるのか」

　救命団以外の治癒魔法使い。

　一体、どのような人なのだろうか。ローズや僕とは違った治癒魔法を使うのかな。ちょっとルクヴィスへ行くのが楽しみになってきた。

「あまり期待しない方がいいと思う。それに、治癒魔法ってあまり評価の高い魔法じゃないから、ウサトの想像しているようなものじゃない」

　確かに治癒魔法は無系統魔法も使えず、治すことしか能のない魔法だ。

　しかも、無系統魔法には回復魔法という応急用の魔法がある。より簡易的な手段があるのなら、治癒魔法という尖とがった魔法に頼るよりもずっといい。

　魔法を扱う人が多く集まっているルクヴィスでは、治癒魔法持ちは結構肩身の狭いを思いをしているのかもしれないな。

「治癒魔法使いを探していた君なら、会ったことはあるんじゃないのか？」

「……うん、予知の中でしか話していないけど」

　歯切れの悪い言い方だな。

　怪け訝げんに思い続けて訊きいてみると、少し言い淀よどみながらも彼女は話してくれた。

「予知の中で、彼と話してすぐに分かったの……」

「なにを？」

「彼は私を助けられないし、私も彼を助けられないって。彼を取り巻く状況は簡単なものじゃないし、彼自身、誰も信じられないようになっていたから……」

　さっき言っていたあまり期待しない方がいいって言葉も、彼女の話す治癒魔法使いに関係あるのかな。

　どちらにせよ、これ以上訊かない方がよさそうだ。

「教えてくれてありがとう。少し急ごうか」

「うん」

　ルクヴィスの治癒魔法使いか。

　色々事情がありそうな感じだけど、一度会ってみたいな。

　……とりあえず、まずはローズに今日決まったことを報告しに行こうかな。
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「──というわけです」

「ふぅん」

　アマコを送り届けた後、僕は訓練場でフェルムの訓練を見ているローズにこれからのことを伝えた。

「随分と面倒くせぇ国に行くことになっちまったな。ま、お前なら大丈夫だろ」

「そんな楽観的でいいんですか……」

「なんだ、不安か？」

　ニィと笑みを浮かべこちらを見るローズに、諦めに似た感情と共に思わずため息をついてしまう。

「初めてここに来て団長と訓練した時よりかは不安じゃないですよ」

「ハッ、言うじゃないか」

「ちょ、ちょっと、ボクは、無視か……」

　カラカラとおかしそうに笑ったローズの下で、苦しそうに腕立て伏せしているフェルムを見て、僕は頬をかく。

　彼女を見ていると、ここに入った時の自分を思い出すな。

　見ていて懐かしい気分になる。

「ま、頑張りなよ。僕はもっと厳しかったし」

「っ!?　クッ、お前にできたんならボクにもできるに決まってるだろッ」

　ジワリと汗をかきながら必死に腕立て伏せを行うフェルム。彼女の上に乗っているローズは呆あきれたように髪をかき上げると……。

「そろそろコイツを『森』へ連れていくから、その間は留守を頼むぞ」

「……早くないですか？」

「コイツはすぐに楽をしようとしやがる。一度、そうできないような場所に叩き込むしかねぇ」

　この鬼は強制的にフェルムの怠け癖を矯正するつもりか。

「……時期はどうあれ、誰もが通る道なんですね」

「お前の時が特別だ。コイツは少し根性が足りねぇからギリギリまで放置するつもりだけどな」

　腕立て伏せに夢中で気付いていないだろうが、明日、フェルムは地獄と理不尽を知るだろう。でも僕よりは酷ひどいことにならないと思うのでそこは安心な、はず。

「か……はっ……」

　急なオーバーペースで運動してしまったからか、バタンと崩れ落ちるように地面へうつ伏せに倒れるフェルム。彼女が崩れ落ちたことで必然的に座っているローズも椅子に座るような体勢から、座椅子に座るような体勢になる。

「チッ、またか。これで何回目だぁ？　起きろ。腕立て伏せ五〇〇回追加だ、この無駄飯食らいがぁ！」

「ぐふぇ……うっ、うぅ……うぅぅ……」

「うわぁ、もう何度も倒れてるのに無理しちゃったのか、この子」

　立ち上がったローズは、僅かに肩を震わしている彼女を治癒魔法を纏まとった足で足あし蹴げにしながら罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き始めた。

　次第に泣き声のようなものが聞こえてきたので、僕は無言でその場を後にする。

　このままだと巻き込まれそうだ。訓練に付き合うのは構わないが、多分、僕をずっと恨み続けるような悲しいことがフェルムに起きかねないだろう。

　というより、すすり泣きが聞こえる時点で既に起こっている感はいなめないけど。

「……うん、頑張れ」

　僕のこの声が彼女に届くことは、多分ない。
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　翌日、厩きゅう舎しゃでブルリンに朝ご飯をあげていた僕の耳に、聞きなれた女の子の悲鳴が聞こえてきた。

　なんとなく察しがついてブルリンと共に小屋の外に出てみると、大きなリュックを担ぎ気を失っているフェルムを抱えたローズが宿舎から出てきた。

　第三者から見ると果てしなく異様な光景に見える。

「きゅー」

「おわっ」

　何かがばふっと後ろから僕の肩に飛び乗ってきた。横を見れば、黒い毛並みに愛くるしい赤い瞳。

　ああ、そうか、ローズはこいつを探していたんだな。

「ククル、団長が呼んでるぞ」

　どうやらこいつは僕の時のように、これから『森』へ行くフェルムを助ける芝居をするようだ。事実、こいつの感知能力には助かってはいたけど、あの森で育んだ友情が仮かり初そめのものだったと思うと、なんだかすごい憎たらしい。

　でも、今もこうして僕の肩に乗ってくれるということは、それなりには懐いてくれているということなのかな。

　肩の上で毛づくろいをしているククルを軽く撫なでながら、しみじみとそんなことを考えていると、ぴょーんと、僕の肩から飛び降りたククルが、なかなかの俊敏さでローズの足元に走り寄り、ローズの肩に昇っていった。

　ククルが来たことを確認したローズは、今度は僕の方を見る。

「じゃあ、しばらく戻れねぇから頼んだぞ」

「はい！　いってらっしゃいませ!!」

　ギンッ、と睨にらみつけられながらそんなことを言われ、思わず敬語で返す。

　僕の応対に満足そうな表情を浮かべたローズは、ククルと共に外へ通じる門の方へ歩いていった。

「グル……」

　足元では「さっさと飯よこせ、コラ」とばかりに、ブルリンが僕の足を殴りつけている。

　ああ、そういえば君にご飯を食べさせていた最中だったね。

「食いしん坊め、これが欲しいのか」

「ハフッ……ハフッ……」

　手に持った果物をブルリンの口元に持っていき食べさせる。

　前は指ごと食べられるのではないか、と恐々としていたけど、意外とそんなことはない。

　ブルーグリズリーは習性上、獲物を食い散らすようなことはない魔物なので、出された食べ物は意外と丁寧に食べてくれるのだ。

「………団長がいない間どうしようかなぁ」

　ブルリンに果物を食べさせながら出発までのことを考える。

　今日を含めて十四日間の猶予がある。普通なら訓練をしつつ、体調を崩さないようにするのがベストだけど……それだけではあまりにも変化がない。

　肉体面は旅の途中でも鍛えられるだろう。なら、今ここでしかできないことをするのが重要なのではないか？

　ここでしかできないこと……勉強？

　それはローズに貰った本を熟読していればある程度は大丈夫だ。

　じゃあ、格闘技とか剣技？

　そもそもの話、殴る蹴るしかできない格闘経験皆無な僕が、十日やそこらで碌ろくに学べるとは思えない。でも一応齧かじっといて損はないので、これも考えておこう。

「あとは……治癒魔法、かな？」

　思えば、僕は治癒魔法について少ししか知らない。怪我と疲労、そして病気を治せるという漠然としたことしか知らないのだ。

　ならば、ローズがいないこの期間に治癒魔法について理解を深め、その扱いを極めればいいのではないか？

　幸い、この国にはローズ並みにすごい治癒魔法を使う人がいる。

「訓練が終わったら行ってみるかな」

「ググ……」

「ああ、ごめん。手が止まっていたね」

　もう一つ果物をブルリンに与えながら、これから出発までのことに考えを巡らせる。

　ローズと同等の治癒魔法の使い手、オルガさんならよく知っているはずだから、色々教えてくれるだろう。

　今日はいつもより早めに訓練を終えて診療所に行ってみよう。
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「スズネ殿、どこへ向かわれるのですか？」

「ん？　救命団の所までだね」

　日がだいぶ昇った時間帯、少しばかりの休みを貰った私は、ウサト君のいる救命団へと足を運んでいた。

　その途中、城門を通ろうとしたところでアルクに声を掛けられた。

「ウサト殿の所ですか!?」

「え、ええ」

　やけに語尾に力が込もった、後輩気質な喋しゃべり方をする彼に押されながらも頷く。

　彼は城の守りの要かなめである城門の警備をしている騎士の一人であり、シグルスにも一目置かれている騎士だ。

　近衛の騎士や隊長という職には就かず、自ら志願して城門の守衛という任についているという変わった人、らしい。

　ま、そうでなくては、王国外での訓練のお付きには抜ばっ擢てきされないだろう。

　あの時は、私の不注意でウサト君を巻き込んで行方不明になってしまった。その後、アルクは寝るのも惜しんで、私達を探してくれた。

　それだけのことをしてくれる時点で、彼がどれだけ誠実でまっすぐな人かは分かる。

「ウサト殿なら、先ほど街の方に向かうのを見かけました」

「街の方に？　ならそっちの方へ行こうかな……」

　魔導都市ルクヴィスにあるという、魔導学園について色々聞いてほしかったんだけど。

　異世界の魔導学園に大きな期待を抱いている私のこの熱い思いは、どこに発散すればいいッ。

「そうだ。君は、ルクヴィスについて知っているかい？」

「存じております。あそこは……良い所、とは言い難がたいですが、魔法を学ぶという点では最高の環境だと思います」

「というと、君は……」

「ええ。私も一時はルクヴィスで魔法を学んでいたのです。魔法と剣だけが取り柄だったので、他のことはてんで駄目だったんですけどね……」

　ははは、と爽やかな声で笑うアルク。

　しかし、私から見てもアルクはそれなりに強いと思う。炎系統の魔法を用いると聞いたし、剣もかなりの腕前とのこと。

　首を傾げ、うーんと唸うなっていると、私の考えをなんとなく察したであろうアルクの同僚の騎士二人が、腕を組みうんうんと頷き呟く。

「アルクさんが苦手なのは、弓術とか棒術とかそれくらいじゃないですか。スズネ様、この人はその気になれば近衛騎士にだってなれる人なんですよ」

「そうそう、何で出世したがらないんだろうって常々思っています」

「お、お前達……」

　同僚達からのキラーパスに動揺しながら、素に戻ったアルク。

「ん？　それはどういうことかな？」

　そんな彼に、しめたとばかりに質問を投げかける。

　アルクは、苦笑いしながら手を横に振ってはいたが、言い逃れはできないと悟ったのか脱力するように腕を下げ、照れるように頭をかく。

「私は、不器用なので……一つのものしか守れないんですよ」

「それなら近衛騎士でもいいんじゃ……？」

　近衛騎士が守るのは、主であるロイド王だ。それでは駄目なのだろうか？

「いえ、近衛騎士はロイド王を中心に臨機応変に守る対象が変わってしまうんです。そんなの不器用な私じゃ手が回りません。だから、ここを守ってます」

　サッ、と顔を城門に向ける。

　堅けん牢ろうな城壁は何者の侵入も許さんとばかりに高くそびえたっている。

「ここを守り通せば誰も侵入できない。よって、誰も城の中の人々が傷つけられることはない。城門を越えられたら終わりですけどねっ！」

　茶目っ気たっぷりに笑みを浮かべたアルクだが、その姿に私は密ひそかに戦せん慄りつしていた。

　まるで、熱血主人公じゃないか。

　カズキ君とは違う意味でイケメンな人だ。

「でも、しばらく城の守りは同僚に任せます」

「ん？　なぜかな？」

　疑問を抱くように首を傾げると、急に威儀を正して足を揃えたアルクが、背を伸ばし、右の拳を胸の前に置いた。

「私、騎士アルクは！　救命団、ウサト殿の旅にご助力させていただくことになりましたッ!!」

　彼は誇らしげに、そう口にした。

「……え？」

「ははは、私自身も驚いています。なにせ、昨日、城の者から伝えられたことなのですから」

　素すっ頓とん狂きょうな声が出るのはしょうがないだろう。

　昨日の時点でお付きの騎士を決めているなんて驚きだ。

　さすが、さすがはウサト君ッ。抜け目がない。そして何気に有能な彼を選ぶところが憎らしいぞ。

　いや、彼は気付いていたのだろうな、アルクの滲にじみ出る主人公気質に。

「ふ、ふふふ……。ウサト君、完敗だよ。アルク、ウサト君をよろしくね」

「はいッ！」

　圧倒的な敗北感と共に、街の方へ歩き出す。

　彼と一緒ならウサト君も大丈夫だろう。

　ウサト君なら、よほどの敵でなければ五体満足で逃げ切れるだろうし。

　それに未来を予知するアマコが加われば、より安全性が増すだろう。

　……鉄壁すぎて、どうやったら倒せるんだってレベルのパーティーが出来上がってしまうな。

「と、いうことは」

　問題は私か。

　私が行くのは、勇者信仰が篤あつい国、カームへリオ。そう遠くない国だけど、色々面倒くさいことになりそうだ。

　主に人気者すぎてねッ!!

「……駄目だ、気が滅め入いるよ」

　だが、勇者である私が行けば協力してくれること間違いなしの国らしいので、行かなくてはいけない。話を聞くだけで胃がもたれそうだ。
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　午前中の訓練を終えた僕は、一人で街の診療所に来ていた。

　街の人達は僕を見かけても、前のように大騒ぎはしなくなった。だけど、温かくも、くすぐったい視線を感じる。

　ま、前まではブルリン背負って走ってたから、変わった感じはしないや。

「こんにちはー」

　診療所を訪れた僕は、扉を開けて挨拶をする。

　以前と変わらず、救命団と同じような清潔な屋内。久しぶりに来たので感慨深い気持ちになっていると、診療所の奥の方から「はーい」という声と共に、ウルルさんが小走りで駆けてきた。

「あれ？　ウサト君じゃない」

「こんにちは、ウルルさん。今日はオルガさんに用があったんですけど……忙しいですか？」

「ううん、大丈夫だよ。今日は患者さんが来ない良い日だからねー」

　良い日、か。

　確かに、患者さんが来ない日は怪我人や病人がいないってことになる。うん、確かに良い日だ。

　にこにこと上機嫌なウルルさんについていきながら、今回来た目的を軽く説明する。

「へぇ、お兄ちゃんに治癒魔法を……。うん、いいと思うよ。お兄ちゃんそれだけが取り柄だから！」

　ウルルさんはオルガさんに意外と厳しい。

　素は毒を吐く子かもしれないな。

「ところでウサト君、相当すごいことになってるよねー。聞いたよー、今度はローズさんと組手やっていたんだってー？」

「え？　違いますよ」

　なんだその話は、どこからそんなデマが流れたんだ。

「え、そうなの？　あ、あははは、確かにそうだよね。ローズさんと組手なんてしちゃったら──」

「一方的に殴られただけですよ」

「死んじゃ……って、は？」

　どちらにせよ、組手なんてしても一方的に殴られるのは変わらない。

　僕はひたすら亀のように耐え、あの一撃を避よけられるまでに頑張っただけだ。

「いやぁ、頑張りましたよ。だけど、終わってみれば団長も結構手加減してくれてたのかなって思いますよ。だって僕まだ生きていますもん。てか、なんで僕と団長が組手していたなんて噂が？」

「……あは、あはははは、救命団の訓練場で響いていた音を不思議に思った子供が見に行ったらしくて、ローズさんと喧けん嘩かをしてるウサト君を見たって泣きながら言っていたから……」

　それでそんな噂が。ローズと僕が喧嘩……僕が必死に命の危険を訴えかけていた時の話かな？　敬語も何も構わず命乞いした覚えがある。

　それでも続行されたけど。

「それにしても大変だったんだね……あ、ここがお兄ちゃんの部屋だよ」

「ありがとうございます」

　ウルルさんが扉を叩き「ウサト君が来たよー」と大きめに声を掛けると、ちょっとくたびれたような声で「入っていいよ」という声が聞こえた。

　扉を開け中に入ると、質素な部屋の片隅で机に向かい座っているオルガさんの姿が視界に映る。

「病みあがりなのにすいません、オルガさん」

「別に構わないよ。人と会うのは僕のささやかな楽しみだからね」

　ウルルさんの兄、オルガ・フルール。ローズ並みの治癒魔法の使い手であり、この診療所の主。

　今から僕が教えを請おうとしている人だ。




「なるほど、旅に出る前に治癒魔法を、ね」

　とりあえず、ここに来た理由と、各国へ書状を送ることになった件を説明した。

　僕の話にしきりに頷いて何かを考える素振りを見せるオルガさんだが、断られる雰囲気ではないようだ。

「僕に教えを請う必要なんてないと思うよ？　ウサト君ならすぐに僕よりもすごい治癒魔法使いになれるだろうし」

「それでも、団長が森へ行っている今、貴方に教えを請いたいんです！」

「う、うーん……僕はウサト君のように体は強くないし」

　腕を組み、悩ましげに唸るオルガさん。

　そんなオルガさんに、ウルルさんが手を挙げアドバイスする。

「じゃあさじゃあさ、試しに私達の治癒魔法を比べてみようよ。そうすれば、ウサト君と私達の治癒魔法がどう違うのか分かるかもしれないよ。ウサト君も構わないでしょ？」

「大丈夫ですよ」

「じゃあ、やってみよー！」

「僕には訊いてくれないんだ……ははは」

　苦笑しながらも手を出すオルガさん。満面の笑みのウルルさんの視線を受けて、僕も掌てのひらから治癒魔法を放出する。

　僕の治癒魔法の色は、召喚されてすぐ水晶で魔力系統を測った時と同じような薄い緑色。

　ウルルさんは僕よりも若干濃い緑色だけど、そんなに違いはない。

　でもオルガさんは──、

「やっぱり……」

　濃い。

　透明さは残しつつも、若葉のような濃い緑色だ。思い返せば、ローズの治癒魔法も僕よりも濃く、今のオルガさんの治癒魔法よりも薄い緑色だ。

「オルガさん、いつも魔力をどうやって練っているんですか？　僕は特に意識せず練ってこんな薄い緑色なんですけど……」

「それは僕も同じだよ。僕の場合はウサト君やウルルの治癒魔法と少し違って、生まれつきってやつだね」

「生まれつき……」

「僕の治癒魔法は病を治せるほどの効果がある。その代わり自分自身に治癒魔法を掛けるのはすごい苦手なんだ。情けない話だけどね……あははは」

　もしかしたら、色の濃さで治せる段階があるのではないか？

　今までなんとなく放出していた治癒魔法の光を見つめ、ゆっくりと拳を握る。今この拳に宿る光は、この世界で初めて治癒魔法を使ってから全く変わっていない薄い緑色のままだ。

「僕が知る限り、治癒魔法で病を治すということは、単純に外傷を治すということとは色々と違ってくる。体の『中』の病を治癒する。いいかい？　ウサト君、『治す』んじゃなくて『治癒』するんだ」

「……私にはよく分からないけど、お兄ちゃんの治癒魔法は私達の一歩先にあるってこと？」

「そうだね、その認識で間違ってはいないと思うよ」

　僕の治癒魔法より一歩先にいる。

　ローズなら何かを知っているかもしれない。

　だけど、なんとなくだが、これは僕が自分でやらなくちゃいけないような気がする。

　治癒魔法の色が薄いなら、単純に濃くすれば同じ効果になるんじゃないか？

　オルガさんと僕の治癒魔法の違いが色の濃さと考えるならば、単純に僕の治癒魔法がオルガさんのそれと同じ色になれば、病を治せるようになるんじゃないか？

　僕の知っているローズなら、どういう方法でそれをするか──、

「……力技だな」

　魔力を大きくせずに、魔力を注ぎ込んでみる。

　溢あふれ出ていた治癒の光が手の表面を覆う程度に収められ、その状態のまま魔力の注ぎ込みを始める。薄いなら魔力の濃度を上げればいいんじゃないか、と思ってやってはみたが、電撃が走るように魔力がジリジリと迸ほとばしっている。

「ウサト君、何をしているの？」

「え？　魔力を注ぎ込んでるだけなんですけど」

　手から目を離さずにそのまま魔力を注ぎ込んでいると、次第に手の表面を覆う治癒の緑色の光がどんどん深く色づいていく。

　いける。

　そう思った瞬間、隣で僕の手を覗のぞいていたオルガさんが息を呑むと同時に僕の腕を掴つかんだ。

「ウサト君！　今すぐそれをやめるんだ!?」

「へ？」

　もう少しで成功しそうなのに!?　と言葉にしようとした瞬間、魔力を注ぎ込んでいた僕の右手が溢れ出すような光を放ち───爆はぜた。
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「すいませんオルガさん、迷惑をかけてしまって……」

「それは構わないけど、さっきみたいなことはあまりしないようにね？　ウルルも心配するし」

　診療所の扉の前で、心配そうな表情で見送ってくれたオルガさんにお辞儀をしてその場を後にした僕は、大通りを歩く。

　人で賑にぎわう道を歩きながら自分の手を見た僕は、小さくため息をついた。

「はぁ……」

　僕の手から光が迸ってから一時間ほどが過ぎた。

　あの後、僕の手は確かに濃い色の治癒魔法に包まれた。だけどその次の瞬間には、僕の手は蓄積された魔力に耐えられなかったのか、文字通り破裂した。

　破裂したといっても手自体が爆散したわけじゃなくて、手に切り傷のようなものができて、そこから魔力が漏れ出してしまったというだけだ。見た目ほど酷い怪我ではない。

　だけどここで驚いたのは、展開していたはずの治癒魔法が発揮されなかったことだ。もちろん、怪我をした後に普通の治癒魔法を掛けると元通りに治った。

　オルガさん曰いわく、僕のやった方法はかなり危険な試みだったらしい。

　でも、僕としては得られるものがあった。

「治癒魔法の治癒できる範囲は濃度によって変わる」

　それが今回、ここに来てなんとなく分かった法則。

　そしてもう一つ分かったことがある。治癒魔法は色が濃くなるほど自身の体を治せなくなるというデメリットを負っているということだ。

　事実、蓄積された治癒魔法が破裂した時、濃い状態にあった治癒魔法では手にできた傷は治せなかった。そして、生まれながらに濃い治癒の魔力を持ったオルガさんが、自身に治癒魔法を掛けることを苦手としていたことに納得がいく。

「試してみる価値はあるな」

　何回か繰り返せば感覚も掴めるだろう。

　魔力の濃度を高めれば、オルガさんやローズ並みに怪我人を早く治せるようになるし、今まで難しいと思っていた病気の人も治癒することができる。

　そのためには──、

「練習あるのみってことか」

　再び右手に治癒の光を集め濃度を濃くさせていく。

　この新しい訓練の良いところは、どこででもできるってところだね。

「ウサトくーん!!」

「ん？　あれ、犬上先輩じゃないですか」

　後ろからの声に振り向くと、犬上先輩が満面の笑みを浮かべこちらに手を振っているのが見えた。

　駆け寄ってきた彼女は、やや興奮気味に僕に話しかけてきた。

「唐突だけど、どうやってアルクの主人公気質を見抜いたんだい!?」

「いきなり何言っているんですか」

　本当に唐突だな。

　ま、新しい訓練のために帰ろうとは思っていたんだけど、もう少し街をブラブラしていこうか。

「ちょっと待ってください。スゥー、ハァー……よし、いいですよ」

「その深呼吸の意味はなんだ。……私と話すのがそんなに面倒くさいか、ウサト君」

「ははは、そんなことありませんよ」

「なら、なんで私と目を合わせてくれないんだ!?」

　ちょっとは思ってますけど。

　だけど、そんなに嫌とは思っていないことは、あえて口には出さないでおこう。





　　第六話　旅立ち!!　の巻







　森へ行っていたローズとフェルムが帰ってきた。

　時間にして十日くらいだろうか？　僕と同じくらいの時間をフェルムは森で過ごしていたようだ。

　森から帰ってきた彼女は、この世の全てに疲れたような表情だった。虚うつろげに「裏切られた……」と呟つぶやいていたので、あの腹黒ウサギによって僕と同じ目に遭ったのだろう。

　でも、帰ってきたフェルムは、なんというか精神的にたくましくなった感じはする。あくまで気がするだけだから、そうだとは限らないんだけど。

　そして、ローズとフェルムが森へ行っている間、いくつか出来事があった。

　まず、王様が各国へ書状を出すという旨を大々的に公表した。ここらへんは魔王軍との戦いの時と同じ流れだから特に変わったことではなかった。

　あとは、アルクさんが僕の旅に一緒に来てくれるって伝えに来てくれたことかな。

　あまり人が多くなると動きにくいので人数は最低限にしてほしいと、念のために城へ戻るアルクさんに伝えておいたけど、そこらへんどうなるんだろう。

「うーむ……」

　そんなことがあった一方で、僕はローズ達が帰ってくるまでずっと治癒魔法の訓練に励んでいた。

　結果だけ言うならば、あまり芳しくない。魔力を濃くするのも操作が難しいし、こちらの魔力が保もたないのだ。

　もはや直感の領域だ。自身の魔力が最も安定する形で留とどめ濃度を固定する。

　それがかなり難しい。数秒ほどならば維持できるけど、気を抜くとすぐに霧散してしまう。

「難しいなぁ」

　訓練場で重りに使う岩の上に座り、ひたすらに魔力を練っても一向に安定しない。

　旅に出る日が明日に迫っているというのに、目立った進歩を見せられないのは歯は痒がゆい。

　今まではローズのおかげで訓練すれば目に見えて体力もついたし、治癒魔法も使えるようになった。キツイと感じた訓練も、努力に見合った結果があるから頑張ってこれたのだ。

「ままならない、か……」

　胡坐あぐらのままひたすらに手に魔力を集め濃くするも、集中力が足りないのか今度は簡単に霧散してしまう。

　やっぱり、十日やそこらで習得できるものじゃないのかなぁ……。

「おいウサト」

「はいっ!?　って、団長？　どうかしましたか？」

　音もなく近づいてきたローズに驚き、岩から飛び降りる。

「お前、さっきのは……」

「……え？」

　ん？　なんだろう。困惑している？　今まで見たことのない反応を見せた彼女は、治癒魔法を纏っていた僕の手を掴つかみ上げる。

「いつの間に魔力の上乗せなんて覚えやがった？」

「す、すいません！　なんかやっちゃ駄目な感じのやつでしたか!?」

「質問に答えろ」

　なに、僕なにかしちゃったの？　オルガさんも怒っていたし、やっぱり危ない感じの訓練だったのかな。

　ビビりながら、彼女に先ほどの訓練について説明する。

「オ、オルガさんの治癒魔法を見て、自分なりに魔力の色を濃くできるか試していただけです！」

「オルガァ？　アイツの魔力を見てそうやったのか？」

　僕の手をパッと離したローズは、腕組みをし思案げにこちらを見た。

　数秒ほどの沈黙の末、ニヤリと口角を三日月のように歪ゆがめたローズが手で目元を隠すように押さえ、小さな声で笑い始める。

　この人が笑うと素直に怖いのだけど。

「ク、ハハハ……」

「あの、どうしました？」

　とうとう頭がおかしくなったか。

　何気に失礼なことを考えていると、ひとしきり笑い終えたローズが僕の頭に手を置き、素晴らしい笑顔を向けてきた。

　すごい怖い笑み。こんな笑顔見たことない。自然に両腕を自由にし、何が起きても大丈夫なように痛みに備える。

　しかし、ビビッている僕をよそに、ローズはぐりぐりと頭を撫なでつけ満足げに再び笑みを漏らす。

「それは治癒魔法の特性みたいなもんだ。気付いているだろうが、その色素が濃くなるごとに与える治癒の力は強くなり、自身に対する治癒の力は弱まっていく」

「……やっぱり、そうだったんですか」

「まだお前ができるとは思わなかった。使う場面を間違えると死ぬ可能性もあるからな。だが、やっちまったもんはしょうがねぇ。簡単じゃないが、お前なら数をこなせばいくらかモノにできるだろう。ククク、まさか自分で気付くとはな。さすがの私でも予想外だったぞ」

　つまり、現状芳しくないと思ったのは当然のことで、すごい時間のかかる訓練と考えていいのかな。何だか頑張れそうな気がする。

「あの、何かコツとかはありませんか？」

「数をこなせ。これには近道なんて存在しねぇ。これまでと同じだ。今までできたなら、これもできるはずだ」

　数をこなす、即すなわちそれ以外の方法、コツとかそういうものはないということか。なら今までのように頑張っていけばいいだけか。

　僕はまだまだ、前に進める。

　ようやく前進できることを自覚した僕は、開いた手を強く握りしめる。

「そうだ。伝え忘れていたが、書状の任が明日に迫った。んでもって、明日、何時に出発するか城の者から伝えられた。お前は見送りとかはあまり好まないようだから、早朝に門の前で待っていろ。アマコも連れていくといい」

「あ、はい、分かりました」

「しばらくすれば、すぐに勇者様御一行が来るはずだ。そこで合流しろ」

　見送りって、国の人が見送ってくれるということだろうか。イメージ的には馬車に乗って歓声と共に街を通っていくって感じだけど……うん、確かにあまり好きじゃないな。

　先輩とカズキは参加せざるを得ないだろうけど。

「荷物とかは？」

「普段着と団服は持っていけ。あとは必要最低限のものだけでいい。あの熊を連れていくなら、ソイツにも何か持たせておけ。紐ひもで括くくりつけておけば十分だろう？」

　必要最低限の荷物か。ローズに貰もらった本とナイフと手帳と、申し訳程度の携帯食料くらいでいいかな。

「他に何か訊ききたいことはあるか？」

「うーん、今はないです」

「そうか。それじゃあ旅をするにあたって一つ教えておくことがある」

「なんですか？」

　外の世界は危険で一杯だから、何かしらのアドバイスをしてくれるのかもしれない。

　基本的に彼女の言葉は間違っていないので、心して耳を傾けると、目の前の彼女は拳を掲げ獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「治癒魔法を下に見るような、どうしようもねぇ奴と関わっちまった時は、遠慮なくぶっ飛ばしていい」

「それ色々マズいから駄目ですって!!」

　どんなバイオレンスなアドバイスだッ。

「表面的なものでしか優劣を測れねぇ奴の底なんて知れてるんだよ。一度ぶっ飛ばした方が正気に戻るってもんさ」

「え、ええぇ……」

　とりあえず、彼女のありがたい言葉を受け取りつつ、何度か危うい会話を交わす。

　この人、沸点が低いのか高いのか分からないから、どんな拍子に何をしでかすか本当に分からない。

　さすが、僕達の団長だぜ。

「大体のことは伝え終わったな。お前は明日の準備をしろ。暗くなってからじゃ遅い」

「分かりました」

「私は戻る。書状渡しの旅は、良くも悪くもお前になんらかの影響を与えるだろう。期待しているぞ、ウサト」

　そう呟いて、彼女は訓練場の外へ歩いていってしまった。

　彼女の後ろ姿を見送り、僕は彼女の言葉を反はん芻すうするように呟く。

「期待してる、か……。嬉うれしいなぁ、ちくしょう」

　僕ってこんなに単純な男だったっけ。

　褒めてくれたのがローズだから喜んでいるのか？　……そうかもしれない。なんだかんだいって僕はあの人を信頼している。

　この世界の師匠として、尊敬しているんだ。

「さて、明日のことも聞いたし、準備をしようかな」

　ブルリンに合う革のベルトもこしらえとかなくちゃな。

　大きく背伸びしながら宿舎の方へ歩き出した時、訓練場の木の陰に誰かがいることに気付き、足を止める。

「何やってんの？　フェルム」

「うぐっ……」

　ギクリとしたような声が聞こえた後に、目をこれ以上なくジトーっとさせたフェルムが木の陰から出てきた。

　彼女は僕から視線を逸そらし、気まずげに口を開く。

「休みを貰ってもボクは街へ行けないから、散歩でもしようと思ったら……お前を見つけた」

　今は大人しいとはいっても、この前までは敵同士だった。

　そりゃあ街には行けないよな。いくらここの人達が寛容といってもね。

「あー、なるほど。でも何で隠れるの？」

「お、お前のことが嫌いだからだ」

　どうしてここまで嫌われているんだろうか。

　いやいや、嫌われてるのは当然だろ。あんだけボコボコにしてやったんだからねっ!

　……。

　ま、嫌われているならしょうがないか。

　僕も明日の準備をしなくちゃいけないから急ごう。

「はぁ、まあ、せっかくの休みなんだから、体を休めているといいよ」

「待て」

「？」

　フェルムの横を通り過ぎようとしたら、突然腕を掴まれる。

「お前、明日どこかに行くのか？」

「あれ、そういえば言ってなかったっけ？」

「……教えろ」

「え？」

「どこに行くか教えろって言っているんだ!!」

　嫌ったり問い詰めたり忙しい子だなぁ。

　やけに必死に詰め寄ってくる彼女にそう思いつつ、書状渡しの旅について簡単に説明する。

　すると、彼女は怒ったようにさらに詰め寄ろうとするがすぐにそれをやめ、俯うつむいてしまった。

「どうしたの？　あ、もしかして僕がいなくて寂し──」

「……！」

　無言で脛すねを蹴けられる。

　どういう理由かは分からないけど、この子はなにか気に入らないことがあると僕の足を蹴る。

　この程度の痛みには慣れているので表情には出さないが、魔族ゆえの力のせいか痺しびれる程度には痛い。

　冗談のつもりだったんだけど、本当に寂しかったのだろうか。

「……くっ」

「ちょっと、まさか本当に寂し──」

「お前だけがこの地獄から抜け出すなんてズルいぞ!!」

「……あ、そういうことね」

　一瞬僕の顔を見た彼女は苛いら立だつようにもう一度脛を蹴り、僕が向かおうとしていた方向とは別の方向へ走っていってしまう。

　二度目は割かし力を入れて蹴られたので、少しムカッときた。

　僕もねぇ、怒るときは怒るんですよ？

「いやいや、落ち着け僕」












　思わずローズ寄りの思考になってしまいそうになるが、ここでの生活に関しては一日の長があるので、気を鎮めながら走っていってしまった彼女を冷静に見据える。

　……そっとしておいた方がいいかもしれないな。僕が旅へ行くことは決定していることだし、今さら変えることなんてできない。

　てか、地獄ってなんだ地獄って。

「はぁー」

　ま、ここは広い心で彼女を許そう。

　人間として少し大きくなった気がしながら、明日の準備のために宿舎の方へ足を向けるのだった。
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　書状渡しの旅へ出発する日の朝、この国の人々が起き始める少し前に僕はアマコの住む果物屋の前に立っていた。

「すぐに慣れるから我慢してね……」

　服装は救命団の真っ白な団服に、必要なものを詰め込んだバッグといった大変目立つような格好だけど、それより目立つのは傍らでグルグル呻うめいているブルリンの方だろう。

　ブルリンの体には、荷物を固定させるためのベルトが動きを阻害しない程度に巻かれている。極力荷物は僕が持つようにはしたけど、慣れないベルトのせいかやや不機嫌なご様子。

　僕は苦笑しつつブルリンの鼻を撫でつけ、果物屋を見やる。

　店の奥からアマコと女性が出てくる。

　店から少し離れている僕には聞こえないが、女性はアマコに一言二言、何かを言い聞かせた後に、優しくアマコを抱きしめた。

　目を瞬かせながらも驚くアマコだったけど、すぐに尻尾と肩を震わせながら俯いてしまった。

「……」

　アマコにとっても、あの女性にとっても辛つらいんだろうな。

　しんみりとした気分になりながらも、できるだけ邪魔をしないように二人を見守っていると、アマコから手を放した女性は、僕を見て深く頭を下げてきた。

　〝この子をお願いします──〟

　なんとなくだが、そう言われたと感じた。

　アマコをこれまで守ってきたのは彼女だ。

　だから、彼女から『アマコを守る』という重要な任を引き継いだということになる。

「……重いなぁ」

　自分に言い聞かせるように小さく言葉にして、女性に促されこちらへ歩み寄ってきたアマコを見る。アマコにどういった言葉を掛けていいか分からない自分が嫌になりながらも、必死に言葉を捻ひねり出し口にしようとすると、アマコに服の裾を引っ張られる。

「ん？」

「気の利いたことは言わなくていい、けど……ありがとう」

　数秒先の未来を見た彼女は、素すっ頓とん狂きょうな表情を浮かべる僕の顔を見て微笑を浮かべる。

　その表情を見て、僕は安あん堵どとも疲労とも取れるようなため息をつきながら歩き始める。

「ウサト」

「今度はなに？」

　アマコに合わせてゆっくりとした歩調で歩き始めた矢先、彼女に声を掛けられる。

「私、またここに戻ってきてもいいのかな？」

　それは、どういう意味なんだろうか。

　アマコはもうリングル王国に戻ってくるつもりはないのか？　それとも戻れないという意味なのか？

　首を傾かしげてしまうと、アマコはやや視線を下に向けながらポツリポツリと言葉を紡ぎ出す。

「いつでも、帰ってきていいって……もう、ここは私の家だって……」

「あの人がそう言ったんだね？」

「うん、でもまた帰ってこれるか分からない。もしかしたら一生帰れなくなっちゃうかもしれない」

　一度、ローズがアマコのことを『時詠みの姫』と呼んだ。

　それに関係することかもしれないけど、もしかしたらアマコの立場は僕が思っているよりもずっと重要なのかもしれない。

　その考えに思い至ったら、下を向いてしまったアマコに何も言えなくなってしまった。

　彼女に課せられたものの大きさをよく理解できていない僕は、彼女に対しての慰めの言葉すら思い浮かばなかったからだ。

「情けないな……、僕は」

　自嘲気味にそう呟きながら、眼前に見えてきた門に向かい僅わずかに足を早めた。




　アマコと共に門に到着してから、待つこと半刻。

　街から聞こえる人の声が大きくなってきた頃、門の前で待っていた僕の視界に馬に乗った集団の姿が見えてきた。

　人数にして十数人だろうか。その集団を注視していると、一台の馬車が現れ、一人の少年が顔を出してこちらへ大きく手を振ってきた。

「ウサト!!」

「あ、カズキか」

　移動手段については特に聞いてなかったけど、ルクヴィスには馬車で行くのか。

　よく目を凝らすと、馬車の周りには数人の軽装の鎧よろいを纏まとった騎士さん達が配置されている。その中にはアルクさんの姿も見える。

「ブルリン、お前……乗れないけど大丈夫？」

「グゥ！」

　大丈夫なわけねぇだろ、とばかりに足を殴られる。

「お前、だんだん遠慮がなくなってきたな」

「ウサトが頑丈すぎるんだよ」

「グゥ」

　アマコの言葉に同意するように頷うなずくブルリンにイラッとしたので、とりあえず鼻先をデコピンしてから、こちらへ近づいてくる馬車の方へ歩み出す。後ろで、初めてブルリンと会った時のような本気の威嚇とアマコが焦る声が聞こえるけど無視する。

「おはようございます、アルクさん」

「おはようございます！」

　バッと瞬く間に馬から下りたアルクさんは、胸に拳を置き挨拶を返してくれる。

　相変わらず元気な人だなぁ、と思っていると、アルクさんがこちらに両手を差し出してくる。

「お荷物は自分が積んで置きますので、ウサト殿とお連れの方は馬車の方へ」

「あ、ありがとうございます。それで、ブルリンは……」

「申し訳ありませんが、我々と一緒に外で移動する形となります」

　やっぱりか。

　アルクさんに背の荷物を渡しながら、アマコと一緒に馬車へと移動する……その前に、グルグルと何か言いたげな目で僕を睨にらみつけるブルリンの背に乗せられた荷物を取り外す。

「あまりアルクさんに迷惑かけるんじゃないぞ」

「……グルァ」

「なに、その保証できないって感じの鳴き声」

　……多分、大丈夫だろう。もしもの時は僕が外で一緒に行けばいいだけだし。

　ブルリンに乗せた荷物を近くの騎士さんに手渡し、馬車に入り込む。中は十人くらい人が入っても余裕があるくらいの広さだ。

　軽く見渡した後に、奥の方に目を向けると、カズキと犬いぬ上かみ先輩、そしてローブを纏った水色の髪が特徴的な女性、ウェルシーさんが座っていた。

「おはようございます、皆さん」

　まず挨拶をする。目の前の三人も僕とアマコに挨拶を返してくれた。

「お話しするのは久しぶりですね、ウサト様」

「ええ、ウェルシーさん、貴女あなたもこの旅に？」

　彼女のことはすごく印象に残っている。

　僕の魔法の適性を見るや血相変えて走り出したこととか、ローズに滅茶苦茶ビビっていたこととか。

「はい。全て勇者様達にお任せするのはあまりにも申し訳ないと思ったので、ルクヴィスまでですが私もお力になります」

「そうなんですか。では、それまでよろしくお願いします」

　僕達だけで行かせるとは思っていなかったけど、王国お抱えの魔法使いであるウェルシーさんをよこしてくれるとは、王様も太っ腹だ。

「私としては、ウェルシーが来てくれるのは頼もしいよ」

「いえいえ、私の力なんて微々たるものです」

「俺と先輩の魔法の師匠なんですから、もっと自信を持ってくださいよ」

　先輩とカズキからの信頼も篤あつい。

　二人の魔法の師匠ってことは、僕にとってのローズみたいな人に当たるのか。

　少しでいいから、この人の小動物的なオーラをローズに分けてほしいね。ローズは肉食獣的オーラがすごすぎて睨むもの全てをビビらせるから。

　本人の前で言ったら絶対ボコボコにされるであろう戯言たわごとを思い浮かべていると、隣でいやに沈黙していたアマコが僕の団服の裾を引っ張ってきた。

　彼女に目を向けると、不安そうにウェルシーさんの方に視線を向けていた。

　なんとなく察した僕はアマコに声を掛ける。

「この人は大丈夫だよ。むしろ先輩の方を警戒しなくちゃ」

「……うん、分かった」

「ん？　今、さりげなく私が危ない人みたいな扱いになっていたのだけど……」

　納得いかないっ、みたいな顔をしている犬上先輩の言葉をスルーする。

　馬車の壁に背を預けると、ガタンと馬車全体が揺れる。

「走り出したようだね」

「そうですね。ウェルシーさん、書状の方は？」

「ちゃんとお預かりしていますよ」

　やや小ぶりなリュックの中から、数枚の手紙のようなものを取り出すウェルシーさん。

「スズネ様とカズキ様は確認していると思いますが、これが各国へ渡す予定の書状です。今は私が預かっておきますが、ルクヴィスからそれぞれ出発する際に皆さんに配りますので、今は気にしなくても大丈夫です」

「出発する時？　ルクヴィスに書状は渡さないんですか？」

「ルクヴィスでは、私が書状を渡します。と言いましても、皆様も御一緒なのですが」

　つまり、最初はウェルシーさんがお手本を見せてくれるという認識でいいのかな？

　正直、助かる。いきなり偉い人に会って書状渡して、それで終わるわけないからね。

　カズキと先輩ならともかく、僕はそういうことに慣れてないから結構不安だったんだ。

　安心した僕は壁に背を預け、脱力しながら馬車の窓から外を見る。

　外は緑色の木々が見えるだけ。まだこのあたりは見慣れた景色だが、あと数時間もすれば僕がまだ見たことのない景色に変わるのだろう。

　旅の始まり、新たな場所。未知と危険を孕はらんだ大冒険。

　良くも悪くもこの世界に馴な染じんでしまった僕は、馬車にゆられながらもぼんやりと、これからの旅について思いを巡らせるのだった。
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　魔王軍・第二軍団所属『黒騎士』。

　この名を聞けば、大抵の魔族は畏おそれと羨せん望ぼうの眼差しを向ける。

　『黒騎士』の闇魔法は何者にも破ることができない無敵の甲かっ冑ちゅう、それこそが『黒騎士』の強さであったからだ。

　闇系統の魔法は『守』に秀でているものが多いが、これほどまでに攻撃性を兼ね備えた異質なものはなかった。

　変幻自在の甲冑は多種多様な攻撃手段に変わり、相手が反撃しようものならば問答無用でその攻撃を相手にやり返してしまう。

　特別で、無敵で、最強の魔法を持つ『黒騎士』。

「おい、サボってんじゃねぇぞウスノロ。もう一度ド突かれてぇのか？」

「うっ、うぅ……」

　それがこんな無様な姿を晒さらしていると知れたら、魔王領の魔族達はどう思うのだろうか。

　走り疲れて倒れたボクの背にぐりぐりと足を押しつけるローズ。背中からゆっくり広がる治癒魔法が体を癒いやしてくれるが、精神はごりごりとこの女に削られている。

「ちっとは大人しくなったと思ったが、まさかこの機に乗じてここを脱走しようとするとはなぁ。どうにもお前は勝手が過ぎるようだ。もう一度森へ放り込んでやろうか？」

「い、嫌だ……です!!」

　脳裏に蘇よみがえるのは、地獄の数日間。

　ウサトの連れているブルーグリズリーより一回り大きい個体に追いかけ回され、なんとか逃げ切った先で気絶するような形で気を失い、目を覚ましたら凄すさまじい空腹に襲われ、大変な目に遭った。

「きゅー」

　馬小屋の方からやってきた黒色の塊がローズの肩に飛び乗る。その黒色はボクを見下ろすと、可愛かわいく首を傾げる。

　ボクを騙だましたノワールラビットのククル。何食わぬ顔で近づいてきて……味方だと思ったのに、くそぅ、全部この女の掌の上だった。

「今のお前じゃ、門を潜くぐるどころか衛兵にもとっ捕まるがな」

「く……！」

　今日は、ウサトが書状渡しかなんかの旅に行ってしまう。かなり長期的なものを予定しているらしく二日、三日では帰れないという。

　昨日それを聞いたボクは、何も考えないでウサトについていこうと考えた。どんなに危険でも、ここにいるよりかマシ、そう考えたからだ。

　だけど、そう甘いわけもなく即行でローズに捕まり、現在罰を受けている最中である。

「心配じゃ、ないのかよ」

「心配？　誰がだ？」

「……ウサトが」

　何を言っているんだコイツ、みたいな目で見られ、少しムッとなる。

　しかし、無駄な反骨心を抱いたところで今のボクはこの女に踏みつけられているので、口を噤つぐんでおく。

「端はなから心配なんてしてねぇ。アイツは私に限りなく近い素養を持った治癒魔法使いだ。まず、簡単にはやられることはない」

「……」

　もしかして、ゆくゆくアイツがローズのようになってしまうのか？　思い返せば、ウサトの挙動にはローズと似通ったものがある。

　怖い笑顔とか、時折髪をかき上げるしぐさとか……。

　師弟は似る、という話はよく聞くけど、あまり微笑ほほえましくない。

「ここでの訓練も限界がある。今ウサトに必要なのは、外の世界を見ることだ」

「……」

　無言のボクにローズは意地の悪い笑みを浮かべる。

「なんだお前、アイツが心配だったのか？」

「ち、違う。なんか、癪しゃくだったから……」

　ローズから逃げたいから、なんて口にできるはずがない。

　もし口にしたらさらなるお仕置きがボクを待っている。

「ま、そんなことはどうでもいいが、いつまで這はいつくばっている？　さっさと訓練に戻れ」

「は、はい！」

　気付けば背に乗せられていた足がどかされ、疲労はなくなっていた。

　慌てて起き上がったボクは訓練場の外周を必死の形相で走り出した。

「ひっ、ひぃ……」

　魔王軍にいた時は訓練なんてほとんどしていなかった。その必要がないほどに強かったこともあるし、何よりボク自身、体を鍛えることに意味を見み出いだすことができなかった。

　魔王軍と救命団、それぞれの場所でのボクの在り方はまるで違う。

　少し前までは、本当に好き勝手にやっていた。なにせ、誰もボクを止めようとする者などいなかったから。

　闇魔法という特異な系統魔法を持って生まれたボクは、すぐさま畏い怖ふの対象として見られ、育てられた。闇魔法の特異さは、その発動条件が使い手の意思に関係なく発動してしまうというものにある。子供の頃のボクは、よく無意識に黒色の魔力を纏い、周囲に危険を撒まき散らしていた。

　だからだろうか。ある程度物事についての判断ができるようになったら、放り込まれるように魔王軍の訓練所に入れられた。

　結局は、親だった奴らはボクという存在を持て余したのだ。どう扱っていいか分からない、どう愛情を注げばいいか分からない。自分達が、闇魔法という異形の魔法によってどんな危険に晒されるか分からない。そう思ったから、奴らはボクを手放した。

　それからは、ずっと甲冑に閉じこもっていた。いや、この場合、甲冑に包まれていなければ落ち着かなかったと言った方が正しいかもしれない。誰もボクを傷つけられないし、触れられもしない。

　周りを拒絶し、自分が満足するために戦って相手を倒す、そんな日常をずっと繰り返していた。

　魔王軍なんて、所しょ詮せんはボクの暇潰つぶしのための組織でしかなかったのかもしれない。

「でも……」

　今は甲冑を纏ってはいない。

　だけど、前のように落ち着かないということはない。

　どうしてなのかボクにも分からない。今いる救命団という環境が、魔王軍にいた時よりも快適……とは口が裂けても言えないけど、何か自分の中で変化があったのかもしれない。

　己の中の変化に首を傾げながら走っていると、突如として後頭部に何かが激突する。

「いったぁ!?」

「ボーッとしてんじゃねぇ、ちゃんと走れ」

　頭をさすりながら後ろを向けば、直立したまま右腕を軽く振り切ったローズの姿が見える。

「い、今なにをしたんだ、あの女……」

　多分、頭に何かを投げたのだろうけど、何を投げたのかは全く見当がつかない。

　頭を押さえつつ、止まりかけた足を前に進める。

「こうなったのは全部、アイツのせいだ」

　ローズに苛いじめられる毎日も、日常を満たす不思議な充実感も、全ては今日ここを離れたウサトのせいに決まっている。

「うらむぞぉ……ウサトぉ」

　次にお前に会った時、目にもの見せてやる。
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　リングル王国の隣国、ルクヴィス。

　城と見間違うほどの巨大な建造物が魔法を覚えるための学び舎やであり、そこにはルクヴィスの最高権力者、僕の世界でいう校長のような立場の人がいる。

　そこを訪れた子供達は、基本である無系統魔法から始まり各々の系統の魔法を学び、時に競い合い、戦いながら己の技を磨いていく。

　アルクさん曰いわく、魔法以外にも剣技、格闘技等の技能を学ぶこともできる。

　ウェルシーさん曰く、優秀な成績を収め卒業する魔法使いは総じて強力な魔法を扱う。

　アマコ曰く、生まれついての魔法の系統によって差別されることも少なくない。

　同系統の魔法使いの優劣をつける場合、魔力量、センス、技術力が基準となるが、それらは努力で補える。が、生まれながらの系統はどうあがいても変えることはできない。

「──ってところらしいけど」

　リングル王国を出発してから六日目の夜。

　燃え盛る焚たき火を前にして、僕は目的地のルクヴィスについて考えていた。

　見張りを任されている騎士さん以外の皆は既に体を休めている。僕も本当は明日のために寝なくちゃいけないのだが、どうにも明日到着する予定のルクヴィスを思うと眠れなかった。

「アルクさん、無理しない方がいいですよ」

「いえいえ、自分は先ほど十分に休ませてもらいましたので」

　僕の前に座っていたアルクさんは、爽やかに笑う。

　どうにも眠れなくて馬車から出た僕に気付いた彼は、気を使ったのか話し相手になってくれていた。

「アルクさんは、ルクヴィスにいたんですよね？」

「……ええ」

　僕の質問にアルクさんが若干表情を渋くした。

「すいません、訊いちゃいけない話でしたか？」

「いえ、そういうわけではありません」

　慌てるように手を横に振ったアルクさんは、腰に差している剣を横に置いた。

「恐らく近いうちに知ることになるので、今のうちに私の口から言わせてもらいましょう」

「近いうちに知る？」

「はい。ルクヴィスは系統魔法による差別がある、という話はアマコ殿から聞いていますよね？」

「……まあ」

　ここに来るまでの間、ウェルシーさんとアマコからルクヴィスについて聞いた。

　酷ひどい話だと思う反面、どこか他ひ人と事ごとだと思う自分がいる。

　カズキと犬上先輩はなにか憤っているような感じはしたが、僕はまだそういう状況に遭遇していないのでどう思っていいのか分からない。

「系統魔法による差別も酷いものですが、それと同じくらい酷いものがもう一つ。亜人差別です」

「亜人差別？」

　それはルクヴィスだけでなく、他の国でもされているのではないのか？　少なくとも僕はそう聞いているのだけど。

「ルクヴィスを訪れる人々は様々な目標を掲げ、学業に勤いそしんでいます。騎士になるために、裕福になるために……私が知る全てを話せば長くなってしまうので割愛しますが、重要なのはルクヴィスを訪れる者の中には種族の違いによる迫害を覚悟して訪れる人、亜人がいることです」

「危険な目に遭うことを承知で、ですか？」

「ええ、それほどの価値がルクヴィスにはあるのです」

　僕の世界でいうならば、ルクヴィスは高偏差値のエリート学校ってところなのかな。

　でも、そこまでする価値があるとは思えない。なぜ魔法の訓練をわざわざしなくちゃいけないのか、あれは地獄だ。

　殴られ、ぶっ飛ばされ、起き上がってはまたぶっ飛ばされ、避けたと思ったら蹴りを入れられるような、知的な要素が一切ない物理的な訓練をわざわざするなんて考えられない。

　亜人ならなおさら、わざわざ殴られに学校に通うようなものだ。

「分からない、といった表情ですね」

「まあ、そうですね。僕には理解できませんね」

「たとえ危険を孕んでいても、彼らにはやらなければいけない目的がある、ということでしょう。ルクヴィスでは亜人の売買や迫害など表面的には禁止されてはいますが、ルクヴィスに集まってくる学生は大陸全土から……亜人差別にそれほど興味がない者もいますが、過剰すぎるほどに毛嫌いする者達が必ずいます」

　苦々しい笑みを僕に向けたアルクさんは、傍らに積まれている枯れ木の枝を焚き火に放り込む。

　いっそう炎を増した焚たき火に照らされ、仄ほのかに映し出された彼の表情はどこか悲しそうだった。

「あそこは魔法を学ぶ上ではこれ以上ない最良の場所ではあります。だが、ごく僅かな人々にとっては最悪の場所です。正直、私はあそこが好きではなかった」

「……すいません」

「あ、いえ！　ウサト殿は悪くはないです！　私は貴方あなたの力になりたいと思い、しっかりと考えて護衛の任を受けたので!!」

　そうだとしても、アルクさんの言う最悪の場所であるルクヴィスに、また連れてきてしまうような頼みをしてしまったのは他ならぬ僕だ。

　すごく申し訳ない気持ちになってしまう。

「あ、え、そ、そうです！　ウサト殿は亜人に対してどのような認識を持っているのですか？」

「認識？　うーん」

　人と違う、というのはあまりにも適当だし、でも僕が会って話した亜人って獣人のアマコと魔族のフェルムしかいないしな。

　人間と違うあの二人を見て、どう思っているか……。

「特にないですね」

　僕もだいぶ毒されてしまったのか、それとも亜人よりもよっぽど化け物じみた鬼団長がいるからか、それほど怖いとも恐ろしいとも思わなかった。

　そう言うと、アルクさんは僕のその言葉に若干目を丸くし、次の瞬間には、彼らしくない大声を上げて笑い出した。

「ははははは！」

「え、えぇ……」

　おかしいことを言った自覚はないのに、何でアルクさんは爆笑しているんだろうか。

「特にない、ときましたか。まさしくウサト殿ならではの発言です」

「僕らしいって……」

「そう、貴方らしい。だからアマコ殿も安心して貴方を頼れたのでしょう。亜人を人間と変わらず扱ってくれる貴方に」

　つまりは、この世界の人々との認識の違いがすごすぎて爆笑されてしまった、ということか？

　そもそも、異世界から連れてこられた僕達と、この世界に住む人々の意識はかなり異なっている。

　僕にとって見るもの全てが異質に見えるこの世界では、魔法も亜人も何もかもが同一の基準に見えてしまっている。でも、この世界の人にとっては、魔法とはそこにあって当然のもので、亜人は怖くて、恐ろしい存在だということなのだろう。

「僕らしいと言われても、僕はそれほど良い人というわけではないんですけどね」

「ウサト殿は良い人ですよ。貴方自身、意識していないだけで」

「持ち上げないでくださいって」

　先ほどのやり取りでだいぶ表情が和らいだアルクさんは、快活な笑みを浮かべる。

　最初の頃のような硬く礼儀正しい印象は薄れ、今はどちらかというと、フランクさを感じる。




「む？」

「どうしました？」

　パチパチと葉と枝が燃える音を聞きながら、ボーっと暗い平原を見つめていると、焚き火を間に向かい合っているアルクさんが首を傾げ、僕の右後ろを見た。

　右後ろ──、馬車が停とまっている場所を注視しているアルクさんを疑問に思い、僕も後ろを振り向く。

「どうやらもう一人、眠れないお方がいるようですね」

　馬車を出る時、確かに閉めたはずの扉が開け放たれ、その陰からこちらを窺うかがうように顔を出している少女が一人いた。

　頭の耳を動かしながら、しょぼくれた目でこちらを見た少女、アマコは僕と目が合うと、近くに歩み寄ってきた。

「ん、起こしちゃったかな？」

「ううん。寝かせてくれなかったというか……」

　そう言い僕の隣に座ったアマコは、僕と同じように焚き火をじっと見つめた。

　艶やかな金髪が焚き火の仄かな明かりに反射しているのが近くで見える。

　しかし、何でこんな夜遅い時間に？　僕はともかく、アマコは先輩の隣でぐっすりと寝ていたはずなのに。

　ん？　寝かせてくれなかったって何だ？

「……スズネが抱きついてきたから起きちゃった」

「ははは、それはアマコ殿も大変ですね」

「全くだよ」

「はぁ、あの人はもう……」

　先輩に悪気がなかったことは分かっているので、少し仏頂面になったアマコを微笑ましく思う。

　だけど、次からは先輩とアマコは離して寝かせよう。たとえ先輩がなんと言おうと。

「何の話をしていたの？」

「明日のことについて、だね」












　さすがに亜人差別の件は話すべきじゃないと思うので、省きながら軽く説明する。本当に簡単に説明しただけなので、ざっくりした感じに伝わっただろうけど。

「私、ルクヴィスに知り合いがいるの」

「知り合い？　獣人の？」

「うん。ルクヴィスにいる間、行く当てのない私を住まわせてくれたの」

　先ほど、アルクさんが言っていた、ルクヴィスに魔法を学びにくる亜人のことか。

「会いたいの？」

「……うん」

　そりゃそうだろうなぁ。

「まだいるかどうか分からない。けど、ルクヴィスで用事が済んだら……その……」

　俯き、言い淀よどむアマコ。

　本当は着いたらすぐに会いに行きたいくせに、どうしてこんなに遠慮しているんだろうな。

「分かった。その知り合いに会いに行ってきなよ。僕達のことは気にしないでさ」

　そもそも、書状を渡す時にはアマコは連れていけないし。

　僕の言葉に顔を上げた彼女は、言い淀むように口を噤んでから、ゆっくりと口を開いた。

「……ウサトも一緒に」

「え、僕も？　僕がいたら邪魔じゃないの？」

　そう訊くと、アマコは首を横に振る。

「ううん。私を助けてくれる人だって紹介したい」

　ルクヴィスに住む獣人か。なんか怖い感じの人だったらどうしよう。

　ローズ以上のが出るとは思わないけど、心臓に悪いことには変わりない。亜人にとってお世辞にも安全とはいえないルクヴィスで生活している獣人だから、相応に強こわ面もてかもしれない。

　とりあえず、僕がアマコについていって大丈夫かをアルクさんに確認しておくか。

「アルクさん、書状を渡した後なら大丈夫ですか？」

「大丈夫だとは思いますよ。書状を渡してから決定が下るまで、一時的ではありますが滞在しなくてはならないので、時間は十分に取れます」

「それなら問題はないですね」

　旧友に会えるかもしれないからか、嬉しそうに膝を抱える彼女を横目に見る。思えばこの子は長い間、同族の人達から離れて暮らしていたんだよな。

　僕がアマコと同じくらいの年だったころは、生意気な弱虫小僧だったなぁ。

　小さい頃の自分と、隣にいるアマコを比べて苦笑する。

「そろそろ眠くなってきたな……」

　アマコやアルクさんと言葉を交わしたことで気分が良くなったためか、次第に眠くなってきた。

　このまま徹夜してもいいかなと思ってはいたけど、眠くなったなら寝よう。

　そう思い立ち上がろうとするとアルクさんが僕を呼び止めた。

「ウサト殿、隣を見てください」

「隣？」

　考えに耽ふけっていたせいで気付かなかったが、隣にいたアマコが膝を抱えたまま、小さな寝息を立てていた。

　安心して寝ちゃったのかな？

　彼女はいつの間にか僕の服の裾を掴んでいたので、起こさないようにアルクさんがそれに気付いて止めたのだろう。

「やはり貴方のそばが一番安心できるのでしょうね」

「そっか。じゃあ、ここで寝るかな。アルクさんは？」

「私はあと少しすれば見張りを交替するので……座ったままで寝るのですか？」

「慣れているんで大丈夫ですよ」

　森にいた時は魔物に襲われても、いつでも逃げられるように横にはならなかったし、このぐらいへっちゃらになってしまった。

　座ったまま寝ているアマコを横にし、近くに畳んで置いた団服をかける。

「じゃ、明日もよろしくお願いします」

「こちらこそ」

　アルクさんと言葉を交わした僕は、外で寝るのは久しぶりだなぁ、と割とくだらないことを考えながら、目を瞑つぶる。自分では自覚していないほどに疲れていたのか、思いのほか簡単に僕の意識は薄れていった。
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「──くん」

　誰かが僕の名前を呼んでいる。

　微睡まどろみの中、目を開ける。いつの間に横になっていたのだろうか？　確か、焚き火の前で寝てしまったアマコと一緒に、座ったまま寝たはずなのに。

　それに、頭が枕のように柔らかい何かに包まれている。

「おーい、ウサトくーん」

「ん……？」

　寝起きで働かない頭で、僕の顔を覗のぞき込む人を見る。

　というより働かない頭でもすぐに誰か認識できた。

「はぁ、なんだ。犬上先輩か」

「ちょ、ちょっと!?　さすがに膝枕にはもっと初々しい反応をくれたっていいじゃないか！」

　魂胆が見え見えの先輩の膝から起き上がり外を見る。

　日も出てかなり明るくなっているな。どうやら僕は寝坊してしまったようだ。馬車内を見ると、アマコ以外の全員が既に起きていた。

「僕を運んでくれたのは、カズキ？」

「ん？　ああ、でも別に礼はいらないぞ。ちょっと重かったけどそんな手間かからなかったしな」












　……やっぱり信頼できる人達の中で体を休められるってのは色々違うのかな。

　救命団では、寝坊は許されないという暗黙の了解の中で生活していたから、こんな緩い気持ちで寝て起きたのは久しぶりかもしれない。

「それよりウサト、先輩を何とかしてくれよ」

「え、犬上先輩を？」

　苦笑いするカズキから先輩へ目を向ける。

　先輩は不ふ貞て腐くされたようにブツブツと何かを呟きながら、未いまだに寝ているアマコの頭を撫で回していた。

　えーと、何やっているのでしょうか。

「全く、失礼だよね。美少女に膝枕されて興奮しないとか……」

「だって魂胆丸見えですし、自分で美少女というのはさすがに残念すぎる感じが……」

　いや、類たぐいまれな美少女ですけどね。

　それに、膝枕されて嬉しかったかと聞かれれば、ぶっちゃけ嬉しかったしね。

　だけど、僕は見え見えの釣り針に掛かるような魚じゃない。

「はぁ、そんな不貞腐れないでくださいよ。僕も嬉しくなかったわけじゃないんですよ、多分」

　僕の言葉で機嫌を良くしたのかコホンと咳せき払いをし、アマコから手をどける。

「全く、素直じゃないんだよね、ウサト君は」

「ははは、ウサトって意外とひねくれているからなぁ」

　なぜかカズキまでもが先輩の言葉に同意する。

　これには反論させてもらおう。

「二人が正直すぎるんです。僕くらいが普通です」

　そう言うと「それはない」と口を揃そろえて言われてしまった。僕の感性が普通でないというのか、この二人は。

「ウサト様が普通……というのは少し違うと思います」

「ウェルシーさんまで……」

　先ほどまで書状に目を通していたウェルシーさんが、苦笑しながらそう言ってくる。

　もし今アマコが起きていたなら、彼女も便乗して普通じゃないって言ってきそうなぐらい総スカンだ。

　今度は僕が不貞腐れるように椅子に深く座る。

　特に何もすることがないので、ローズから練習しろと言われた魔力の濃度を操作する訓練を行う。

　すると、僕の訓練を見たウェルシーさんが呆あきれたようなため息をついた。

「やっぱり普通じゃないです」

「いや、そんなに難しくはないですよ、これ」

　僕が馬車の中でこの訓練をするたびに、彼女は同じことを言ってくる。聞けば魔法を覚えて数ヶ月程度の人がすることじゃないそうだ。

　やり方さえ分かれば誰でも簡単にできるんだけどなぁ。

　そう言うと、ウェルシーさんは、

「だから、言っているじゃないですか。簡単でもそれは危険な訓練です。下手をすれば抑えが利かなくなった魔力が暴発して手がずたずたになってしまいます。全く、治癒魔法使いだからいいものの……。そういうのはもっと魔力をうまく扱えるようになってからするのであって──」

　そのまま説教の如く矢継ぎ早に言葉を吐き出していくウェルシーさんに笑みを引きつらせながら、魔力の濃度の操作を行う。

　元の薄い緑色は、オルガさんよりも少し薄い緑色へと変わり、また元に戻るを繰り返している。

　正直、目に見えての成果が分からないので実感はないが、ウェルシーさん曰く、かなりできている方らしい。

「私もできないかなぁ、それ……」

「先輩はちょっといい加減なところがあるのでやめた方が……」

「ウサト君がいれば問題ないよね？」

　いやいや、さも当然の如く言っていますけど、僕は自分のことで精一杯だし、もし先輩が簡単に習得したら正直、立ち直れない。

　あと、純粋に先輩には極力危ないことはしてほしくない。僕でさえ痛みに慣れているとはいえ、魔力が暴発して手が切れたときはなかなかの痛さだった。

　一応女の子の先輩に耐えられるかどうか微妙だ。

「駄目ですよ！　スズネ様!!　ウサト様のように魔力の扱いに長たけている者でなくては──」

「いいじゃないかウェルシー。カズキ君もそう思うだろう？」

「うーん……興味はなくもないんですが、ウサトが止めているならやめた方がいいかもしれません」

「むむむ、あまりウサト君を困らすのはやだな」

　既に結構なレベルで困っています、なんて言えない。

　今さらながらに、大人しくなった先輩に軽いため息をつく。

「ルクヴィスへは、あとどれくらいで着きそうですか？」

「うーん、進み具合から見ると、日が真上に昇るくらいに着きそうですね」

　だとすれば、あと一、二時間くらいかな？　この世界に時計とかないから分からないけど。

　学生の街か。亜人の件とか、系統魔法とか、アマコの知り合いの件とか、気になることは色々あるけど、一番気になっているのは──、

「ルクヴィスの治癒魔法使い」

　これに尽きるね。




　　　　　　　　　　＊＊＊




「第三軍団長アーミラ・ベルグレットよ、この度の失態についてだが」

「はっ」

　私は、先のリングル王国への侵略戦で大きな失態を犯してしまった。

　確実に勝てる兵力を備えていたにもかかわらず、私が率いる軍はリングル王国に敗北を喫し、情けないことに敗走を余儀なくされたのだ。

　死者は多く、虎の子であったバルジナクさえも失った。

　私の軍団長としての立場はなきに等しいものだった。

「貴方様が御命令くだされば、私はこの場で自じ刃じんする覚悟であります。それほどまでの失態を犯してしまったと痛感しておりますし、弁解の余地もありません」

「いや、貴様は我が軍の貴重な戦力だ。ただ一度の失態で失うわけにはいかぬ。しかし、まさか人間がこうまで健闘するとはな」

「は……？」

　玉座でくつろぐ魔王様がくつくつと笑みを零こぼす。

「フッ、我らの敗北を喜んでいるわけではない。人間が我らと戦う意思を見せたことが面白いのだ」

「……それは、どのような意味でしょうか？」

　こちらは侵略している側、相手が抵抗するのは当たり前のはず。

「私の知る人間は実に遊び甲が斐いがない。脅せば従い、誘惑すれば欲に流され、金を見せれば魚のように飛びつく。アーミラ、人間ほど愚かで増えすぎた存在はいない、そう思わないか？」

「……」

「だから私は魔族の王として動いた。人間を滅ぼすためにな。智で惑わし、殺しあわせ、大陸中を死で染め上げてやったわ」

　こともなげにそう言い放つ魔王様。

　目の前の愉悦に満ちた表情を見ている私は、このお方が敵でなくてよかったと安堵することしかできなかった。

「だが、そんな人間に私は敗れた。完膚なきまでにな。しかしな、それは人間達の力ではなく、孤独に戦うたった一人の圧倒的な強者によって成されたのだ」

「圧倒的強者、ですか」

「強かったぞ、奴は。数百年の時を経た今でも昨日のことのように思い出せる」

　思い起こすように目を細める魔王様。

　魔王様にとって、自身を封印した敵との戦いは、まるで昨日のことのようなのだろう。

　目の前にいるだけでこれほどの存在感を放つ魔王様を下す敵。私なぞでは想像もできないほどの存在に違いない。

「たった一人。奴は何のためでもなく、我が軍を破り、私を斬きり、勇者となった。貴様にとっては苦々しい名だろう？」

「……はい」

　兵の多くは勇者にやられた。

　敗走する時、自分が早く出ていればと何度も何度も思い返していた。

「その感情は分からなくもない。悔しいだろう？　奴さえいなければ、誰もがそう思う。そう、誰もがな」

　そこで言葉を区切り、私を見下ろした魔王様は、残酷な笑みを浮かべる。

「人間は愚かだ。常識を超えた存在を唾棄し、始末しようとする。たとえそれが同族であってもな」

「勇者は、人間にも狙われたのですか？」

「こちらが焚きつけたようなものだがな。少し背中を押すだけで見事に踊りおったわ。その数日後には私が滅ぼしてやったがな」

　さすがは魔王様、やることが豪快だ。

「僭せん越えつながら、意見させてもらってもよろしいでしょうか？」

「構わん」

「今、勇者が召喚された国はリングル王国。恐らくですが、魔王様の言う、裏切らせるといった策はあまり意味をなさないものに思えます」

「元より使うつもりはない。あの国の在り方は一つも変わっていない。なにより、あそこを侵略するように指示したのは私だ」

「っ！　申し訳ありません！」

　なんて浅はかなんだ、私は。魔王様のお考えも理解しきれず、愚かにも意見してしまうなんて。

　これはもう、自刃するしかないのでは？

　私には生きている価値なんてないのでは？

　師匠、不出来な弟子で申し訳ありませんでした。

「今にも死にそうな顔になっているところ悪いが、そろそろ貴様に対しての罰を与えなくてはな」

「自刃ですか。いえ、分かっております。自刃します」

「したければそうするがいいが……なんだ、貴様は自傷癖でもあるのか？」

　涙ながらにカタカタと剣を震わす私を変なものでも見るように眺めていた魔王様だが、すぐにどうでもいいと思ったのか、こちらに構わず言葉を言い放つ。

「貴様は降格だ。今日限りで軍団長を降りてもらおう」

「……はい」

　自刃ではないが、当然の処分だろう。

　私はあまりにも指揮官としては未熟すぎた。

　表情を暗くする私だが、魔王様は変わらず薄ら笑いを浮かべたままだ。

「やはり、貴様は堅物だ」

　そう言うと、魔王様は玉座から立ち上がり、ひれ伏している私の前に歩み寄ってくる。

　驚きょう愕がくしながら頭を垂れると、目前で足を止めた魔王様は、ゆっくりと口を開いた。

「アーミラ、軍団長という立場は貴様には合わん。貴様は猛然と戦場を駆け、己が見定めた強敵と戦う姿こそが絵になるだろう」

「──っ!!」

「肩書なぞ何の意味もない。力なき者は死ぬ。この世の理ことわりは強いか、弱いか、それだけだ。アーミラ、貴様は強者でありたいか？」

「っ、はい……ッ！」

「ならば、貴様がいるべき地位は軍団長ではあるまい。貴様が指揮官という立場で燻くすぶっている姿は見るに堪えん。此こ度たびの戦いでそれがよく分かった。今一度、兵士として武勲を上げよ」

　その言葉はまさに、私の全てを変えるお言葉だった。

　軍団長という地位には誇りを持っていた。兵を訓練し、指揮する。上に立つ者としての責務も役目も私にとって誇りだった。

　だが、魔王様の言葉で自分がどのようにあるべきかを理解した。

「ハッ、今日から私めは軍団長の任を降り、一人の兵として、この世に生を授かってから今まで培ってきた技術の全てを貴方様のために振るう所存です!!」

「その言葉、偽りはないな？」

「はいッ!!」

　私の覚悟に魔王様は頷くと、再び玉座に戻っていった。

　今までなんのために剣を振るってきたか。

　以前の自分ならば、師匠に傷をつけた救命団のローズと、多くの同胞を葬った勇者達への私し怨えんの言葉を口にしただろう。

　だが、今ようやく理解した。

　私が剣を振るう理由に、私怨など必要ない。

　必要なのは、魔王様への忠誠心だけだということを──。

　そのために、私は第三軍団長という肩書を捨て、ただの兵として敵を殲せん滅めつする剣になろう。





　　第七話　到着！　魔導学園ルクヴィス!!　の巻







　リングル王国を出発して、一週間。

　アマコの予知のおかげでこれといったトラブルのないまま、無事ルクヴィスに到着した。

　いや、モンスターに襲われはしたけど、ウェルシーさん曰く、遭遇率が全然違っているらしい。

　ま、種族的に強いブルリンが、ある種の魔物よけになってくれたというのもあるけど、それでもアマコの魔法は便利すぎた。

　そんなこんなで到着したルクヴィスの門を目の前にして、僕は馬車の窓から顔を出し大きな扉の全容を眺める。

「綺き麗れいだな……」

　リングル王国の城門は古めかしく堅けん牢ろうな印象だったけど、こちらは黒を基調として色とりどりの装飾が施されている豪華な門だ。魔法陣のような刻印が刻みつけられているところを見ると、ただの門じゃないのかもしれない。

「なんだか学校って感じがする」

「俺達の行っていたとことは全然違うけどなー」

　同じく窓から門を見ていたカズキの言葉に頷うなずく。

　今は、先に降りたウェルシーさんと護衛の人が、門番の人に通してもらえるよう話をつけてもらっている。

　入ったら気を付けなくてはいけないな。僕達はリングル王国という看板を背負って来ているので、それに泥を塗るわけにはいかない。

「先輩、気を付けてください。絶対に喧けん嘩かとか吹っかけちゃダメですからね？」

「あの、私、規律を重んじていた元生徒会長なんだけど。そんな通り魔みたいなことしないよ。そこまで信用ないのかな？」

「元生徒会長だからですよ」

　正義感の強い先輩なら、もし迫害されている学生を見たら飛び込みかねない。

　そういう信条は立派だけどね。

「アマコもさっき渡した外がい套とうを被かぶるんだよ？　尻尾も極力動かさないように」

「大丈夫、慣れてる」

　僕の団服と同じ色合いの白い外套を深く被ったアマコ。

　彼女は城へは行かず、アルクさん達と共に馬車で待つことになっている。重要な任で手が離せない僕達よりも、アルクさん達と一緒にいた方が安心でもある。

　向かうのはウェルシーさん、カズキ、先輩、そして僕だ。

「許可を貰もらえました。それではルクヴィスへ入りますっ！」

　外からウェルシーさんの元気な声が聞こえ、同時に再び走り出す馬車。

　巨大な門が開き、都市の街並みが現れる。

　様々な大きさの建造物が立ち並んでいるが、そのどれもが白く、清い空間を醸し出している。

　全体的な印象はリングル王国の街並みと似ていて、まっすぐ開けた大通りを中心に建物の合間合間に道が作られている。

　それらの道の両脇にはリングル王国のように出店が開かれている。しかし、その商いをしているのは制服のようにローブを着こなしている僕と同い年くらいの子供達。道を歩く人もほとんどが同じ格好をしている。

　大人の姿は数えるほどしかなく、なかなか異様な光景に見えた。

「ここが、魔法の都市……」

　正直、ここまで子供に自由が与えられた場所だとは思っていなかった。学校というからには、元の世界のように、ある程度の規律の上で成り立っていると考えていたけど、ここの在り方は高校というより大学の方が近いのかもしれない。

「さすがに街中を馬車で進むことはできないので、ここからは徒歩になります」

「あ、はい。ブルリンはどうします？」

「ブルーグリズリーなら馬と共に厩きゅう舎しゃの方に連れていってくれるそうです。彼の存在は注目を集めすぎますからね」

　なるほど、街へ連れていって不用意に怖がらせてしまうということにならなくてよかった。

　ウェルシーさんの指示に従い、僕達は馬車を降りる。

「それにしても……」

　いやに視線を感じるな。

　ここはまだ門の入り口近くなのに、既にもの珍しそうに学生らしき子供達が集まってきている。皆一様に黒っぽいローブを着ている。みんな黒っぽい服だから、白い団服を着ている僕は場違いな気がしてくるな。

「……ん？」

「ウサト、どうした？」

「いや、ちょっと」

　他の学生達とは違い、ローブが煤すすで汚れている少年。

　顔色も悪く、どんよりとした瞳には周囲との温度差が感じられた。

「……む」

　こちらが見ていることに気付いたのか、目が合うと、ビクリと体を震わせてそそくさとどこかへ走っていってしまった。

「……カズキ、もしかして僕、目つき悪い？」

　そうカズキに訊きくと、彼はきょとんとした後に「悪いというか、凛り々りしくはなった」と言った。

　凛々しさとは一番遠い場所にいると思っていた僕だけど、他ならぬカズキにそう言われ少し嬉うれしくなってしまう。

「凛々しい、ね。気弱って言われてた僕がそんなことを言われるなんて……ちょっと感動だよ」

　一人感動に打ち震えていると、僕達の前に立ったウェルシーさんが大通りの向こうを指差した。その先には、この都市で一番目立っている大きな建物が見える。

「目的の場所はここからそう遠くはありません。騎士の皆様はここで待機していてください。私達は書状を渡しに向かいます。それでは、カズキ様、スズネ様、ウサト様、ついてきてください」

「はい。じゃあアマコ、ブルリンをよろしくね」

「うん、待ってる」

　こくりと頷くアマコ。書状を渡した後は、彼女の知り合いに会いに行く約束をしているから、なるべく早く帰ってあげなきゃな。

　見送ってくれた騎士さん達にひと通りお辞儀をした僕達は、ウェルシーさんを先頭に大通りを歩き出す。




「うちの防具は丈夫で安い！　自信を持って売らせていただきます!!　買うならここ！　カールグナ武具店！」

「干し肉の質ならどこにも負けない！　学生だからって甘くみるのは禁物だよー!!」

「何でも売ってくださーい。場合によっては物々交換もありですよー!!」

　本当に色々な店があるんだなぁ。

　子供が切り盛りするには色々大変だろうとは思うけど、僕よりも小さい子が呼び込みとかしているのを見ると感嘆の声を出さずにはいられない。

「自由に使えるお金がない子は、授業外の時間を利用して働いているんですよ。あくまで仕切っているのは大人の商人ですが、その手足として働いているのはここに住む多くの学生達なのです」

「へぇ、バイトみたいだなぁ」

　面白いな。学業の傍ら仕事をしているっていうのは僕達の世界とそっくりだ。

　ウェルシーさんにおいていかれない程度の速度で歩きながら、ルクヴィスの風景を見渡す。

　本当に、こんな活気ある街で差別とかそういうのがあるとは思いたくないな。道行く人達、というか同じくらいの年頃の子供達が笑いながら出店を眺めている光景を見ていると、この国には本当はそういうのはないのではないか？と思ってしまう。

　カズキと先輩はどういう印象を持っているのだろうか。

　少し訊いてみようかな。

「先輩はどう思いますか？　こういうの興味津々でしょ……って、え？」

　犬いぬ上かみ先輩がいない。

　周りを見ても、どこにも姿が見えない。

「カズキ、ウェルシーさん……先輩は？」

「え？　先輩……あれ？」

「スズネ様なら隣に……っていない!?」

「……あの人は、少しくらいジッとしていられないのか!?」

　歩き出してから十分も経ってないのに、もういなくなってしまった先輩に、頬を引きつらせながらあたりを見回す。

『さすがは魔導都市！　売っているものもファンタジーじゃないか!!』

　僕達の後ろの方で、聞き覚えのある声がする。姿は見えないが、僕はなんとなく察した。

　同じく頬を引きつらせているカズキとウェルシーさんに無言で背を向け、注目を集めている先輩の方へ向かう。

　異常に高いテンションで声を上げている彼女は、美少女だ。

　だけど残念。それが僕の中での先輩のイメージをだいぶ悪い方に変えている。

「すいません、あれうちの連れです！　残念ですけど連れです!!」

　野次馬の間を縫うように先輩の元へ進む。先輩の衣服はリングル王国でこしらえた特注装備。黒ローブの集団の中に入れば注目の的になるのは必然。

　前が見えなくなるほど集まった人の波をかき分けながら、これ以上ないため息を零こぼす。

　本当の本当にこの世界を楽しみすぎでしょ。元の世界に未練なさすぎてドン引きするレベルだよ。

「あと、少し……」

　ようやく先輩の姿が見える所にまで進めた。視線の先には、目を輝かせ、なんらかの防具を舐なめるように見回している先輩がいる。

　子供のようにはしゃぐ彼女を視界に収め、少しだけ足を速めたが、それがいけなかった。前に割り込んできた野次馬の一人に肩がぶつかってしまう。

「おぅわっ」

「あ、すいません！」

　尻餅をつくように倒れてしまった相手に内心気まずく思いながら、遠慮気味に手を差し伸べ……るのだが、こちらを見上げる切れ長の瞳を見て息を呑のむ。

　アマコと似た獣のような瞳。フードのようにローブを頭に被っているので顔しか見えないが、こんな晴れた日に頭を隠しているということは、そういうことなんだろう。

　こんなにすぐ出会うとは思っていなかったけど、こんな状況だ。ここは気付かないふりをしてやり過ごそう。

「……大丈夫ですか？」

　手を差し出すと、倒れてしまったローブの人は切れ長の瞳を丸くしつつも、差し出した僕の手を取る。そして、僕の全身を見て得心がいったようにゆっくりと立ち上がる。

「よそから来た人か。この時期にしては珍しいな」

「ははは、珍しいかなぁ？」

　彼、いや、声からすると彼女は、ローブの砂すな埃ぼこりを払った後こちらを一いち瞥べつすると、心配いらないとばかりに手をかざした。

「転んだだけだから怪我はないよ」

「良かった。本当はお詫わびをしたいところなんだけど、今は急いでいるから……」

　今は、目の前で子供のようにはしゃいでいる犬上先輩を連れて、ウェルシーさんとカズキの元へ戻らなくてはいけない。

　もう一度「すいませんでした」と謝りながら先輩の方へ──、

「待て」

「うぉ!?」

　ガシリ、と擬音が付きそうな勢いで右腕を掴つかまれ、思い切り引き寄せられる。

　振り返ると、すっぽりと頭を覆ったローブの人は、瞳をこれ以上ないくらい鋭くさせていた。

　そして、引き寄せた僕の腕に顔を寄せて匂いを嗅いだ。いやらしい意味はない。そんな感想が抱けないほどに、怒気というか殺気のようなものが感じられた。

「──お前、知ってる匂いがするなぁ」

「……はて、なんのことやら」

　体臭……とかではないよな。

　あるとすれば──、

「しらばっくれるな。なんでお前からあたしの知り合いの匂いがするんだ？」

「もしかして、君がアマコが言ってた昔良くしてくれた人──」

　そう言葉にした瞬間、掴まれた右腕が万力の如く握りしめられる。なんて力だ、ローズに勝るとは言わないけどなかなかの力だ。少なくとも人間の力じゃない。

「ちょっとこっち来い」

　その場から連れ出すように引っ張られるが、離れるわけにはいかないので抗あらがうように力を入れる。

「ッ！　動かない、か。やっぱり、アマコはもう……そして今度はあたしってことか？」

「待って。なんかすごい誤解してる。一いっ旦たん、落ち着こう」

「落ち着けるか……ッ」

　何だか変な誤解されてる。

　僕がとんでもない畜生になっちゃっている感じだ。

　彼女が身に纏まとったローブから、僕の腕を掴む手てっ甲こうが嵌はめられた左腕が露わになり、それを引き絞るようにしているのが見えた。僕の周りにいた野次馬もそれに気付いたのだろう。その手甲を見て、うわぁと声を出して離れていく。

「奴隷商か？　盗賊か？　それとも、巷ちまたで有名なリングルの人攫さらいの連中か？」

　すいません、最後のは多分僕の同僚です。

　非常に人相が悪い人達だけど、あれ違う人攫いです。

「ちょ、ホント落ち着いて！　僕はアマコの……そう、友達なんだ!!」

「友達か、人間にとっては都合のいい言葉だな……ッ」

「ちょっと待っ──」

　制止の言葉を言い終える前に、引き絞られた腕に力が込められ、周囲の空気が彼女の拳の周りに集まっていく。

　目には見えないが、独特の風切り音が拳から聞こえてくるので嫌でも気付く。逃げようと、掴まれた右腕を振りほどこうとするも、万力のように握られた腕は動かすのがやっとで振り払えない。

「ハァッ!!」












　鋼鉄に覆われた拳が僕の腹部目掛けて放たれる。それと同時に、頭をすっぽりと覆っていたローブが脱げ、彼女の素顔とその頭部に生えている耳が露わになる。

　後ろに流すように伸ばされた茶色がかった髪に、丸みを帯びた獣耳。

　端正な顔に怒気を浮かばせた彼女に若干の理不尽さを感じながらも、僕は甘んじて繰り出された拳を空いている左手で受け止めた。

　衝撃が掌てのひらを突き抜ける。

「む、むむ」

　一ヶ月前の僕なら悶もん絶ぜつくらいはしていただろうが、あの地獄のサンドバック訓練を耐えた今となってはこの程度の打撃、悶絶するにはまだ威力が足りない。

　そう思っていたのも束つかの間、拳が直撃してから数瞬後、手甲から解き放たれるように刃やいばのようなものが飛び出し、拳を受け止めた手を切り刻んだ。

「いてぇ!?」

　鮮血が掌から飛び散る。

　若干の苦痛に目を細めながらも、即座に治癒魔法で傷を塞ふさぐ。鋭利な刃物で切られたような感覚、しかし皮膚を浅く切りつけるくらいじゃ治癒魔法の治す速さのほうが上だ。

「な……受け止め……治った!?　人間じゃ……ない!?」

「人間だよ!?」

　失礼だな、ローズと一緒にするな!!

　拳を受け止めたまま顔色を変えずに直立している僕を不気味に思ったのか、表情に若干の恐怖を浮かべ掴んだ右腕を離すと、後方へ下がりこちらを窺うかがうように拳を構えた。

「……ここじゃ目立ちすぎる」

　自身に集まる視線に気付いたのか、苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情で彼女はローブを深く被り直した。

　そして、振り返りざまに「顔、覚えたよ」と不吉な一言を言い放ち、路地裏へと走っていってしまった。

「追うか？」

　追いつこうと思えば、すぐに追いつける自信がある。だが、書状を渡すという重大な任がある立場としては、ここで動くのはあまり良くない。

「……後でアマコに報告かな？」

　知り合いって言ってたし、本人に誤解を解いてもらえばいいか。最悪、無理やりにでも説得すればいいだけだし。

「僕はともかく、アマコにとっては朗報ってやつなのかな？」

　良くしてくれた人って言っていたくらいだし。

　にしても、いやに注目を集めちゃったな。

　なぜか化け物でも見るような失礼な視線を感じながら、手についた血を振り払い、未いまだに興奮冷めやらぬ様子の先輩の元へ歩み寄り声を掛ける。

　うわぁ、この人全く気付いてねぇ。

　カズキ達には見えなかっただろうけど、近くにいたこの人には気付いてほしかったんですけど。

「犬上先輩」

「む、ウサト君か。丁度いい。これを見てくれ。これほどまでに精巧に作られているとは思わなかったよ」

「先輩」

「いやぁ、私も剣を使わせてもらっているけど、やっぱり弓とかも使ってみたいな」

「おい、犬上」

「!?　わ、分かった、行くから！　だ、だから呼び捨てはやめてくれっ！」

　バッと振り向き頬を紅潮させてそう言った先輩は、その手に持った防具を元の場所に戻し、こちらに背を向けると、足早にウェルシーさんとカズキの元へ歩いていく。

　呼び捨てにすることで、僕の苛いら立だちが伝わったかな？　本当はあまり怒ってはいなかったんだけどね。

　幸い、先ほどの騒ぎは人の波に紛れて見えていなかったようで、ウェルシーさんもカズキも僕と獣人らしき少女とのやり取りについて触れなかった。

　これから書状を渡しに行くのに、ここの住人に害されたということを知られるのは色々とマズいから都合が良かった。

「連れてきましたよ」

「スズネ様、貴女あなたは少しは重大な任を背負っているという自覚を……」

「いやー、すまない。ちょっと抑えられなかった」

「あまり俺達を困らせないでくださいよ。ウサト、大丈夫だったか？」

「うん。ちょっと疲れたけど、特に何もなかったよ」

　心配してくれるカズキに笑みを返した僕は、再び皆と共に歩を進める。

　ルクヴィスに来て早々、トラブルに遭ってしまった。

　少し、幸先不安だな……。




　再び歩き始めてから十数分後。

　僕達はようやく目的の場所、大きな白い建物の前に辿たどり着いた。見れば見るほど大きな建物だ。リングル王国のような城という感じではなく、学校の校舎を豪華にさせたような建物だ。

「ここが、そうなの？」

「はい。ここがルクヴィスの中心。魔導都市たる所以ゆえん──魔導学園ルクヴィスです」

　魔導学園ルクヴィス。

　ここが最初に書状を渡す場所。

　正直、予想を超えた場所だったためか、浮き足立ってしまいそうになる。

　周りにちらほらと見える学生の訝いぶかしげな視線が地味に痛い。「なんだこいつら」とか「地味な奴がいる」などと言う声も聞こえる。うん、ごもっともすぎて反論できねぇや……。

「中に入れてもらえるんですか？」

「ええ。先ほど衛兵の方に伝言を頼んでおいたので」

「迎えに来てくれるってことですか……」

　どんな対応をされるのかな？　邪険に扱われるという可能性もないとは言い切れないけど、一応は隣国からの使者だ。手厚くと言わずとも、ほどほどの対応をしてくれれば──、

「イイ服ですねー」

「うおぉ!?」

　突然、耳元に囁ささやくように吹きかけられたその声。経験したことのない気味の悪さに思わずその場から飛び退のく。

　犬上先輩がまた凶行に走ったのか!?　いや、今のは違う声だったな。

　僕の背後に立っていた人物を見ると、それは柔和な笑みを浮かべる灰色の髪の少年だった。

「ははは、驚かせてしまって申し訳ない。皆様がリングル王国からの使者の方々で間違いないでしょうか？」

「え、ええ。間違いありません。それでは貴方あなたが……？」

「はい、学園長から案内を承ったハルファといいます」

　黒色のローブを翻し、恭しくお辞儀したハルファさん。

　一応、男だと思ったのだけど、中性的な顔をしているし、身長も僕より低く、しかも体を覆うように纏ったローブで判別がつかないから正確には分からない。

　いや、それよりも耳元にまで近づいてきたことに全然気付けなかったことの方が不可解だ。いくら周りに人が多くいるからといって、初めての土地で気を緩めるほど僕は浮かれていない。

　少なくとも、ただの案内役ってわけじゃないな。

「ウサト君、彼が男の子だったら、男の娘だよねっ」

「先輩、今僕は冷静さを欠きそうになっています。しばらく黙ってください」

「いつになく辛しん辣らつ!?」

　この人には、もう少し大人しくしてもらわなくてはいけないな。




　ハルファさんの後に続いて、学園内に足を踏み入れる。

　学園の中心は日が差し込む広場となっており、そこを取り囲むように建物が立ち並んでいる。

　その広場では、ローブ姿の学生達が本を読んだり、魔法の練習をしたりと各々の時間を過ごしている。

　僕や犬上先輩が思い浮かべた通りの光景が広がっていた。

「うぉ……」

　幻想的で、活気に満ち溢あふれている。

　不覚にも目の前の光景に見入ってしまった。

「彼らに興味を示されているようですね」

　前を歩くハルファさんが、僕達にそう声を掛けてきた。

　彼の言葉に先輩が口を開く。

「私達にとってあまり見慣れたものじゃないからね。不ぶ躾しつけならすまなかった」

「いえいえ、不躾ではありませんよ。むしろ大歓迎です。貴方達のような方々に興味を持たれるのは彼らにとって誇らしいことでしょう」

　ハルファさんの言葉に、先輩の目は僅わずかに細くなり、カズキとウェルシーさんの目は驚くように丸くなった。

　僕はそんなに驚きはしなかった。

　だって、先輩とカズキだもん、他とは違うオーラ的なものがあるのだろう。

「学園長から私達のことを？」

「いいえ。ですが、身のこなしと魔力の流れからして、只ただ者ものでないことは分かっていました。それに──」

　くるりと後ろを振り向いた彼は、さっと立てた指をこちらに向けた。

　後ろに何かあるのだろうか？　後ろを振り向いても誰もいない。え、僕？　いや僕に注目するところなんて、治癒魔法という一点突出型の系統魔法があるだけだ。

　あとは、救命団の団員たる証あかしであるこの団服くらいしかない。

「リングル王国の救命団、白色の団服を纏う異端の治癒魔法使い、その二人目」

「え、僕のことを知ってる？　というより異端って……」

　異端、でしょうね。

　傷は治せど、その使い方が大きく乖かい離りしている僕の──いや、ローズの治癒魔法は、自分の体を壊して治して壊して治してを繰り返すという頭のおかしい使い方をする。その繰り返しによって、今の僕が出来上がっているのだ。

　ま、そこらへんが普通じゃないのは認めよう。

　しかし、まさか本当に他の国にまで伝わっているとは……。

「私も、この目で見るまで眉まゆ唾つばものとして信じていませんでした。フフフ、ここに住む大勢の人がそう思っているでしょうね。ですが、貴方は他のお二方と比べ魔力量に差があれども、それを補うほどに魔力に粗がなく、驚くほど自然に魔力を全身に行き渡らせている。並大抵のことでできるものではありません」

「まさか、魔力を……ハルファさん、貴方は『魔視』ができるのですか？」

　自身の目を指差しながらそう語った彼は、ウェルシーさんの言葉に頷く。

　魔視とはなんだろうか、と思っていると、僕の疑問を察したウェルシーさんが説明してくれる。

「魔視とは魔眼の一種です。これは、生物や大気に流れ漂う魔力を視認できる、ウサト様のような希少な系統魔法の一種です」

「それで僕達のことが分かったのか……」

　魔力の流れを見ることに長たけた魔法。

　でも、僕と同じタイプの系統魔法なら、逆に言えばそれしかできないんじゃないか？

　……結論を出すのは早計だな。この人は何だか見た目だけで判断しちゃいけない気がする。

「さて、少し急ぎましょうか。学園長から案内を仰せつかっている身で遅れるわけにはいきませんので」

　先輩、カズキ、僕という順番で一瞥し、笑みを浮かべた彼は、再び先頭を歩き始める。

「ウサト君」

　隣を歩いていた先輩が、僕の肩を軽く叩たたいた。

　前を歩くハルファさんを注視しながらも、先輩の方へ意識を向ける。

「彼、猫被ってるね。気に入らない」

「同族嫌悪ってやつですか……納得です」

「……今は被ってないけどね」




　気付けば学生の姿も見えなくなり、僕達の足音だけが廊下に響く。

　リングル王国のお城並みに広い廊下だなぁ、と思っていると、先頭を歩いていたハルファさんの足が止まる。

「ここが学園長室です」

　そう言うと彼は扉に向き直り、コンコンと手で叩き「学園長、お連れしました」と簡潔に伝える。数秒ほどして「どうぞー」とやや間延びした返事が返されると、ハルファさんはにっこりとこちらに笑みを浮かべ扉を開けた。

「どうぞ中へ」

　ハルファさんに促され足を踏み入れる。まず目に入ったのは、外から差し込む太陽の光に照らされた部屋。

　老齢な姿をイメージしていたが、そこにいたのは想像以上に若い女性だった。椅子にゆったりと座ったその女性は、まるで十年来の友人を迎えるような気軽さで僕達に気さくな笑みを向けた。

「ようこそ、ルクヴィスへ。私は貴方達を歓迎します」

　見られている。

　眼前にいる女性の視線にさらされた時、まずそう感じた。

　差し込む光を背に温和な表情を浮かべている女性は、視線を僕達から後ろの扉の前に佇たたずんでいたハルファさんに移すと、鈴が鳴るような優しげな声で労ねぎらいの言葉を言う。

「ご苦労様でした。ハルファ」

「はい。では、私は外で」

　ハルファさんはお辞儀をし部屋の外へ出ていく。

「初めまして、私の名はアイラ・グラディス。ルクヴィスを任されている者です」

　にっこりと朗らかな笑みを浮かべる女性、グラディスさん。

　この人が学園から都市まで全てを統治している人なのか。若いのにすごいな。見た目はローズよりちょっと年上にしか見えないのに。

　彼女の視線にどこか居心地の悪さを感じながら、一歩前に出たウェルシーさんに目を向ける。

「突然の訪問、申し訳ありません。そしてお久しぶりです、グラディス学園長」

「本当に久しぶりね。会えて嬉しいわウェルシー。良ければ後ろにいる子達の紹介をしてくれないかしら？」

「もちろんです。では皆さん」

　グラディスさんに促され、一歩横にずれるウェルシーさん。

　ウェルシーさんとグラディスさんは顔見知りなのか。まあ、魔法のエキスパートである彼女が魔法を育成する場所に関係ないのは逆におかしいか。

　なぜ二人が顔見知りなのかをなんとなく察しつつ、僕達三人はそれぞれ自己紹介をする。

「イヌカミ・スズネ、お会いできて光栄です」

「リュウセン・カズキです」

「ウサト・ケンです」

「……才能に満ち溢れた子達ね」

　僕達を見て、感心するように頷くグラディスさん。

「それで、ただ挨拶するために来たわけじゃないんでしょう？」

「もちろんです。今日ここを訪れたのは、この大陸に迫る危機についてお知らせしたかったからです」

　そう言ってウェルシーさんは、懐から書状を取り出し丁寧にグラディスさんに渡す。

　それを受け取った彼女は静かに開き目を通す。

　ざっくり書かれているようにも思えるけど、ここは子供も通っている学園だ。なので、書状に書かれている内容は戦いに協力してもらうというものではなく、ある程度の援助をお願いするというものだ。嫌な受け取られ方はされていないだろうか。徴兵みたいに受け取られたら、説明が面倒になるぞ。












「………」

　暫しばしの沈黙。

　紙が擦こすれる音がいやに大きく聞こえる中で、ひたすら恐々としていると、ふぅ、と軽いため息をついたグラディスさんが、その手に持った手紙をゆっくりと机に置いた。

「魔王軍、ね。戦いは勝利を収めたって聞いたけど？」

「必ず負けていた戦いでした。勝てたのはここにいる勇者様と治癒魔法使いの彼、そしてここにはいないもう一人の少女のおかげと言ってもいいでしょう」

　もう一人の少女、とはアマコのことか。彼女がいなければ本当にやばかったからな。

　本当にあの戦争は危ない橋を渡ってたんだなぁ。

「まさか正真正銘の勇者二人をよこすなんて、彼も本気と受け止めてもいいのかしら？」

「はい。文字だけの書状を送ったとしても意味がないということは、痛いほどに思い知らされましたので」

「無茶するわねぇ。まあ、それが彼の美点ともいえるけど」

　彼女は思い悩むように腕を組み、改めてカズキと犬上先輩を見る。

「勇者って分かってみれば、その素養にも納得がいくわ。なにせ異世界から選定された者なのだから。それに……もう一人の彼は、服装から見て彼女の部隊の……子よね？」

　少し訝しげに僕を見る彼女は困惑しているように見えた。

　そりゃそうだろう。二人は特別な素養を持つ勇者。僕は欠陥だらけの治癒魔法を扱う魔法使いだ。

　困惑するのも無理はない。

「彼はローズ様と同じ治癒魔法使いであり、勇者様と同じ異世界からやってきた人。それが彼がこの場にいる理由です」

　グラディスさんが何を言いたいのか察したウェルシーさんが、補足するように僕のことを説明した……のだが、説明を聞いたグラディスさんは目を丸くして僕を見る。

「え、それじゃあもしかして、彼が二人目の？」

「ええ、見た目では分からないでしょうけど。実力は彼女のお墨付きですよ」

「へ、へぇ。彼女と同じ白い服、もしかしたらって思ったけど。人は見かけによらないということねぇ……」

　ちょっと待ってください。

　何やらローズのことを知っているようですが、僕はあの人と性格的な面で違います。

　人が苦しんでいても眉ひとつ動かさないような鬼畜でも、ドＳでもありません。

　少しばかり理不尽な認識をされてしまったことに不満を抱いていると、さらに表情を険しいものに変えたグラディスさんは額を押さえた。

「少し、待ってもらってもいいかしら？　さすがにこれだけの覚悟を見せられたら、私の独断では決めかねるわ。話し合う時間が必要だわ。それとも、急ぎの旅かしら？」

「いえ、私達はあくまでお願いする立場です。正式な決定が下される時まで、私達はここに滞在する所存です」

「そう、なら宿の方はこちらで手配しておくわ。せっかくの客人を無下に扱うことはできないもの」

「ご厚意感謝します」

　驚くほどスムーズに物事が進んでいく。

　話し合ってくれて、宿まで手配してくれる。

　僕の旅もこんな調子で進め……ないか。最終目的地が人間にとって優しくない場所だからね。

「とりあえず、あとは待つだけだな」

「うん、他にすることもないしね」

　カズキの言葉に小声で返しながら安あん堵どする。ちょっと時間が掛かるようだけど、とりあえずは順調。おまけに泊まる所も紹介してくれて万々歳だ。

　自分でも気付かずに緊張していたのか、どっと疲れたような気分になっていると、グラディスさんが手に持った光沢のある石に何かを呟つぶやいているのが見えた。

　すると、すぐさま部屋の外にいたハルファさんが挨拶と共に入ってきた。

「さてと、それじゃあハルファ。宿の手配と案内をお願いしてもいいかしら？」

「お任せください。それでは皆さん、私についてきてください」

　そう言ってお辞儀をした彼は、僕達に外へ移動するように促してくれる。

　僕達も彼と同じように、グラディスさんにお辞儀をして出ていこうとしたその時、ふと、思いついたかのようにグラディスさんが笑みを深めた。

「あ、そうそう。決定が出るまでの数日間、良かったら学園の授業を見てみないかしら？　卓越した能力を持ち合わせている貴方達は、ここの生徒にとっていい刺激になりそうだわ。もちろん、拒否しても構わないわ」

　あー、そういう提案はある人にドストライクな感じ──、

「いいんですか!?」

「ス、スズネ様！」

　案の定、食いつく先輩。

　喜び勇んでいるようだけど、僕とカズキは苦笑いだ。グラディスさんも予想外の食いつきっぷりに驚いている。

「先輩落ち着いてください。すいません、ここに来る途中もそれはもう大変で……」

　僕は犬上先輩の腕を掴み、グラディスさんに詰め寄ろうとした彼女を引き寄せる。

「あ、こ、こら離せウサト君！　ご、強引な……君はそういうグイグイいく方が好きなのかっ！」

「はいはい」

　何やらいつも通りにとち狂ったことを言っているようだけど、グラディスさんが深く知る必要はない。

　これ以上ここにいると先輩の化けの皮が剥はがれかねない。グラディスさんにはもう少し礼儀正しい人という印象のままでいてもらおう。

「それでは、失礼しました」

　犬上先輩の腕を引いた僕は、ハルファさんに続くように部屋から出た。

　カズキとウェルシーさんはなにかすごいものを見るような目で僕を見ているが、気のせいだろう。僕がやったことは本能に忠実な先輩を連れ出しただけなのだからね。

「カズキ様、今度からスズネ様の扱いはウサト様に任せましょう」

「そうですね。俺もそうした方がいいと思います」

　二人とも、僕に先輩を押しつけようとしないでくれ。

「フッ、名案だな。もちろん私も賛成だ」

「アンタ投げ飛ばすぞ」

　そして先輩も同意するな。




　　　　　　　　　　＊＊＊




　ハルファさんに案内された宿は、学園の目と鼻の先にある建物だった。

　去り際に聞いたハルファさんの話によると、どうやらグラディスさんは騎士さん達のことも考慮してくれていたらしく、ちゃんと人数分の部屋を用意してくれたとのことだ。

　アルクさん達も安心して休めるようでよかった。ずっと僕達のことを守ってくれてたからなぁ。休憩時間とかに一応、治癒魔法を施してあげたとはいえ、精神的疲労はどうしても免れない。

　この数日で彼らには体と心を休めてほしい。

　とりあえずは滞在する場所が決まったので、次にやるべきことをやろう。

　荷物を運ぶことも大事だけど、まず一番は、待たせているアマコの願いを叶かなえなくちゃ。

　先輩とカズキが宿の中に入っていくのを見送った僕は、同じく宿に入ろうとしているウェルシーさんを呼び止める。

「ウェルシーさん。僕がアルクさん達にここの場所を伝えてきます。それと……今日は僕達の代わりにありがとうございました」

　ウェルシーさんにそう言うと、彼女はぎこちなく笑う。

　……何で申し訳なさそうな顔をされたんだろうか。

「これぐらいはどうってことありません。ウサト様は私よりも、もっと大変なんですから……」

「大変っていっても僕が自分で決めたことですし、良くしてくれたリングル王国への恩返しでもあるんですから」

「スズネ様とカズキ様も同じようなことを言っていました……」

　申し訳なさそうな表情のままそう言い放った彼女の言葉で、ウェルシーさんが僕達を召喚したことに対してまだ罪悪感を抱いていることをようやく理解する。

　召喚云うん々ぬんは僕達の中でもう結論は出ている。僕もカズキも犬上先輩も、誰もリングル王国の人間を恨んでいない。召喚しなくちゃいけない事情も分かったし、それ相応に良くしてもらった。

「僕はウェルシーさんや色んな人に出会えて良かったと思っていますよ。それに、カズキみたいなイイ奴や犬上先輩みたいな綺麗な人とすごく仲良くなれた。僕にとってはそれだけで十分です」

「それは……スズネ様の前で言ってはいけませんね」

「そうですね、だからこれは内緒で」

「フフフ、分かりました」

　ぎこちなかった笑みを緩め、そう言ったウェルシーさんの声には、先ほどのような暗い感じはない。

　それはいいとして、本当に先輩に言わないでほしい。さっきの言葉は自分でもキザすぎた。これじゃまるでプレイボーイだ。

「じゃ、じゃあ行ってきます」

「はい、行ってらっしゃいませ」

　先ほどまでの堂々とした態度とは打って変わって、情けない挙動でウェルシーさんに背を向け歩き出す。美人のフォローなんて、キャラじゃないことはするべきじゃないな。こうやってすぐ後から恥ずかしくなってしまう。やや顔に熱を感じながら、門の方へと来た道を戻る。




　夕暮れ時近くだからか、昼間より人ひと気けが薄れ幾分か活気が収まった大通りを歩く。

「ん？」

　路地の方に数人のローブ姿の集団が入っていくのが目に留まった。

　その中には、ルクヴィスに到着した時に見かけた少年の姿もあった。

　俯うつむいていて表情は読み取れないが、只ただ事ごとではない様子だ。

「……」

　気になって、彼らが曲がっていった路地を覗いてみると、路地の先は公園に似た広場になっており、そこではローブ姿の学生の集団が掌から魔法を出してキャッキャウフフと子供のように遊んでいた。

　少年は無表情で飛び交う魔法を見ているだけだったが、特におかしなところはない。魔法が飛び交っていること以外は、僕達の世界でもあった公園の風景だ。

「……気のせいかな？」

　もしかして、苛いじめとかそういうのかと思って身構えていたけど、どうやらいらぬ気遣いだったようだ。あの獣人に襲われてから少し神経質になりすぎちゃったかもしれない。

　これ以上ここにいる必要もなさそうなので、元の大通りに戻り門の方に歩を進める。

　さっきの少年は他の子と違ってローブが煤だらけだった。他の子達、アマコと同じかそれより上の年頃だったけど、彼らのローブは綺麗だった。それが何だと言われればそれまでなんだけど、どうしてこんなに気になるんだろうか。

　何か引っかかる。

　……下手に触れない方がいいか。今は、面倒事に巻き込まれたくないし。

「おっ……」

　そうこうしているうちに門の近くに到着した。

　馬車がある厩舎の近くに歩み寄り、アルクさんとアマコ達の姿を見つける。ブルリンも大人しくしていたようで安心しつつ厩舎の方に手を振る。

「ウサト殿ぉー！」

　こちらに気付いたアルクさんも手を振ってくれる。

　……今のうちに今日のことについて話せるように頭の中で話をまとめておこうか。アルクさんに手を振り返しながら、僕は考えをまとめる。




「学園前の宿ですか。その場所なら知っています」

　思いのほか説明することはなかった。

　僕の説明を聞いたアルクさんは僕とアマコににっこりと笑みを向ける。

「私達のことなら心配いりませんよ。その宿は私には見慣れた場所にあるので、道案内も不要です。だから、ウサト殿はアマコ殿と共にお知り合いの所に行ってあげてください。久方ぶりなら一刻も早く会いたいでしょう？」

　気遣いの達人か、貴方は。

「アルクさん、ありがとうございます。ほら、アマコもアルクさんにお礼」

「ありがとう。アルク、さん」

　アマコ、僕にもさん付けしていいんだよ？　そういえば僕、君より年上だよね？

　小声でそう物申そうとすると、その前にアマコが口を開く。

「ウサトにさん付けはなんだか恥ずかしい」

「おい、それどういう意味だ」

　それは好感度的な意味で？　それとも僕にさん付けするのが嫌という意味なのか？　そこのところをはっきりさせてほしいのだけど。

「ふふ、それではここに二人ほど見張りの者を置くので、もしもの時は彼らに伝言を頼んでおいてください。ブルリンのことも私共にお任せください」

「何から何までありがとうございます。じゃあ、アルクさんの言葉に甘えて行こうか、アマコ」

「うん、じゃあこっち」

　やっぱりアルクさんは頼りになる。できる男ってこういう人のことをいうんだな。




　アマコに手を引かれ、街の中に入っていく。アマコは機嫌がいいのか、白い外套に隠れた尻尾が揺れているのが分かる。

「あ……」

　そういえば、アマコに言わなくちゃいけないことがあった。

　昼間襲われた獣人のこととか。

「あー、アマコ、ちょっとその知り合いの所に行く前に話したいことが……」

「彼女達の住んでる所は近くだから、すぐに着くよ。ウサトのことを早く紹介したい」

「いや、その……」

　よほど嬉しいのか、止めようにも止められない。

　もしも今から会う人が昼間殴りかかってきた人だったら、会った瞬間に攻撃されるかもしれない。

　どうしたらいいか悶もん々もんとしていると、いつの間にか広い通りから細い路地へ入っていた。

　急に暗くなった道に気付きビビっていると、アマコの足が止まる。

「ここ」

　目の前には、淡い光が窓から漏れ出しているボロボロの家屋があった。

　構造はしっかりしているのか、倒壊こそしなさそうだが、暗い雰囲気も相まって不気味な感じがする。本当にここに人が住んでいるのだろうか。

「私達にとっては、こういう所の方が住むのに都合がいいの」

「あー、なるほどね」

　さすがに、こんな薄暗い不気味な場所に行こうとは誰も思わないよな。それを見越しての立地と見た目か。

　しかし、今の僕にとって人気がないのは色々まずい。

　昼間、明らかに本気じゃなかった彼女が全力で僕に襲い掛かってくる可能性があるからだ。

「……アマコ、僕はここにいるから水入らずの再会を楽しんできなよ。僕は君が喜ぶ姿を見るだけで嬉しいから」

「何言ってるの？　ウサトも会うの。……言い訳しないで……ウサトが一緒でも構わない……邪魔じゃない……変だよウサト、何か隠してる？」

「驚くほどナチュラルに会話を潰してくるね君。僕の言いたいことが全部伝わっちゃったよ」

　以心伝心ならぬ、予知伝心だな。

　これから交わされるであろう会話を先読みされる。話す手間が省けるから楽だ、普段はね。

　あー、僕が次に喋しゃべる台詞を予知して言い訳を潰してくるあたり、僕は一生この少女相手に口喧嘩では勝てないな。

　僕も予知魔法が使えればローズに──無理だな、体が反応しないわ。

「はぁ、分かった。話すよ……」

　僕は昼間のことをアマコに話した。

　耳とか髪の特徴を伝えると、アマコはその人が僕に会わせたかったその人だと言い、頭を抱えた。

　そして、僕がその人の拳を受け止めたことにドン引きされた。

「事情は分かった。ウサトは私の後ろにいて。誤解は私が解くから」

「年下の少女に面倒をかける僕って……」

　ため息と共に僕の前に立った彼女は、古びた家屋の扉を叩く。

　しかし、反応がない──と思った瞬間、扉の前にいたアマコは突然、ビクリと体を震わせると僕に何も告げずに思い切り横に跳んだ。

　へ？　何で跳ん──、

「ここを突き止めたか化け物がぁ──!!」

「あー、なるほどね……」

　アマコが扉の横に跳び退いたその瞬間、扉が蹴け破やぶられ、箒ほうきを持った何者かが僕目掛けて攻撃を仕掛けてきた。

　聞き覚えのあるその声と、振り下ろされる掃除用具に色々察した僕は、げんなりしつつも治癒魔法をその身に纏う。

　怒りを孕はらんだ切れ長の瞳から、話を聞いてくれる状態じゃないことは一目瞭然。

　アマコはこれを予知して横に跳んだのか。

　うん、これは危ない。でも一言くらい何か言ってほしかったな。

「はぁ……」

　僕は振り下ろされる箒を横に跳ぶことで躱かわしながら、距離を取る。

　目の前の少女は興奮状態にあるのか、フーッフーッとこちらを威嚇しながら箒の先端を僕に向けている。

「あんたがどういう化け物かは知らない。だけど！　ここにいる仲間には手出しさせない!!」

「オーケー、ちょっと待ってくれ。まず訂正することがある。僕は人間だ。ほら、よく見てくれ、他の人となんら変わらないだろう？」

　おかしな話だけど、まずは僕が人間ではないという誤解から解かなくては……。

　しかし、少女は騙だまされるものかと言わんばかりにキッと睨にらみつけてきた。

「自己再生持ちの人型オーガなんて化け物以外の何なんだ！　それを人間だって!?　バカにするな！　あたしにだって人間か化け物かの区別はできる!!」

　自己再生持ちの人型オーガ？　なんだその不名誉すぎる生き物の名前は。僕はどっかの研究所から脱走したモンスターか。

　少しだけイラッとしながらも心を鎮め、僕ができる最大限の笑顔で少女を諭そうと試みる。

「……言っていいことと悪いことがあるからね？　化け物とかオーガとかそれ人に絶対言っちゃ駄目だからね？　いけないよ、人をそういう風に呼んじゃ……」

　お前もローズや救命団の強こわ面もて共に言ってるじゃないかって？　えっ、あの人達は怪物だから間違ってないじゃん？

　自分のことを棚に上げつつ友好的に接して誤解を解こうとするも、相手の反応からしてそれも無理そうだ。

　アマコ、早く誤解を解いてって──なんで僕の顔を見て怯おびえている？　目の前の獣人の少女もなんで恐ろしいものを見たかのように後ずさる？

「つ、ついに本性を現したかっ！」

　僕はこれ以上なく落ち着いているのに、どうしたのだろうか。

　あれか？　笑顔が足りなかったのかな？　おかしいな、自分にできる限りのスマイルで応対しているはずなのに、余計警戒されてしまうとは。

「どうしたものかな……」

　この様子じゃアマコの手は借りられない。かといって今の興奮状態の彼女じゃ、まともに話を聞いてはくれないだろう。むしろ火に油を注ぐ形になる。

「しょうがない、話しを聞いてもらえるようにするしかない、か」

　纏わせていた治癒魔法を薄く体に巡らせつつ、治癒の魔力を拳に集中させる。

　秘技、治癒パンチ。怪我の残らない優しさが詰まったパンチで大人しくさせてから、話を聞いてもらおう。

「……ッ!?」

　どういうわけか、さらに相手が後ずさる。

　このまま膠こう着ちゃく状態を続けるわけにはいかないので、手っ取り早く手に持っている箒を壊して、攻撃手段を奪おう。

　まずはそれからだ。

「いくぞ……」

　一気に距離を詰めるべく、思い切り足を踏みしめ前に飛び出す。

　眼前の彼女へ距離を詰め、魔力を込めた拳を上げ──、

「ウサトっ、やめて!!」

「！」

　治癒パンチを構えた僕と少女の間に、アマコが割って入る。

　突然の割り込みに驚きつつも、その声に従いブレーキをかける。目の前で止まった僕を見上げたアマコは、諌いさめるように両の掌をこちらに向けてきた。

「駄目、落ち着いて。我を忘れないで」

「あの、落ち着いているよ？」

　なんだ、その、さも猛獣を鎮めようとする手は。

「……なら、その拳はなに？」

「とりあえず大人しくさせようかなって」

「いくら治るからってそれはない、心に傷ができる」

　アマコには僕がどういう風に見えているのだろうか。

　さすがにトラウマになるほどのことはできないし、しないつもりなんだけど。

「……自覚がないって本当に怖い」

「ん？」

「なんでもない。後は私に任せて」

　ま、なにはともあれ、後は彼女に任せよう。

　アマコが割って入ってくれたおかげで、獣人の少女もようやく落ち着いてくれたみたいだし。

「そ、その声……ア、アマコなの……？」

　彼女は外套に隠れたアマコの声に呆ほうけたような表情を浮かべ、その手に持った箒を地に落とした。

「久しぶり、キリハ」

　名前を呼ばれたアマコはゆっくりと外套のフードを外した。

　露わになる金色の髪と狐きつねを思わせる三角の耳を見せた彼女は、懐かしむように友人の名を呼ぶ。

　そして、その後に僕の方を一瞥し、キリハと呼ばれた少女を安心させるよう言葉を投げかけた。

「この人は敵じゃない……あと、一応人間」

　おい、一応ってどういうことだ。




「ごめん！　あたしっ勘違いしてた!!」

　キリハ、と呼ばれた少女の誤解をようやく解くことができたものの、その後が大変だった。

　アマコの母親を助けることができるかもしれないという僕に、誤解とはいえ攻撃してしまった彼女は自分を激しく責めたのだ。

　それはもうこちらがドン引きするくらいに。

　今、それはもう綺麗な土下座で僕に頭を垂れているが、こちらとしては居心地が悪いことこの上ない。

　そして、土下座という行為が異世界にも存在していることに、なにげに驚いている。

「大丈夫、ウサトは気にしてないよ。少し怖いところもあるけど優しい人だから。少し怖いところもあるけど」

「ねぇ、何で二回言ったの？」

　僕のツッコミをスルーするアマコ。

「でも、色々酷ひどいことしちゃったし……」

「怖いは余計だけど、アマコの言う通り、もう気にしてないよ。君にもちゃんと事情があったんだしね。それにこの通り、僕は無傷だ」

　土下座するキリハの前にしゃがみ込んで、昼間切り刻まれた手を彼女に見せる。

　治癒魔法で傷は跡形もなくなくなっているから、手は綺麗なままだ。彼女は上半身を起こすと僕の手を取りまじまじと眺めて、感嘆の声を漏らした。

「治癒魔法って分かって見ると納得だけど、正真正銘の使い手はここまですごいのか。跡形もない」

「僕以外にも知っているの？」

「碌ろくに使わない奴は知ってる」

　碌に使わない、か。

　できれば詳しく聞きたいところだけど、僕の手を離したキリハが立ち上がったのでそれは後回しにしておこう。

　僕がここに来た理由は謝罪を要求するためじゃない。アマコを友達と会わせるためだ。だから僕が襲われたなんていう些さ細さいな話題は早く切り上げよう。

「僕自身、獣人の人間に対する認識は理解しているつもりだ。だから君が人間の僕を『君を捕まえに来た何者か』と誤解して攻撃してしまうのも無理はないと思っている。それに僕も紛らわしい態度を取っちゃったしね、おあいこだよ」

　僕も軽はずみな行動をしすぎた。

　あの拳はわざわざ受ける必要もなかったし、もっと言葉で訴えかけるべきだった。訓練で成長した自分の力を試したいという欲が出てしまった、ということなのだろう、多分。

　まだまだ未熟、ローズの言うように一人前にはまだほど遠い。

　僕の言葉に呆けたように口を開けるキリハ。

「は、はは、変な人間だなぁ。どんな要求がくるかびくびくしてたのに。さすが、アマコが連れてきたヤツなだけあるよ。本当に……変な人間だよ」

「私の目に狂いはない」

「確かに、アマコの目には狂いはない……ね。はは」

　アマコの言葉に小さく笑ったキリハは、服と尻尾についた砂埃を落とし始める。

　家にいたからか、昼間着ていたローブではなく地味な色合いの服を着ている。頭に生えた耳も尻尾も露わになっていた。

　尻尾が全体的に白く先の方が若干茶色い。狐でも犬でもないな。なんの獣人だろう。風の刃が鎌かま鼬いたちっぽいからイタチかな？　断定はできないけど。

　犬上先輩には紹介できない子だ。暴走しかねん。

「ウサト、そういう視線は失礼」

「ん、ああ、ごめん。迷惑だったよね」

「本当に変な人間だね。あたしの姿を見たほとんどの人間は嫌そうな顔をするのに」

　この世界の人じゃないからね僕は。

　それに僕の世界はケモミミとかそういう可愛かわいいのが好きな人が一杯いるから、嫌いな人の方が多分、少ないんじゃないか？

　そんなくだらないことを考えていると、僕の近くに歩み寄ってきたキリハが、こちらに手を差し出していることに気付く。目を合わせると彼女は照れくさそうに頬をかいた。

　握手、だよね？　ワンハンドシェイクデスマッチとかじゃないよね……？

　差し出された手を握ると、彼女は少しだけ目を見開くも、そのまま手を握り返してくれた。

「……うん、自己紹介してなかったね。あたしはキリハ、学園では上級生をやってる」

「僕はウサト。リングル王国の救命団に所属してる治癒魔法使い。ま、これが仲直りの握手ってことで」

「はは、そうだね」

　これでようやくアマコもキリハとゆっくり話すことができそうだ。

「あ、いけない。夕飯を作っている途中だったんだ。もうすぐ弟も帰ってくることだし……良かったら食べていかないか？　お詫びも兼ねてね」

　キリハが僕達に夕飯を一緒に食べないか、と提案してきた。

「夕飯か……」

　グラディスさんが用意してくれた宿でも出るかもしれないんだよなぁ。

　もうすぐ帰ってくるらしい弟さんも、僕がいると気まずいかもしれないし、アマコも友達と一緒なら僕はいない方がいいかもしれない。

「あの……僕は──って、ん？」

　夕食の誘いを断ろうとすると、団服の袖をアマコが引っ張ってきた。

　彼女の方を向くと、懇願するように僕を見上げていた。

「ウサトも、一緒に食べよう？」

　……。

「しょうがないな……」

　アマコには甘くなってしまうな、僕は。

　辛つらい経験をしてきたことを聞かされたからか、彼女に寂しい思いをさせたくないという思いがあるのかもしれない。

　僕とアマコのやり取りを見たキリハも、既に僕の分も含めて食事の準備をする気満々だし、今さら食べないという選択肢はないか……。

「あたし達のことなら気にする必要はないよ。さ、豪勢とはいかないけど腕によりをかけてご馳ち走そうするから」

　蹴り破った扉を持ち上げながらそう言ったキリハに促され、僕とアマコは彼女らが住む建物へと足を踏み入れる。

　家の中は僕がいた救命団の宿舎と似たような内装をしていた。それほど広くはないものの、入った先には十人くらいで座れるテーブルと上へと続く階段が見える。

「いい所だね」

「嫌味？　それとも素直にそう思った？」

「僕もリングル王国では似たような場所に住んでいるからね。素直にいい所だと思うよ、すごい安心する」

　フェルムは元気かなぁ、ちゃんとご飯食べてるかなぁ。

　多分、サボってローズにボコボコにされているだろうけど、一応は僕の後輩に当たる子だ。せめて心の中では無事を祈っておこう。

「ぼうっとしてどうしたの……？」

「ん……ああ、ごめん」

　後ろでドアを立て掛けているキリハを一瞥しつつ、テーブルと椅子がある場所へと歩み寄る。

　奥の方からもわもわと湯気が出てる。あそこが調理場かな。

「あははは、さすがに扉を蹴破るのはやり過ぎちゃったかなぁ」

「キリハはいつも考えなさすぎ。危うく私にも当たるところだった。というよりちょっと当たってた」

「だからごめんって。あたしは夕食を作るから自由に座って。すぐにできるから」

　アマコのジト目に耐えられなかったのか逃げるように調理場に入っていくキリハ。僕はその様子に苦笑しつつ、言われた通り近くにあった椅子に腰掛け一息つく。

　すると、隣の椅子にアマコが座る。前に住んでいた時も同じ場所に座っていたのだろうか、懐かしそうに木造のテーブルを触っている。

「良かったね、アマコ」

「……ありがとう、ウサト。私を連れてきてくれて」

「君のお母さんを助けてないから、お礼はまだ早い」

「うん。でも、ありがとう」

　まいったな、そんな神妙な表情で言われると、こちらもどんな反応していいか分からない。

　王国の破滅と親友の死を僕に知らせ、間接的とはいえ大勢の人々を救った彼女。

　君のおかげで僕もこの世界での帰る場所をなくさずに済んだ。

　友達と仲間をなくさずに済んだ。

　礼を言わなくてはいけないのは僕の方だ。

「君は僕の二人の友達と大勢の人達を助けてくれた。だから僕は君の願いに報いる。できる限りね」

「できる限りって……。ウサトって、ひねくれてる」

「だから僕はひねくれているんじゃなくて普通なんだって」

　テーブルに頬杖を突きながら続けて答えると、アマコは馬車の中でのカズキと犬上先輩と同じように「それはない」と言いおった。しかも彼女らしくない微笑を浮かべて。

　あれ？　このやり取りをしている時って君は寝ていたよね？

「ようやく笑うようになったと思ったらこれだ。本当にひねくれそうだ」

「これ以上ひねくれたら大変だね」

　言いおるなぁ、こいつ。

　最初に会った時のどんよりとした印象からは想像もできないほどに元気になって、嬉しいよ。

　……さて、どうやって一泡吹かせようか。

　会話を予知してくるアマコに対してセオリー通りの会話は意味を成さない。やるなら先の先を見越して会話を展開させること。

　試しにやってみようかとアマコに話しかけようとすると、肝心の彼女は僕の背後、壊れた扉が立て掛けられている入り口の方を見ている。

　そちらへ目をやると、誰かが扉の前に立っていた。

「あー、お腹空すいた。んお？　なんで扉がぶっ壊れてんだ？　っ!?　誰だお前!!」

　立っていたのは獣人らしき少年。僕よりも若干背が高く、キリハと同じ特徴を持っていた。

　少年は僕の姿を視界に捉えると、足を大きく広げ敵意を向けてきた。足にはキリハが腕に嵌めていた手甲と同じような文様が施された脚きゃっ甲こうが装着されている。

　また攻撃を仕掛けられるのはこりごりなので、ややこしいことになる前に降伏しておくか。

「待って、僕はアマコの付き添いでここに来たんだ。決して怪しい者じゃない」

　全力で敵意がないことを示す。

　避けられるなら、怪我はしたくない。

　痛みには慣れているけど、痛みがなくなるわけでも軽減されるわけでもないんだ。

「はぁ？　アマコだと？　嘘うそをつくならもっと巧うまい嘘……を……」

　僕の言葉に取り合わず攻撃を仕掛けようとしていた少年だが、僕の背後にいるアマコを見ると茶色がかった耳をピンと張って驚きょう愕がくの表情を浮かべ、彼女を指差す。

「アマコ!!　お前、生きてたのか!!」

　少年がさらに目を見開く。一方のアマコはかなり軽いノリで手を挙げるだけ。

「ん、久しぶり。キョウ、そこにいる人は敵じゃないよ」

「敵じゃないって……見るからに怪しいだろ!!」

「……確かに怪しいけど……彼のことを悪く言わないで」

　今のはフォローしてくれたのだろうか。

　治癒魔法の弱点を見つけたよ。

　治癒魔法は心の傷には作用しないんだね。罵倒されるのは慣れてるけど、こういうさりげないのは効く。

　それに……怪しいか。この団服、気に入っているんだけどな……。

「くっ……」

　アマコにジト目で睨まれ怯ひるんだキョウと呼ばれた少年は、落ち込んでいる僕を苦々しい表情で睨んだ。

　キリハのようにすぐに信用されるとは思わなかったけど、これは思ったより根が深い。

　ま、僕は別に彼のご機嫌取りのために来たわけじゃないから別にいいんだけどね。重要なのは、アマコをこの国に滞在中預かってもらえるかどうかだ。

　僕達の宿より仲間がいる場所の方がアマコも安心できるだろうし、未だに僕を睨んでいるキョウもアマコの身を案じていたようにも見える。彼女を預ける上で、余計な心配は無用だろう。

「じゃ、じゃあこいつはアマコが探していた治癒魔法使いなのか？　こんなナヨナヨした奴で大丈夫なのかよ！」

　何が納得いかないのか僕を指差し変な難癖をつけてきた。

　特にこれといって反論することもないので無言のままでいると、アマコがむっとした表情を浮かべ何かを言おうとする。と──、

「それこそ心配いらないよ、キョウ。そいつはあたし達が知る治癒魔法使いとは違う」

「姉ちゃん!?」

　会話に割って入るように部屋にやってきたキリハが、その両手に料理がよそられたお皿を持ったまま、きっぱりとそう言い放った。




「この子が私の双子の弟のキョウ。いやー、こんなに早く帰ってくるとは思わなかったからさ、少しややこしくなっちゃったね」

　その後、僕達はキリハが作ってくれた料理を囲んで食事をした。

　その最中、キリハが隣に座っている少年、キョウについて紹介してくれるけど、キョウは僕のことが気に入らないのかパンを口に運びつつも僕を睨みつけている。

　おかしいな。ちゃんと自己紹介もして、キリハに誤解も解いてもらったのに、どうして未だに敵意を持たれているのだろうか。

「こらこら、アマコが心配なのは分かるけどそんなに睨むんじゃない」

「姉ちゃんは怪しいとは思わないのかよ……」












「そりゃ思ったさ。でもアマコも信頼してるし、それに、あたし達が会った人間とは全然違う。獣人だと分かっても手を差し伸べるし、尻尾や耳を見ても気持ち悪がらない。なにより見返りを求めない……な、変だろう？」

　僕という存在が珍しいのか、キリハは嬉しそうにそう言う。キョウの方は「こんな奴が……」とでも言いたげな表情をしている。

　てか、さっきから何で突っかかってくるんだこの子。もしかしてアマコのことが好きなの？

　……ないとは言えないな。

　小生意気になってきたとはいえ、アマコは可愛いと断言できる容姿だし。

　パンを食べているアマコを横目で見て軽いため息をつき、スプーンですくったスープを口に入れる。

「ん？　美お味いしいね、このスープ」

　ポテトスープみたいなまろやかさと、丁度いい塩味。

　スープに舌鼓を打ちながらキリハにそう言うと、彼女はまた目を丸くしていた。

「……ははは、人間に褒められたのは初めてだよ。うん、ここも変なところだ」

　美味しかったと褒めただけなのに驚かれ、そのうえ、また変と言われた。

　なんなんだ。僕は何をしても変と言われなくちゃならないのか。獣人のテーブルマナーがよく分からない。

　疑問に思いながらもさらにスープを飲もうとすると、前に座っていたキョウが、突然立ち上がった。

「この治癒魔法使いが、俺の知ってる人間と違うのはよーく分かった。今のところは認めてやる。でも、姉ちゃんとアマコに変なことしようとしたら、覚悟しろよなッ」

　これ以上ないほどの敵意を向けたキョウがそう言ってくる。

　ここでどういう目に遭ったのか分からないが、きっと人間を敵視するに足りるだけの理由があるのだろう。

　なら、僕はあまりここにいてはいけないな。

　早く、本題を済ませて帰ろう。

「正直、君が僕のことを信用しようがしまいがどうでもいいんだ」

「何だと？」

「僕がアマコと一緒にここを訪れたのは、君達の所に少しの間だけこの子を泊めさせてもらえないかと相談したかったからだ」

「え？　そうなの？」

　アマコ、君は分かっていると思っていたのに。

　肝心の本人がキョトンとした顔をしているのをスルーしつつ、訝しげに僕を見るキョウと視線を交わす。彼は僕と目を合わすと気まずそうに逸そらした。そのまま口を噤つぐんでしまった彼から、今度はキリハへと視線を移す。

「キリハ。僕達がルクヴィスに滞在中、アマコを頼めるかな？　僕達の所にいるよりも君達の所にいた方が、アマコも色々と気が楽だろうからね」

「大歓迎さ！　部屋は空いてるし、食い扶ぶ持ちも一人や二人増えたって変わらないよ」

「そう、良かった」

　人間達の中にいるよりも、少しの間とはいえ同族の彼女達と一緒に過ごした方がずっといいに決まっている。

　それに、この国にとって重要な客人とみなされるであろう僕達は、否いやが応でも注目を浴びてしまう。その最中にアマコの姿が目撃されるのはまずいだろう。

　僕達が注目を集めるのは別にどうってことないんだけど、アマコについては不ふ埒らちな輩やからが彼女を捕まえようと画策するかもしれない。

「じゃ、二人分用意しなくちゃならないね」

　キリハに任せておけば大丈夫だろう。

　ちゃんとアマコのことも守ってくれるだろうし、彼らがいるなら、僕は必要な──って、ちょっと待て。

「二人分？」

　二人ってアマコの他に誰の分をカウントしているんだ？

　キリハに困惑の目を向けると、彼女は「えっ、違うの？」と言いたげな表情を浮かべた。

「あんたも泊まるんじゃないの？」

「……は？」

　本当に意外な言葉に呆けた声が出る。

　どういった解釈で僕も泊まることになったのか理解できない。

「姉ちゃん！　さすがにそれは無理がある!!　そいつを泊まらせるのは……ま、マズいだろ!!」

　僕の言葉を代弁するように、再び勢いよく立ち上がったキョウが、そうキリハに言い放った。

　キョウ、うまく喋れない僕に変わって言ってやってくれッ。

「いやいや、だってアマコもウサトが一緒にいた方がいいだろうし。大丈夫、心配いらないよ。彼が私達をどうこうしようというならとっくにしているはずだからね。アマコもそう思うだろ？」

「ア、アマコ……」

「……」

　キョウの反対を受け流したキリハがアマコの方を見て、そう質問する。震えた声でキョウが彼女の名を呼ぶが、当のアマコは逡しゅん巡じゅんするように僕を何度か見る。

「……ウサトが、良いなら」

　嘘だろ。

　まさかの言葉に、思わず手に持ったスプーンを落としてしまった。僕がいたらキリハ達とゆっくりできないかもしれないのだけど、それでもいいのだろうか。

「ウサト、アマコはこう言っているけど、どうする？」

　隣を見れば、いたずらっ子のような笑みを浮かべるキリハ。

　キョウは僕と目を合わせず、アマコは無言で夕食を口に運んでいる。

　なんなんだろうね、この追い詰められたような感じは。

　何より言い方がズルい。僕が良いならってなんだよ……。

「後で、騎士さんに伝言を頼まなくちゃな……」

　僕って意外と押しに弱いのかも。

　ま、アマコも嬉しそうだし別にいいか。

　嬉しそうに耳を揺らす彼女が目に入ると、これ以上抵抗するのも悪いと思い、キリハ達のところに泊まることを決意するのだった。
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　ルクヴィスの端に位置する建物。

　そこがあたし達の家。初めてルクヴィスを訪れた時、先にここに来ていた獣人の先輩が案内してくれたのがこの場所だ。

　最初は、大勢いる人間の中にはあたし達を受け入れてくれる人もいると思っていた。

　なにせ、ルクヴィスは大陸中から何万人もの人が集まる大都市だ。その中に、ごく少数だとしても獣人に対して寛容な人達がいてもおかしくない。そんな淡い希望を抱いた私は、生まれ故郷である隠れ里を飛び出し、魔法を学ぶためにルクヴィスを訪れた。

　一族の皆から才能があると言われた魔法も学びたかったし、里の子以外の『誰か』と友達にもなりたかったから。

　でも、そんな希望を抱いた私がバカだったことに気付くのは、ルクヴィスに来てすぐのことだった。

　ルクヴィスは、表面上は亜人への迫害は禁じられている。その方針により表立ってはそういうことは起こらないけど──何もされなくても、針の筵むしろに座らされているかのような孤独感に襲われるのだ。

　不信。

　蔑さげすみ。

　恐怖。

　他者と友好を結ぶことを許さない環境。

　孤独を強いられる重圧。

　ここで、獣人のあたしが魔法使いとしての価値を示せるのは交友関係でもなく、権力でもなく、ただ一つ、魔法での強さだけだった。

　……ああ、ルクヴィスは魔法と技能を磨くことでは最高の環境だよ。そうさ、理解させられたよ。人は人と和を成すことができるけど、彼らにとって獣人は『人』ですらなかった。

　多くの奇異の視線に晒さらされたあたしは、なんだかとても悲しくなった。

　ルクヴィスにやってくる他の同族達も、誰とも関わらず一人でいようとした。

　人間と関わらない。

　慣れ合わない。

　誰も信じない。

　彼らは、一人でいられないあたしのように心が弱くはなかった。

　誰とも関わらず、ただ魔法を学ぶだけ。警戒心が強い獣のように人間には期待しない。それが彼らだった。

　そんな彼らを見て、私は思った。

　いや、思ってしまったというのが正しいのか。

　あぁ、こうやれば、こうすれば良かったんだ──と。

　いつからだろうか。

　外を歩くときは注目を集める耳を隠すようになり、魔法の技能をひたすら磨くだけになったのは……。

『弱ければここにいる意味がない』

『人間と仲良くするためにここに通っているのではない』

　と、姉弟二人だけの寂しい家の中で自分にそう言い聞かせていた。

　そんなことをずっと繰りかえしていた頃に、一人の獣人の少女がルクヴィスにやってきた。

　あたし達のような隠れ里ではなく、人間への憎悪が特に強い獣人の国からやってきた、未来を詠む不思議な少女、アマコ。

　彼女は自分の母親を救うために、遠い遠い獣人の国から治癒魔法使いを探しにやってきたと言った。

　治癒魔法は人間にしか使えない特異な魔法。人間に協力してもらうなんて無理な話だと思った。実際、ここにいる治癒魔法使いには拒否されたらしい。

『キリハ、私は諦めないよ』

　でも、あの子は諦めようとはしなかった。母親を助けたいからと、たとえ危険でも足を止めようとはしなかった。

　ここまで来るのも大変だったろうに、危ないことばっかりだったろうに。キョウは最後まで止めていたけどあたしには止められなかった。

　あたしはアマコのように頑張っているのだろうか。

　人間を信じようとすることができるのだろうか。

　周りを気にせずに獣人と仲良くしてくれる人間なんて存在するのだろうか。

　その答えは今も分からない。

　ずっと前に答えは出したつもりだったのに、その答えが正しいとは思えなかった。

　きっと、あたしは今も思っているんだろう。

　いつか──あたしのような獣人と仲良くしてくれるような人間が現れるって──




「朝、か」

　朝を告げる鐘の音で目が覚める。

　懐かしい夢を見た、ような気がする。それがどんな夢だったのかほとんど忘れたけど、なんとなく半分は嫌な夢だったと思う。

　硬めのベッドから起き上がり、ごわごわと毛先がはねた尻尾を撫なでつける。

　ある程度毛づくろいができたら、朝食の準備をするべく手早く着替えてから自室を出る。

　出た先にはすぐ居間がある……のだが、今日はいつもと違っていた。

「……うん？」

　外から声がする。

　こんな早い時間に誰が騒いでいるのだろうか。他の家の奴らだったら少し注意しておくか。そう思い壊れた扉をずらし外を窺うかがったが、私の目に飛び込んできた光景は異様なものだった。

『アマコが軽すぎて全然訓練にならねぇッ!!』

『……それは私のせいじゃないよウサト』

『ならばッ、重く感じるまでやるしかないなぁッ!!』

　目に飛び込んできたのは、腕立て伏せをしているウサトの姿だった。

　その背にはアマコが乗っており、見たところ朝の訓練を行っているようだが、その内容は明らかに常軌を逸していた。

　彼は普通では考えられない速さで、片腕のみで延々と腕立て伏せを行っていたのだ。

　減速もせず、疲れも見せずに、アマコと軽口を叩きながら、こともなげにそれをこなす彼に、あたしは素直に引いた。

「……」

　何でこんな朝早くから腕立て伏せなんてしているんだ、この人間は。

　アマコも何食わぬ顔で背に乗ってるし。

　ちょっと衝撃的な光景だったので、気付かれないようそっと扉を閉じたあたしは、その場で軽く深呼吸をしてから朝食の準備をするため調理場に行く。

　朝食はいつもは簡単に済ますのだが、今日はウサトやアマコがいるので、ちゃんと作ろうと思う。

　調理場にある食材を手に取ると、不意に昨夜の食事の際にウサトがあたしに向かって言った言葉を思い出す。

「……美お味いしい、か」

　彼は私の料理を「美味しい」と言った。

　そんな褒め言葉で照れるほど初う心ぶな性格はしていないつもりだが、驚いたのは確かだ。

　あの時、キョウにウサトは信用できると言ったが、本当はあたし自身がウサトをまだ信じきれていなかった。

　だから何があっても大丈夫なように、ウサトのすぐ正面に座ったし、彼にあたしが……獣人が作った料理も食べさせてみた。普通の人間は獣人が作った料理を口にしようとはしないし、ましてや美味しいなんて言わないからね。

「本当に口だけだね、あたしは」

　治癒魔法で治ったとはいえ手を切り刻むという大怪我をさせ、酷いことを言ったあたしを許してくれたウサトを未だに信用できない自分をとても卑しく思う。

「っ、そうだ、朝食」

　キョウもそろそろ起こさなくてはいけない。

　ゆっくり作っていたら授業に遅刻してしまう。今日はちゃんと作るって決めたんだから早くしなきゃ。




　無事に朝食の準備を終えたあたしは、ウサトにアマコ、先ほど起きたキョウと一緒に食卓を囲んだ。

　ウサトは汗をかいたらしく少しだけ遅れてきたが、こんなに賑にぎやかな朝食はとても久しぶりだった。

「おいお前！　姉ちゃんに変なことしたら許さねぇからな!!」

　朝食を食べ終えたキョウは学園へ行く準備をしながら、水を飲んでいるウサトに釘くぎを刺すようにそう言った。

　あまりにも過保護な弟に苦笑しつつも、あたしは困ったように頬をかくウサトに助け舟を出すことにした。

「キョウ、そろそろ時間じゃないか？　今日の授業の先生は時間に厳しい人なんだから遅刻はマズいと思うよ？」

「え!?　もうそんな時間なのか。じゃ、じゃあ行くわ!!」

「いってらっしゃい」

　あたしの言葉で血相を変えたキョウは、荷物を肩にかけると外へ走り出していった。

　彼が街の方に消えていくのを見送ったウサトは、何か疑問を抱いたのか、首を傾かしげながらこちらへ振り向いた。

「キリハ、キョウと君は双子の姉弟じゃないの？　同い年なら、授業も同じじゃ？」

「あー……」

　それはもっともな質問だ。

「あたしとキョウは基本的に受けている授業は同じだけど、一部、別の授業を取っているんだ。ルクヴィスはいくつかの決められた科目を取れば、他は自由に選ぶことができるから、あたしとキョウはそれぞれ興味を持った授業を選んでいるんだ」

「なるほど、大学みたいだね」

　ダイガク、とは何かは分からないけど、多分ウサトの考えている感じで間違いないだろう。

「あたしの先生は結構時間に緩い人だから少し遅れても大丈夫だけど、キョウが受ける授業の先生はちょっと曲くせ者ものでね、遅れると色々面倒なのさ」

「それじゃあ、キリハも少ししたら学園の方に行っちゃうのか……」

「そうなっちゃうね……ウサトとアマコはどうする？　ここで待ってる？」

「いや、僕達は門近くの厩舎の方へ行くよ。ここまで一緒に来た人達がいるから、会いに行ってくる。アマコもそれでいいよね？」

「うん」

　アマコも信用している人達のようだし、あたしも留守の心配をしなくていいか。

　でも、二人もずっと街をさまよっているわけじゃないだろうから、早めに帰ってこよう。

「それじゃあ、今日の夕飯はどうするかな……」

　今日の夕飯のことを考えながら食器を洗っていると、壁にかけていた、コートに似た白い服に着替えたウサトが声を掛けてきた。

「そうだ。着替えありがとね。一応、食事前に洗って外に干しておいたけど……大丈夫だよね？」

「気にしなくてもいいのに。ただキョウの服を貸しただけさ。礼を言われるほどじゃないよ」

　と言いつつ横目で外を見ると、貸していた服が綺麗に干されている。

　意外と几き帳ちょう面めんだね。昨日見た、恐ろしい形相をした少年とはえらいギャップがある。

　あの形相は本当に恐ろしかった。確かに、人型オーガは言いすぎたと思うけど、あんな顔をすることはないじゃないか。人間の顔を見て気け圧おされるのは初めての経験だったよ。

「……顔が青いよ、大丈夫？」

「あ、ああ。だ、大丈夫……うん、大丈夫」

　気付かないうちに顔に出てしまっていたのか、アマコに心配されてしまった。

　ウサトのことは昨日、彼女にたくさん聞いたじゃないか。彼は悪い人じゃないし、アマコが二年間いたリングル王国もあたしが想像できないほどいい所だって……。

　未だに震える手を冷水に浸し、落ち着きを取り戻す。

　ようやく平静に戻った時、居間にいるウサトが調理場の入り口から顔を出してきた。

「僕達はそろそろ行くよ」

「それじゃ、行ってくるよ、キリハ」

　彼も彼の後ろにいるアマコも白いフードを被り、あたしにそう言ってくる。

　あたしの目には、この二人はなにも違和感のない友人同士に見えた。

　そんなこと、どれだけ願っても叶わないものだとずっと思っていたけど、いざ目の前にすると……こう、形容できない想いが込み上げてくる。

「……ははは、いってらっしゃい」

　我ながら覇気のない声でそう言ったあたしは、きっと不安で一杯の顔をしていただろう。

　あたしの様子にウサトは僅かに首を傾げるだけだったけど、アマコには確実に怪しまれていた。

　あの子は予知とは関係なしに鋭く、そして聡さとい子だ。

「そろそろ、あたしも準備をしようか……」

　会いたかった友達に会えた。

　それでも、不思議とあたしの心は晴れない。




　　　　　　　　　　＊＊＊




「先輩からの伝言？」

　キリハの家から騎士さん達のいる厩舎へ戻った僕達に、見張りの騎士さんは犬上先輩からの伝言を伝えてくれた。

　昨夜、先輩達に僕のことを伝えてくれるように頼んだ騎士さんが、その帰りに犬上先輩から頼まれたらしい。

「はい、何やらウサト殿が戻ったら勇者様達の所に来てほしいと」

「というと、宿の方ですね」

「そうなります」

　元より行こうとは思っていたけど、先輩の反応が地味に怖い。

　あの人、子供っぽいところあるからなぁ。変なことでむくれたりしてなきゃいいけど。

「急ぎの用かな。先輩のことだから、僕が朝にここへ来ることは予想しているだろうけど、早めに行った方がいいか」

　直接会わないで勝手に泊まる場所を変えちゃったから、そこらへんの説明もちゃんとしなくちゃいけない。

「アマコ、今日もここでブルリンのことを頼める？」

「ん、大丈夫。この子といるのは嫌いじゃないから……」

　しゃがみ込んだ彼女は、上機嫌に果物を食はむブルリンの鼻を撫でつけてそう言った。

　ここならアマコを退屈させることもないかな。信頼できる騎士さんもいるし、もしものことがあっても彼らが対処できる。

「それじゃ、行ってきます。アマコをよろしくお願いします」

「はいっ、お気を付けて！」

　アマコと騎士さん達に別れを告げ、その場から小走りで駆け出す。

　目的地は先輩達のいる学園前の宿。走って行けばものの数分で到着する場所だ。昨日、大体距離感は掴んだし、人ごみに巻き込まれなければかなりスムーズに進めるだろう。

「街中かぁ、様相は違うけどリングル王国を連想させるな……」

　小走りとはいえ街中を駆けていると、リングル王国にいた時のように重りを持って走り込みをしてみたいと考えてしまうな。

　重りを持ってきてないから、普通の走り込みしかできないけど、ブルリンを連れ回すことができればあるいは……いや、走る以前にここにいる人達が驚いちゃうから駄目だな。

「グラディスさんに頼んでみようかな……」

　本からの知識でしか知らないけど、この世界には人間に使役される魔物である『使い魔』という存在がいるらしいので、もしかしたら許可を貰えるかもしれない。

　一般的な使い魔というものが僕とブルリンの関係にあてはまるかは分からないけど、訊いてみる価値はある。

　ブルリンは重さ的に丁度いいし、一緒に走れるなら走りたいしね……ん？

「ここは……」

　ぼうっとして走っていたら、気付けば昨日、学園の生徒らしき集団が入っていった路地の前に来ていた。そのまま通り過ぎようと思ったが、路地の向こうに数人の人だかりが見えたので、気になり足を止めた。

「何かあったのか？」

　どう見ても野次馬のようだけど、何かあるのか？

　少し寄り道しようかな、と好奇心に駆られた僕は目の前にある路地に入り込み、その人だかりに近づく。

　すると、野次馬の話す声が聞こえてきた。

「またあいつらか、酷いことしやがる」

「放っといてあげればいいものをねぇ」

「でも俺らも巻き込まれたらたまったもんじゃないからな……」

　何やら不穏な会話が聞こえてきた。

　嫌な予感がした僕は、野次馬の間に割って入る。

　ようやく一番前に出ると──、

「っ!?」

　煤で汚れたローブを着た少年が、ボロボロの状態で倒れていた。

　その少年には見覚えがあった。

　彼は昨日、この路地に入っていった集団の中の一人だ。

　咄とっ嗟さに駆け寄った僕は彼を抱き起こし、治癒魔法での治療を試みようとする。

「どこの誰かは知らないけど、そいつは大丈夫だよ。回復魔法の必要もない」

　少し離れた所から見ていた野次馬が、心配いらないとばかりに声を掛けてきた。

　少し無責任な言い方に僕はカチンときて、その野次馬に顔を向ける。

「どう見ても怪我をしているじゃないかっ、どこが大丈夫なんだ!?」

「そいつは治癒魔法使いだ。見ろ、汚れてはいるがどこにも傷はないだろ？」

「え!?」

　野次馬の言葉に、再び少年を見る。

　傍はた目めにはボロボロだ。試しに頬を拭ぬぐってみるが、汚れの下に傷はない。

「この子、が……」

　本当に治癒魔法使いなのか？

　この時、僕の脳裏にアマコの言葉がよぎる。

『彼は私を助けられないし、私も彼を助けられない』

　ようやく、彼女が何を言いたかったのかが分かった気がする。

　腕の中で眠る少年を深刻な面持ちで見た僕は、このルクヴィスという学び舎やの闇に踏み込んでしまったことを確信するのだった。








































著者プロフィール



くろかた

KUROKATA



茨城県出身。

小さい頃からのファンタジー小説好きが高じて、大学進学後の空いた時間で「小説家になろう」への投稿を開始。

本作『治癒魔法の間違った使い方　～戦場を駆ける回復要員～』が「第２回ライト文芸新人賞　ＭＦブックス部門」で佳作を受賞し、作家デビューを果たす。















　　企画／株式会社フロンティアワークス

　　担当編集／平山雅史（株式会社フロンティアワークス）

　　ブックデザイン／ウエダデザイン室

　　デザインフォーマット／ragtime

　　イラスト／KeG




　　本書は小説投稿サイト「小説家になろう」（http://syosetu.com/）初出の作品を加筆の上書籍化したものです。

　　この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件・地名・名称等とは一切関係ありません。











治癒魔法の間違った使い方




～戦場を駆ける回復要員～ 2








くろかた





[image: ]





平成28年6月24日　発行





(C)KUROKATA 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦブックス『治癒魔法の間違った使い方 ～戦場を駆ける回復要員～ 2』

平成28年6月30日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-002-001（カスタマーサポート）

年末年始を除く平日10：00～18：00まで

http://www.kadokawa.co.jp/















images/00004.jpeg





images/00020.jpeg





images/00022.jpeg
Character=Design=—





images/00021.jpeg





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg





images/00018.gif
©





images/00011.jpeg
I'7::le/—-] .

DA
P






images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg
AT

BOOK<WALKER





images/00014.jpeg
A






images/00002.jpeg





images/00001.jpeg





images/00003.jpeg





images/00006.jpeg





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





